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　目覚めると、落下していた。

　吉よし永なが和かず己みが現状に気づいたのは、頭から着地した後だった。

「え、え、うわあああっ！」

　眠ねむ気けなど一瞬で吹っ飛んだ。ダウンジャケットのおかげで身体からだは無事だったが、頭から落ちれば意味がない。すぐに立ち上がり、上を見る。頭の痛みよりも先に、どこから落下したのか確かめようと。

　空だった。

　さえぎる物が何もない、どこまでも続く青空の下で、和己は思い出す。

「――そっか。そうだった」

　あの空から落ちてきたのだ。思い出してみれば、単純だ。

　眠って、移動して、落ちてきた。不思議なことは何もなかった。

　舗ほ装そうされていない川の土手に立ち、和己は周囲を見回した。

　何かが目に入る前に、草と土と木の匂においが鼻を突いた。遠くに見える薄緑の山々が、低い町並みを見下ろしている。

　周囲に人はなく、下流に小さく見える橋の上を、変わった服を着た人たちが往来している。こちらには気づいていないようだった。

　御ご色しき町ちようではない。

　セピア色の写真でしか、見たことのない世界。

　和服と洋服の人が入り交じる世界。

　空が、今よりずっと広い世界。

　同じ日本にある、異世界。

「どけ兄貴っ！」

　いきなり重い衝しよう撃げきが頭の上にのしかかってきた。

「いたっ！」

　妹が降ってきた。

　和己の頭頂に頭ず突つきをくらわせると、転がるようにして土手に倒れ込む。

「ううう～……」

「ふ、双ふた葉ばちゃん！　頭大丈夫!?」

「んな所につっ立ってんなバカ兄貴！」

　跳はね起おきた双葉、頭をさすりながら和己のスネを蹴けり飛とばした。

「いったぁっ！」

　泣き所を押さえてかがみこむ和己。頭も痛いし、いきなり散々な目に遭あっている。

　ふと、もう一度上を見上げた。

　光化学スモッグとは無縁の青い空。その中心に、ぽっかりと白い穴が浮かんでいる。雲ではなく、人工的に削けずり取とられたようなトンネルだ。

「だから兄貴！　そこにいたら危ないって言って――」

　双葉の必死な表情を見て、再度上を見上げる和己。

『離れるのだ和己！』

　穴から黒い石像が頭上に降ってきたのはわかった。

　それから先は、よく覚えていない。
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　吉永和己が帰宅すると、なぜかいつもとんでもない出来事が待っている。

　乱暴な家族がもめ事を起こしたり、およそあり得ないような来客がいたり、最悪、家具が壊れていたり。どういうわけだか、その現場に居合わせてしまう体質なのである。

　最近では和己もその辺を理解し始めたようで、わずかでもいいから時間をつぶして帰宅するようにしている。まるで帰宅拒否のようだが、家は好きだ。ただトラブルを避けたいだけなのだ。

　そういう意味では、あの店は暇つぶし場所には向かないかもしれない。

　それでも和己が今日も図書館帰りに足を運んでしまうのは、その店に不思議な魅力があるからだろう。良いか悪いかは別にしても。

　御色駅の南口を抜けた商店街に、その店はあった。何を売っているのかわからない、得え体たいの知れない骨こつ董とう屋やだが、店主が美人というだけで全すべて許されてしまう。御色南口商店街の人達が奇特なほどのんびりしている証拠である。

「こんにちはー」

　和己は店の扉を開いた。

　彼の女の子みたいな外見はいまだ変わらない。この前、寝不足で学校の女子トイレに間違って入ってしまった時も、クラスメイトに「あら吉永くん」とナチュラルに挨あい拶さつされたくらいだ。冬の入口くらいのこの季節に、ダウンジャケットをはじめ三枚ほどの上着を着込んでいる。まるで雪だるまだ。

「あれ？」

　商店街で一番有名な店「兎と轉てん舎しゃ」は、現在休業中だった。

　店内には商品どころか陳ちん列れつ棚だなも置かれておらず、だだっ広いホールの中央に、三つの巨大なドラム缶のような物体が横たわっているだけだ。

　そこでは、やはりトラブルが待っていた。

「おいコラ。起きろよ！」

　一つ一つの円えん筒とうの大きさは、直径が一メートルほど。長さが二メートル強。それが三つつながっていた。真ん中の筒の上半分がなく、中にはシーツと枕まくらと、眠っている女性が。両りよう脇わきの円筒からは、歯車が回転する音が聞こえた。

「あれ、兄貴じゃん」

　その両脇の円筒の上に、騒ぎを起こす常習犯の妹と黒い犬が乗っかっていた。

「双葉ちゃん……ガーくんまで」

　トラブルはどこまで逃げてもついてくる。家も時間も原因ではない。自身の運命なのだろう。和己は暗くなりそうな視界の中で、そう悟さとった。

「……で、今日はなんなの双葉ちゃん？」

「おう、姉ちゃんを起こしてるんだよ。オラ起きろ！」

「起こすにしても、そういうことはやめなよ、ね」

　ぷにぷにぷに。ずび。

「うわ鼻に指入った！　汚ねっ！」

「だからやめなってば！」

「おしガーゴイル、電撃だ」

『むう……試してみるか』

「ガーくんも乗らないでよ！　双葉ちゃんも服を脱がそうとしないで！　ガーくんも目を輝かせないでよ！　起こすんならフツーに起こせばいいじゃない！」

　円筒を叩たたく音が、店内に響き渡った。

　四月から始まった和己の高校生活は、とんでもない事件に巻きこまれ続けて半年以上が経過している。ため息とツッコミを交まじえて日々を乗り切ってきたが、今日もその能力を遺い憾かんなく発揮している。痛む手をすり合わせながら、和己は肩を落とした。

「んだよ、起こせって言われてるから起こしてんじゃねーかよ！」

　雪だるまの和己に対して、何も考えずにイタズラに終しゆう始ししている妹の双葉は、長なが袖そでのＴシャツ一枚のみ。今日も悪ガキっぷりが冴さえ渡わたっており、心の底から楽しそうに指を動かしている。今は長いポニーテールの先っぽを標的の鼻の穴に入れたりしているが、効果は得られない。

　軽く鼻を鳴らす双葉。普段は吊つり上あがった三さん白ぱく眼がんをギラリと光らせているのだが、最近は笑う回数が増えたように和己は思う。

「兄貴、赤のマジック持ってない？」

「持ってないよ！　ていうかそれは起こすのとは違うでしょ!?」

「起きろド畜ちく生しよう！」

　双葉が円筒の中に蹴りを放つ。鼻び骨こつや鳩みぞ尾おちなどけっこう痛い箇か所しよに命中しているのだが、人形のように返事がない。軽く身震いして、双葉は円筒から離れる。確かにここまで来ると、怖い。

「なあガーゴイル、ひょっとして死んでるんじゃねえの？」

　この度ようやく年齢が二ケタになった双葉が、隣に座っている黒犬――犬の石像に向かって問いかける。

『それは無い。心しん拍ぱく数すう、呼吸、共に正常だ』

　ガーゴイルと呼ばれた黒い犬の石像が双葉に答える。

　いや、正確には犬とも呼べないかもしれない。背中に翼つばさが生え、首には奇妙な紋もん様ようが描かれ、胸と足には白い装そう甲こうのようなものが貼りついている。ついでに言えば、目から光線が出る。

「ガーくんでも起こせないの？」

『むう……様々な手法を試こころみてはいるのだが』

　この石像――ガーゴイル。一言で説明するならば、吉永家の門番である。

　一言で説明してもわかるわけがないので、もう少し詳しく説明すると、今はもう魔術と同一視されがちな錬れん金きん術じゆつの粋すいを集めて作られた「門番型自動石像」だ。そのスペックは兵器として使えば軍隊に匹ひつ敵てきする。

　それがひょんなことから吉永家の門番を務めることになったのだ。最初は慣れない日常に戸と惑まどっていたが、誘ゆう拐かい事件や怪かい盗とう事件や植物襲しゆう撃げき事件などの奇妙な出来事を解決しながら町の住人とふれあい、現在は吉永家の立派な家族として日ひ々び精しよう進じんしている毎日である。

『しかし健康だからとて、このまま寝かせておくわけにもいかぬ』

　ガーゴイルの両眼が光った。首にかかった鈴が小さく鳴る。

　その目から出てくるのは、水色の光線。

　普通、目から出る光線と聞けば、悪の組織のロボットを倒せる必殺ビームを連想しがちだが、今ガーゴイルが放った光線は、円筒の中の女性を涼しい温度で包みこむものだった。さらに光線からカモミールの匂いが発せられている。

「お、新ビームか」

　鼻をひくひくと動かす双葉と和己。匂いのある光線は初めてだった。

『むう。以前から早朝の双葉に対して使っていたのだが、一向に効果がない』

「それじゃ意味ねぇだろ！　……おい姉ちゃん！」

　双葉が円筒で眠っている人物の鼻をつまんだ。

　円筒――半分開いたカプセルのようなその器具の上で仰あお向むけに寝ている女性こそ、兎轉舎の主人だ。いつも和己たちを驚かせるお姉さんだが、今回は登場からビックリだ。

　頭半分をすっぽり覆おおう半球状のヘルメットをかぶっており、鼻から上の表情はわからない。しかし商店街の名物になるほどの美び貌ぼうであることはこの場にいる全員が知っている。喪も服ふくのように黒いワンピースを着ており、双葉も驚くほど大きな胸の上で組まれた手の中に、黒くろ縁ぶち眼鏡が握にぎられていた。

　このお姉さん、世界最高の錬金術師だという。

　ガーゴイルを作ったのも彼女らしい。しかし彼女の話によると、ガーゴイルが完成したのは明治後期から昭和にかけてのはずだ。だとするとこのお姉さんの年齢は……

「起きないね」

　わかり切ったことを和己がつぶやく。

「だからガーゴイルが呼ばれたんだよ」

　少ししか状況をわかっていない和己に、双葉が指を立てて説明した。

　電話で呼び出されたのが、つい一時間前だそうだ。眠り姫と化したお姉さんをなんとか叩き起こしてほしいとのことだったのだが……。

「誰だれがガーくん達を呼んだの？」

　和己の質問に笞える前に、

『しからば』

　ぱん、と破は裂れつ音おんが店内に響き渡った。何かが焦こげる匂いが充じゆう満まんする。

「うわ、ガーくんホントに電撃やっちゃった！」

『むう……これでも目覚めぬか』

　全まつたく表情を変えずに眠っているお姉さん。胸の辺あたりから煙けむりが立ち上っているが、動じる気け配はいはない。これは本当に危険な状態なのではないだろうか。たしか鼾いびきをかいて昏こん睡すいするとマズイんじゃなかったか。和己は記憶をたぐって、こういう時の手続きを思い出していた。

「あのさ、もうこのヘルメット、無理矢理外はずしちゃったほうがいいんじゃねーの？」

　双葉が提案すると、店の奥から別の人物の声がかかった。

「いやだめだ。その装置は人間の意識に直接作用している。無理に外すともっと危険なことになるかもしれない」

　小冊子を持って店の奥から出てきたのは、背広姿の男。

「あ……東ひがし宮みやさん」

「やあ和己くん。君も来たのか」

　爽さわやかな笑顔で手を上げる東宮。通った鼻はな筋すじに、鋭するどい瞳ひとみ。アクセントとして縁のないメガネ。アイドルのような美顔だが、正体は会社社長にして錬金術師――つまり、お姉さんと同類の人間。きっと彼が異変に気づいてガーゴイル達を呼んだのだ。

『して、何か分かったのか？』

　ガーゴイルの問いに、東宮はゆっくりと首を横に振った。

「今、ＤＶＤレコーダーの録画記録を見てみたんだが……三日前から特番の録画が始まっていた。それ以前は使っているようには見えなかったよ」

「つまり、お姉さん、三日前から眠ってるんですか？」

「多分ね」

　東宮は苦笑して、円筒を調べ始める。小冊子はどうやら円筒の説明書らしい。

　彼、東宮天あま祢ねはお姉さんと同じ錬金術師だが、元々は敵だった。世界最高の錬金術師であるお姉さんに対抗しようとして、自みずから作った自動石像とガーゴイルを戦わせたのだ。ガーゴイルをおびき出すために双葉を誘拐したのが、もしかすると敗因なのかもしれない。結果として、吉永家全員の怒りに火をつけたのだから。和己も一発ブン殴った覚えがある。

　しかし今は御色町に引っ越し、和己も双葉たちを連れて気軽に遊びに行ったりしている。お姉さんにも時々こき使われたりしているが、それはそれで楽しいらしい。

「これは……面白い装そう置ちだよ」

　その東宮が小冊子を見ながら、思わずため息をもらす。

「記き憶おく発はつ掘くつ寝しん台だい――装置自体に地図や事件などのデータを入力し、使用者の意識と接続すれば、自在に過去の時代を追つい体験できるのか……」

「つまり、過去の夢が見られる装置なんですか？」

「タイムマシンか!?」

　和己と双葉も小冊子をのぞいてみたが、達たつ筆ぴつな行ぎよう書しよだったので、何が書いてあるかわからなかった。東宮は簡単に読めるらしい。教養の問題だろうか。

「双葉ちゃんの方が正しいかもね。この装置は、夢に加えて外部データも加えられる。つまり、自分が知らないことも体験できるということだ。当時は読めなかった本とかテレビとかが見られるかもしれない。もっとも精度は期待できないけど」

『して、その装置を止める方法はないのか？』

　いつの間にかカウンターの上に座っているガーゴイルが尋たずねる。

「それなんだけど……どうも彼女、睡眠時間を設定しなかったみたいだ。普段は目覚まし機能がついてるはずなんだけどね。つまり、望んで眠り続けているってことさ」

「それじゃあ、どうやって起こすんだよ？」

　あきらめずに双葉がお姉さんの鼻をデコピンするが、反応は同じ。もはやイタズラが目当てだ。手段と目的が完全に入れ替わっている。

「そこで相談なんだけど」

　小冊子を閉じ、東宮がガーゴイルに向き直る。

「起こしに行ってきてくれないかな？」

『それを我われらは試しているのではなかったか？』

「いや、そうじゃない。外部から起こすのが無理ならば、内部から試してみるんだ」

　東宮はその場にかがみこみ、三つある円筒の、右の筒の下部にふれる。小さな蓋ふたのような部分があり、それは簡単に外れた。出てきたのは数個の接続端たん子し。

「この装置のすごいところは、記憶の追体験を並列化できるということだ。つまり他人にも夢の映像を見せられる。ホラ、一つのゲームで四人対戦とかやるだろう？　あれと同じような感じさ」

『……我に夢の中に入れと言うのか』

「察しがいいね、ガーゴイル君」

　指を鳴らして喜ぶ東宮。しかしガーゴイルは迷めい惑わくそうに唸うなっている。当たり前かもしれない。他人の夢の中に入って、目覚めさせてこいと来たもんだ。ここが――兎轉舎でなければ、信じられない話だろう。

『正直気が進まぬが、人間が飲まず食わずで生存できるのは四日が限度だと言われている。睡眠によってある程度延のばすことはできるが、やはり覚かく醒せいさせねばいずれ死ぬな。その装置、我にも使えるのか？』

　和己は状況の変化についていくのがやっとだ。

　しかし考えてみれば吉永家にガーゴイルが来た日から、奇妙な状況には事欠かない。今日のコレだって、お姉さんの能力と性格を考えればない話でもない。

　ともあれ、今回はガーゴイルに任まかせておけば解決できそうだ。和己は安心した。

「……なんか面白そうだな」

　双葉がそう言うまでは。




「ねえ、ホントに行くの？　もしかしたら戻れないかもしれないんだよ？　それにどこへ行くかもわからないんだよ？　戦場とか行くかもしれないんだよ？」

「うるせぇな！　だったら兄貴だけ残れよ！」

　記憶発掘寝台の隣に、店の奥から引っ張り出してきた布団ふとんを敷しき、そこに和己は双葉と並んで寝かされた。二人の枕元にはガーゴイルが。

「でも、双葉ちゃんだけじゃ危ないし……」

　和己は手術台に臨のぞむ気持ちで、祈るように手を組んでいる。

　全員に共通する点は、お姉さんがかぶっているのと同じ、奇妙なヘルメットをかぶっていることだ。以前、双葉は似たようなヘルメットのおかげで大変な事件に巻き込まれたりもしたのだが、今度はガーゴイルの頭もすっぽり覆えるほどの大きさだ。外れなくなったりはしない。

「安心してくれ和己くん。設定された時刻は一九二七年だ。戦争もそれほど激化していない時代だから、死ぬことはない」

　三つのヘルメットは、記憶発掘寝台の接続端子につながっており、現在、東宮が装置をいじっていた。左の円筒が操作系らしく、何やら開いたり閉じたり回したり押したりしている。錬金術師としてお姉さんに劣おとるとはいえ、操作くらいなら遜そん色しよくなくできるようだ。

『一九二七年というと、昭和二年だな。我が製造されたのもそのあたりだったか』

「姉ちゃん、ホント年いくつなんだよ……」

「ていうかあの、夢の中で死んだらどうなるんですか？」

「僕のお祖じ父いさんが錬金術師を始めた頃だな。もし出会ったらよろしく言っといてくれ」

「答えてよ東宮さん！」

『案ずるな和己。我が守る』

「そーそー、心配するなって兄貴」

「やっぱり僕がついていかないと不安だよ……」

　和己のため息混じりの覚悟に、双葉と東宮が笑う。

　ふと、双葉はヘルメットから顔を出し、東宮の方を見た。

「そういえば東宮さ、なんで今日はそんな恰かつ好こうなんだ？　背広なんか着ちゃって」

　言われて和己も疑問に感じた。いつもの彼はもっとラフなファッションのはず。

「一応、会社ではいつも背広を着てるんだけどね……今日は特別な日なんだ。だから高たか原はらにも目覚めてもらわなきゃ困るんだ。さて、準備はいいかい？」

『うむ』

「おう」

「あ、ちょっと僕トイレに……」

「それでは起動させるよ。危なくなったら、僕がどんな手を使ってでも助けてあげるから」

　和己の言葉を笑って無視して、東宮は接続端子の上部にある機器を操作する。左右の円筒が唸りを上げ、小さく震え始めた。

「頼んだよ、みんな――時空移動睡眠タイムスリープ開始！」

　戦隊ヒーローの司令官のような大おお仰ぎような仕草で、東宮が起動ボタンを押す。

　その瞬間、強烈な睡すい魔まが襲ってきた。




　スイッチから手を離し、東宮は吉永家の面々を観察した。

　効果はすぐに現れたようだ。双葉の怒声と和己の悲鳴が、共に静かな寝息に変化している。ガーゴイルはただの石像のように黙りこくっている。

　彼らの意識は、お姉さんの脳内が生み出す一九二七年に飛んだのだ。

「成功、か……」

　用意していた毛布を双葉と和己にかけ、東宮は装置に横たわるお姉さんの顔を見る。装置で上半分が見えないが、安らかに眠っている。お姉さんのキャラクターなら、大口開けてぐーすか眠っている方が似合っている。これでは外見と中身が一致してしまうではないか。

「ふん」

　東宮もお姉さんの鼻をつまむ。

　並列化の影響だろうか。初めて、んが、と間抜けな声が返ってきた。こっちの方が彼女らしい。苦笑する東宮。

　彼がガーゴイルを倒そうと考えたのは、錬金術師としての地位を欲しただけではない。彼の祖父とお姉さんには、少なからず因いん縁ねんがあるのだ。その詳しい間柄について、彼は何も知らされていない。いつかこの手で彼女から聞き出してやろうと考えている。彼の錬金術への興味は、祖父を通じてのものだった。

「そうとも……絶対に起きてもらうぞ、高原イヨ」

　捨すて台詞ぜりふのようなものを吐いて、東宮は記憶発掘寝台を見た。

　目覚まし機能を設定するのを、見事に忘れていた。

「……まぁ、平気だろ。高原が見つかれば」
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　他人の脳内は、文字通り別世界だ。

　この世の全ての人間は、自分だけのドラマを生きている。それを他者が体験できるのならば、映画も小説も必要ない。六十億の世界を体験できる装置、それが記憶発掘寝台のもう一つの使い方だ。

　本来は自分の記憶を追体験することによって、忘れていた想い出を取り戻すためのものなのだが、お姉さんはその辺に気づいているのだろうか。ただ「ギャラリーがいたほうが面白いかもねー」と気楽に作った機能なのではないだろうか。

「ありうるなぁ……」

　木造の橋の上で、和己はつぶやいた。

　頭にこさえたタンコブは、まだズキズキ痛む。

　ここは昭和二年の日本。御色町ではないようだ。

　足下を流れる川は、底が見えるほど水が透すきとおっている。現代と同じ水が流れているとは思えない。土手も舗装されていなかった。

　和己はこの川を見て、初めて時空移動を実感した。

　川から足下の橋へ視線が移り、鉄筋の橋ではないことに多少の不安を抱いだくが、それでも靴が橋を叩く音が風ふ情ぜいを感じさせ、気分を落ち着かせる。

　次いで見るのは、空。とても広い。高い建物が少ないからだ。和己達が住む御色町を流れる御色川から見える景色は、商店街のアーケードが見え、その奥の駅ビルで視界が遮られてしまう。だがこの川は遠くの山が肉眼でハッキリと見える。現代ではどのように変わっているのか。

　そして、家。木造の平ひら屋やばかりの町。和風の家か屋おくばかりだと思っていたが、中には洋館と合体しているような家もある。この頃から、家の造りも西洋のものを取り入れ始めたのだろう。

　木の色と、庭に生えている植物の緑色。目に優しい時代だと和己は思った。

「すごいなぁ……今の御色町じゃ絶対に見られないなぁ……」

　時空移動がどうとか言う以前に、とても気持ちのいい場所だった。

　パパの故郷は浅あさ草くさの下町にある。ママは大おお阪さかだ。どちらもごちゃごちゃしていて活気のある町だったので、こういう牧歌的な田舎いなかの光景は和己にとって憧あこがれだったのだ。

「ここが昭和二年の日本……かぁ」

　わけもなく和己は嬉うれしい気持ちになった。よくＳＦなどで、突然タイムスリップしてしまう不幸な主人公がいるが、この時空移動睡眠は望んで行ったものだ。どこの時代へ飛ぶか知っており、かつ安全に帰れるとわかれば、これはもう楽しむしかないだろう。

　もっとも時間旅行者が元の時代に帰れなくなる、というＳＦも数多く存在するが。そのあたりは東宮に任せるしかない。

「おーすっげー！　この川、魚がいるぜ！」

　和己の真下の浅瀬では、双葉がズボンをたくし上げて遊んでいた。現代の都会を流れている川は汚れていて、とても入れるものではなかったが、この時代の川は本当に綺き麗れいだった。川を題材にした映画や小説なども、最近ではあまり聞かなくなったな、と和己は思う。

「なぁ兄貴！　新しん撰せん組ぐみいねーのか新撰組!?」

「新撰組はもっと昔の時代だよ」

　和己が苦笑すると、双葉はふくれっ面をして、

「んだよつまんねーな……あ、じゃあ帝国華激団は!?」

「……それもいないんじゃないかな、たぶん」

　お姉さんのことだから、データとして書き加えている可能性は充分にあるが、できれば考えたくない。この時代のありのままを感じたいからだ。

　つまんねー、と水を蹴る双葉を見て、ふと和己は質問した。

「双葉ちゃん、寒くないの？」

「え？　いや全然」

　そう言われてみれば、逆に暑い気がする。

「今って、何月なんだろ」

『七月二十三日だ』

　和己の隣で座っていたガーゴイルが答えた。

「ガーくん、どうしてわかるの？」

『うむ。我らの後ろを通った男が新聞を持っていた。その日付を見たのだ』

　和己は振り返る。和服と洋服を着た人間が大勢この橋を行き来していたが、例外なくこちらを見ている。犬の石像が珍しいのか。それとも下ではしゃいでいる男の子のような妹が珍しいのか。

　違った。自分だった。この季節に洋服の四枚重ねは珍しい。それに洋服といってもスーツなどではなく、ダウンジャケットだ。この時代にそんなハイカラな洋服は存在しない。あわてて和己は服を脱いだ。ダウンを脱ぎ、ベストを脱ぎ、ブラウスとチノパン姿。今まで冬の御色町にいたので気分的に寒くなった気がするが、実際には汗をかくくらい暑い。ともあれ、これなら怪あやしまれないだろう。

「ガーくん、ここどこかわかる？」

『我にも詳しいことは分からない。しかし御色町よりは北に位置すると思われる』

　ガーゴイルでもわからないことがあるのだろうか。しかしここはお姉さんの脳内なので、ガーゴイルも勝手が違うのだろう。

「みんな、これからどうしよっか？」

　誰にともなく提案する和己。

「姉ちゃんを捜すんだろ？」

　下からの返事はもっともなのだが。

『しかしここでは我の感覚器が通用しない』

「本当？」

　ガーゴイルの感覚器は、御色町全体を網もう羅らできる。いつどこで誰が何をやっているか、瞬時に判断することが可能なのだ。この機能によって、町のどの家にいつ泥どろ棒ぼうが入っても駆かけつけることができる。そればかりか急病人なども察知できるので、とても便利なものだった。

「まぁ、ここは現実の世界とは違うからね。しょうがないよ」

『むう……すまぬ』

　ガーゴイルの感覚器が現実の物体にだけ作用するのであれば、納得できる話だ。ここはお姉さんの脳内。つまり距離的にはゼロなのだから。

「ってことは、あたしたちが歩いて探さなきゃなんねーのか？」

「……双葉ちゃん、なんでそんなに嬉しそうなの？」

「え、だって、面白そうじゃん」

　和己も同意見だった。せっかく来たのだから、という想いが湧わいてくる。曲がりなりにも人命救助が目的なのだが、やっぱりこの時代を探検したい。

　しかし探検なくしてお姉さんの捜そう索さくは不可能なのであって、やはりここは歩くのがベストだろう。地図などを見れば、ここがどこかわかるかもしれない。

「それじゃ、お姉さんを捜しに出発しよっか」

「おー！」

　水みず飛沫しぶきを撒まき散ちらして返事する双葉。

『…………』

　ガーゴイルの返事はなかった。

　じっと橋の向こうの空を見つめている。

「どしたの、ガーくん？」

『いや、なんでもない。ただ奇妙な感じがした』

「どっか調子でも悪いのかよ？」

　双葉も心配そうに橋の上を見上げてくる。

『違う。この感じは……そうだな、懐かしいのだろう』

「懐かしい――」

　吉永家にやってくる前、ガーゴイルは兎轉舎の倉庫で眠っていた。戦争前からずっと封印されていたらしい。双葉も和己も、ガーゴイルの想い出といえば吉永家のそれだけを指すものだと思っていた。

　しかしガーゴイルはこの時代に生まれた。この時代の記憶が断だん片ぺんでも残されているのなら、それは確かに想い出なのだろう。さしずめ乳児期の記憶のようなものか。

「じゃあ、これはガーゴイルの帰き省せいだな」

　川から上がった双葉が笑った。

　ガーゴイルは唸ったまま何も言わない。照れているのだろうか。

「それじゃあ、ガーくんの帰省も兼ねて、お姉さんを捜そうか」

「おう！」

　和己の提案に双葉も激しく賛成し、とりあえず川の周りから探すことにした。今と比べて道も違うので、ちゃんと把握する必要があった。

　そう考えながら、五分も歩いた頃だろうか。

　土手に、一人の青年が座っているのが見えた。熱心に新聞を読んでいるようだ。

「あれ、あいつ……」

　双葉も男に気づいたようだ。

　年は二十代前半だろうか。紺色の袴はかま姿すがたで、帽ぼう子しをかぶっている。和己もよく本などで見る、この時代の一般的な若者だ。

　ただ、その顔が――

「あっ、双葉ちゃん！」

　双葉が男の元へ走ってゆく。男もこちらに気づいたようで、軽く首をかしげている。

「てめえまでこっちに来てどうするんだよっ！」

　双葉のドロップキックが青年の顔面に刺ささるのが、遠くからでもハッキリ見えた。

　鼻血を吹いて土手に倒れこむ青年。双葉の予想できない攻撃に、抵てい抗こうする暇ひまも術すべもなかったのだろう。

「双葉ちゃんいきなり何やってるの！」

　ダッシュで駆け寄る和己。双葉は満足そうに鼻を鳴らしているだけだった。

「すいません、大丈夫ですか？」

　和己は倒れた男を丁てい寧ねいに抱き起こした。

　その顔は、彼らをこの時代に送り出した張本人、東宮天祢にそっくりだった。

『双葉……』

「あんだよガーゴイル！」

『この者は、東宮ではないぞ』

「え…………やべ、人違い？」

　双葉の顔が青ざめる。

「や……僕は……東宮と申しますが……？」

　倒れた男が頭を振りながら答えた。和己が差し出したハンカチを不思議そうに鼻に当てている。まだ何が起きたのかわかっていないようだ。

『汝なんじは東宮天祢か？』

「あまね？　や、僕は、東宮雅まさ臣おみと言いま……」

　東宮の姓せいを名乗った青年は、また昏こん倒とうしてしまった。

　どうやらこの時代、双葉のドロップキックはけっこうな打撃力を持つらしい。飛び上がって両足で蹴りつける、という攻撃方法がこの時代にないからだろうか。

「まさおみ？　え？　え？」

　加害者の双葉はいまだ目を白黒させていた。




　ファーストコンタクトがドロップキックになってしまい、和己としては色々な意味で申し訳ない気分だった。時代が時代なら殺されていてもおかしくない。

　東宮雅臣と名乗る青年が目を覚ますのを待って、和己と双葉は人違いであることを全力で謝った。その間も、ガーゴイルは人体をリラックスさせる「癒いやし光線」を浴あびせ続けていた。どういうわけか光線は普通に出せるらしい。感覚器と違い、双葉たちが手足を動かせるのと同じ事なのだろうか。

　雅臣は人の良い笑顔で双葉の蛮ばん行こうを許すと、次に興味深そうな顔でこちらを見た。

「ところで君達は変わった恰好をしているね。どこの流行だい？」

「え、別にフツーのカッコだろ？」

　ロングＴシャツをつまんで、双葉が聞き返した。

「双葉ちゃん、時代が違うんだから」

　そんな妹に和己が小声で耳打ちする。

「あ、そっか」

「そうか！　わかったぞ！」

　雅臣はいきなり立ち上がると、和己を指さし、自信満々で叫んだ。

「君は今流行の『モガ』だな！」

「違いますっ！」

　顔を真っ赤にして否定する和己の脇で、双葉が尋ねる。

「なぁガーゴイル、モガってなんだ？」

『モダン・ガールの略称だな。当時流行の服を身につけた近代的な女性の呼び名だ』

「せめてモボって言ってくださいよ……」

「何？　君はもしかすると男性か？」

　雅臣は心から驚いた様子だった。

　この時代でも間違われるのか、と和己は泣きたくなった。現代でさえ女性に間違われる和己なら、「男は強く逞たくましく」の時代では全ての人間に間違われそうだ。

「そしてもしやとは思うが、そっちの君は女の子か!?」

「女の子で悪いかよ！」

　拳こぶしを握りしめて抗議する双葉を見て、和己が止めに入る体制を作る。

　ところが雅臣の反応は違っていた。

「や、これは面白い！　こんなに強い女性がいるなんて！　君のような女性が多くいれば、女性の権利ももっと認められるはずだ！」

　怒っている双葉よりも赤い顔で喜ぶ雅臣。変な反応に双葉も毒気を抜かれてしまう。和己もその発言で思い出した。そういえば、この時代はまだ女性の地位が低かったのだ。

「そして、こっちの君は――」

　雅臣の指が、ガーゴイルの方を向く。

　そして、彼は硬直した。

「君は……」

『我はガーゴイル。吉永家の門番也なり』

　ガーゴイルを指す雅臣は、口を半開きにしたまま動かない。まあ普通の人間がガーゴイルを見たら驚くだろう。ということは御色町の人間はみな普通じゃないのか。

『どうした、心拍数が上がっているぞ』

「君は……門番型、自動石像…………」

　雅臣はガーゴイルの正式名称を、正確に言い当てた。

『我を知っているのか。汝は何者だ』

「それはこっちの台詞だ！」

　雅臣はその場にかがみこみ、ガーゴイルの身体にふれ、その全てを確かめるように凝ぎよう視しし始めた。時折、理解できないとでも言いたげに首を振るが、それでも雅臣はガーゴイルの身体を調べ続けた。

　双葉も和己も、止められない迫力があった。

　ごくりとつばを飲みこみ、雅臣は立ち上がる。

「君達は……いったい、何者なんだ？」

　和己は迷った。非常に答えにくい質問だ。我々は未来のお姉さんから時空移動睡眠してきました、と正確に説明して信じてもらえるわけがない。かといって、ただの変人です、と答えるわけにもいかない。

『我々は未来から来た。時空移動睡眠とやらを使ってな』

「ガーくん！」

　和己がガーゴイルを止めようとするが、もう遅い。

　だが雅臣は真剣な表情でその言葉を受け止めていた。

「なるほど……未来か……確かに君たちの服は我々よりも動きやすく作られているし、何より門番型自動石像がこの場で動いている、というならば未来人、という話もあながち間違いではないか……」

「あ、あの、信じるんですか？」

「や、信じざるを得ないな。色々な要因がそうであると僕に告げている。それに――その方が面白いじゃないか！」

　雅臣はニヤリと笑って、またガーゴイルの身体を調べ直す。

　人間相手だったら確実に痴ち漢かんで逮たい捕ほされるさわりっぷりだ。雅臣の表情も、どちらかと言えば痴漢のそれに近くなってくる。よほどガーゴイルの身体が面白いらしい。そもそも時空移動睡眠をあっさり信じる時点で、すでに変態だ。

『むう。あまり触るな』

「そう渋らないでくれ。元はといえば僕達が作ったんだぞ」

『……何？』

「そうだ、こうしちゃいられない！　あいつにも見せてやらなくては！」

　雅臣は傍かたわらに置いてあった下げ駄たに足を突っ込むと、ガーゴイルの身体を抱え上げた。

　そして土手を駆け上がり、来た道を全力で走り出した。

　カラコロと気持ちのいい下駄の音が遠ざかってゆく。

「……あ」

「行っちまった」

　ガーゴイルを含む全員が、雅臣の言葉と迫力に自失していた。

　和己はしばらく雅臣の後ろ姿を目で追っていたが、

「って、何あたし達ボケッとしてんだよ！」

　立ち上がった双葉に背中を蹴られた。

「そうだよ！　追わなきゃ！」

　吉永兄きよう妹だいは土手を駆け上がり、消えそうになる下駄の音を追って駈け出した。
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　その店を見て、和己はふと、兎轉舎を思い出した。

　理由はわからない。建物そのものが放つ空気が似ているのだろうか。

「さあ、ここだよ」

　黒くろ焦こげになった東宮雅臣が案内してくれたのは、現代の住宅地のど真ん中にあたる場所の、一軒の店だった。

　看板に「高原商しよう會かい」とある。ガラスの引き戸の向こうに、兎轉舎でよく見るような奇妙な品が陳ちん列れつされており、その奥は居間になっている。そこから先は、入口からは見えない。

「高原さん、お邪魔しますよ！」

　黒い煙を口から吹き出しながら、雅臣は戸を開けた。

　あの後、ガーゴイルもすぐに我に返って、下ろすように要求したらしい。最初は言葉で。次は光線で。光線に撃たれても嬉しそうに笑っている雅臣は、ガーゴイルでさえちょっと引く不気味さだった。

「――誰もいないのかな？　まあいいや、さあ君達も、どうぞ」

　手招きする雅臣に、和己は双葉と顔を見合わせ、小声で相談し始める。

「高原って書いてあるね……」

「だな。姉ちゃんに関係があるのかな。調べてみようぜ」

「あ、待って双葉ちゃん」

　さっそく店内を物色し始める双葉に続いて、和己も商品を見る。理科室の実験器具のような機械に、人と動物が交じったような絵画、これでいったい何を切るのかと言わんばかりに小さな刀、わずか三ページしかない冊子。

「へー、すげぇな、昔の兎轉舎って感じだ」

「お、双葉ちゃんはここの商品が分かるのかい？」

　陳列棚を通り抜けて居間へ上がろうとした雅臣が、こちらを振り返った。

「この店は、こういう奇妙な品物ばかり集めてるんだ。ハッキリ言って売れるのかどうか、僕には見当もつかない。まああいつが売れるって言うんだから売れてるんだろうけど……」

　と、雅臣は陳列棚の一つの箱を手に取る。中にはセロハンテープの試作品のようなものが入っていた。和己の記憶が正しければ、テープが発明されるのは昭和三年だから、ともすれば価値が出るかも知れない。

「さ、こっちだよ」

　下駄を脱いで居間に上がり込む雅臣に続き、和己と双葉が上がり込む。

　誰もいないらしい。それなのに店は開いていた。不用心なのか、それともたまたま席を外しているだけなのか。

　居間を抜けると、客間がある。座布団が二枚あるだけの、簡素な座敷だ。

「おい潤じゆん！　お客さんだ！」

　雅臣は声を張り上げた。八畳じようの、誰もいない客間で。

「ったく……没ぼつ頭とうしてるな、あいつ」

　やれやれと頭をかきながら、客間の座布団をどかすと、雅臣はその下の畳たたみを持ち上げた。

「あっ！」

　驚く双葉と和己を見て、雅臣はしてやったりと言わんばかりに微笑ほほえむ。

　畳の下に扉があり、それを開けると階段になっていた。隠し階段だ。階段の下は暗くて見えない。むっとする熱気が伝わってくる。

「忍者屋敷みたいだなー」

　双葉の感想に、和己もうなずく。

「これ、どこにつながってるんですか？」

「まあ、ついてくれば分かるよ。別に監かん禁きんしようなんて思ってないから」

　笑う雅臣に、しかし和己はぎょっとする。

　そう言えば、彼は東宮と名乗っただけで、別に和己たちの味方でもなんでもないのだ。東宮と名乗ったのだって、双葉が最初に叫んだ名前をそのまま使っているだけかもしれないし、仮に東宮の縁者だとして、和己達に親切にする道理は何もない。

　もしかすると、本当に監禁されるかもしれないのだ。

「どうしたんだい、和己君」

「あ、いや……なんでもないです」

　あわてて手を振る和己。その様子を見た双葉が、

「どーせ兄貴のことだから『本当はこの人って悪い人かも』とか思ってたんだろ」

「そ、違ッ……！」

『和己は心配性だからな』

「ガーくんまで、ちょっと！」

「あははははは！　僕が人さらいかもしれないって？」

　失礼なことを言われた雅臣本人まで笑っている。

「や、それはないよ、和己君」

「どうしてですか？」

『我がいるからな』

　和己の質問に答えたのは、雅臣ではなくガーゴイル。その通り、と雅臣はガーゴイルの頭に手を置き、

「ガーゴイル君にかかれば、僕なんかひとたまりもないさ。悪巧みなんてとてもとても」

　その口ぶりはごく自然だった。まるで以前からガーゴイルを知っていたかのような。現代の御色町ならともかく、この時代でガーゴイルを知る人間は限られている。

「雅臣さんも、錬金術師だからですか」

　川で聞いた、雅臣の一言。

　僕達が作った、と言った。

「や、僕は錬金術師というか……助手だね。あいつにはかなわないさ」

「この階段の下に、そのあいつがいるんだな？」

「そうだよ……って、双葉ちゃん、勝手に降りちゃ危ない！」

　先に降りてしまった双葉を追いかけて、雅臣が降りる。和己はおっかなびっくり階段を降りていく。五メートルくらいの深さだった。階段の中が暗いのは、階下にある扉が閉まっているためだ。

「うわー、なんかあたし探検してるって感じだなー……」

　先頭にいる双葉の興奮した声が反響している。確かにダンジョンに潜もぐっている気がしてくる。この先にあるものは宝箱か、それとも凶悪なモンスターか。

「ちわーっす！」

　一番最初に降りた双葉が、鉄製の扉を開いた。

　その瞬間、サウナのような熱気が襲ってきた。

「ん、誰だ？」

　誰かの声。

　雅臣の影で見えないが、中に男の人がいるらしい。

「うげ……！」

　と、先頭の双葉が固まっている。

　何かあったのかと、和己もその部屋に入った。

　その部屋は、二十畳くらいの広さだった。壁の全てが棚になっており、そこには薬くすり瓶びんや実験器具がずらりと並んでいる。そこかしこに大仰な機械が置かれており、部屋の中央に向かって配線が伸びている。板張りの床に、魔法陣が描かれた赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、その魔法陣の中心には高さ一メートルほどの机が。机の上に何が乗っているかはわからない。

　雅臣くらいの年齢の若者が、仁に王おう立だちで立ちはだかっているためだ。

　彼について特筆すべき事は、ただ一点のみ。

　フンドシ一丁だった。

　身体に張りついた汗で怪しい光こう沢たくを放つ筋肉。男性としての美しさをこれでもかと言わんばかりに誇こ示じしていた。こんな地下室よりも、海岸の方が絶対に似合う男だ。いやむしろ「漢おとこ」と書くべきだ。

　そのフンドシ男は振り向くと、双葉を見てちょっと困ったような顔をしている。

「坊や、どうやってここまできたんだ？」

　坊やと呼ばれた双葉は、視界に入ったモノの破壊力に硬直したままだ。確かにこの光景は、同性の和己でもちょっとたじろぐパワーがある。

「潤、おまえまた服脱いで！　娘さんもいるんだ、何か着ろ！」

　双葉の後から雅臣が怒鳴りながら入っていく。

「お、雅臣か。そこの坊やは君が連れてきたのか？」

　そしてフンドシ男は、雅臣の後から入ってきた和己に気づいて、急に顔を赤らめる。

「ああ、これは失礼しましたお嬢さん！　今何か着ますから！」

　坊やと呼ばれた双葉と、お嬢さんと呼ばれた和己は、共に言葉を失っている。

　二人の表情を読み取った雅臣は、とっさに机の後ろに隠れようとした。

「ガーゴイル、やっちまえ」

「うん、僕も許可する」

　珍しく二人の意見が一致したのだが、ガーゴイルからの返答はなかった。

『これは……』

　ガーゴイルは、フンドシ男の後ろから机の上をじっと見つめていた。

　小さな机の上に乗っているのは、無数の電極につながれた赤い石像だった。

　和己も双葉もその石像に気がついた。その石像を見たとたん、二人の表情が変わる。もうフンドシ男も目に入らなくなった。その石像が与える衝撃に比べれば、フンドシをしめた男など常識の範囲だ。

「そう、これを君達に見せたかったんだ」

　雅臣が石像にそっとふれた。

　お座りをした、四本の足。

　立った耳、長い鼻。

　犬を模もしたその石像は――

「それ、ガーゴイルじゃねえか……」

　双葉が指さした卓上の赤い石像は、まさしくガーゴイルそのものだった。
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　外見は違えど、この二人はよく似ている。和己はそう感じた。年が近いというだけではないだろうが、具体的には指し摘てきできない。

「自己紹介が遅れてしまったね。ぼくは高原潤と言います。高原商會の一人息子で――」

「錬金術に狂った親不孝者、というわけさ」

　雅臣の茶々に、潤は軽く小こ突づく真ま似ねをする。その仕草から、この二人が強い友情で結ばれていることがわかる。

「親で思い出したけど潤、家に誰もいなかったぞ？」

「ああ、親父もお袋も昨日から銀座に買い出しに行ってるよ。二人ともいい年して銀ブラが好きなんだ。今日の夜遅くに帰ってくるんじゃないかな？」

　笑うフンドシ男――もとい、今はワイシャツと茶色のボトムに身を包んだ高原潤の外見は、錬金術師より技師に近かった。短く刈り込んだ髪に、鍛きたえられた筋肉には、金かな槌づちと釘くぎが似合っている。実際、この部屋には薬品に混じって大きな機械や鉄てつ屑くずなども転がっていた。

　その全ての道具は、部屋の中央にある石像のために用意されたものだ。

　門番型自動石像。

　現在のガーゴイルのことだ。

「やっぱり気になるよね」

　和己の視線に気づいたのか、潤が石像の頭をなでた。

「ぼく達は錬金術で、その石像を作っている途中なんだ」

　錬金術。

　兎轉舎のお姉さんが究きわめた学問。ガーゴイルを生んだ技術。

　改めて見ると、ガーゴイルとの差異は多い。まず、色が違う。闇やみのように漆しつ黒こくの身体を持つガーゴイルと違い、この石像は赤しやく銅どう色だ。翼も生えていないし、胸の装甲もない。茶色い毛並みの犬を、そのまま模したようだ。

「これが完成すれば、防犯技術に革命が起きる。おとぎ話の学問だと思われている錬金術も、世界に知らしめることができる」

『むう……』

　ガーゴイルは先ほどから食い入るように石像を見つめている。

「しかしまだまだ課題は多い。自じ律りつ制せい御ぎよに不安が残る。いっそのこと全自動で制御してくれればいいんだが……それに強度も脆もろい。今のこいつは、ただの石像だよ」

　残念そうに潤は肩を落とす。

「理論は間違ってないと思うんだよなぁ……」

「潤、そこでこのガーゴイルくんだ」

　雅臣がガーゴイルを持ち上げ、石像の隣に置く。こうしてみると兄弟のようによく似ていた。

「ううん、しかしなぁ」

　二つの石像を見比べて、潤が唸った。

「この子達が未来から来たっていうのは、まぁ信じられる話だけど……」

「信じるんですか……」

　和己のつぶやきに、潤は意味ありげに笑う。

「しかし、完成品を元に未完成のモノを仕上げるのは、なんだかズルをしているように感じるよ、ぼくは」

　困ったように腕を組む潤。雅臣の好意はありがたいが、提案を受け入れるのは錬金術師としてのプライドが許さないのだろう。

『我は完成品だが、自らについては良く知らぬぞ』

「え、そうなのかい？」

『汝らは人間の身体を構成する物質を全て把は握あくしているのか？』

　雅臣の驚きに、ガーゴイルは質問で返した。

　確かに、と和己も納得する。錬金術師ならば人体の構成物質くらい知っているだろうが、それらを自在に使えるわけではない。歌詞と曲を知ることと、上手に歌うことが別の話であるように。

「な、雅臣。そう簡単にいく話じゃないって」

「そうか……や、残念だなぁ」

　軽く落らく胆たんする雅臣だったが、それほど悲壮感のある顔をしていない。

『期待に添そえず、申し訳ない』

「いやいやそんなことはないよ！」

　慌あわてて手を振る潤。彼も雅臣も、ガーゴイルを見る目つきが変わっていない。宝物を見つけたような子供の輝きだ。冒険心がいっぱいに詰まった瞳をしている。

「君という存在が、この石像の完成を予言してくれている！」

「その通り！　我々にも希望が出てきたんだ！」

『むう……存在しているだけで喜ばれたのは初めてだ』

　自分を取り囲んで喜ぶ大人達に、珍しくガーゴイルも戸と惑まどっている。そんな様子も二人には嬉しいようだ。

「しかしガーゴイル君は、まるで人間のように喋しやべるな。ぼくの予定では、ここまで流りゆう暢ちように喋らせるはずではなかったのだが……ん、まてよ、そうか！」

　突然、潤が部屋の中を走り出す。部屋に一つだけある本棚から、何かの本を取り出して熱心にページを繰くる。時間にして一分も経たっていないのだが、潤の額には汗が流れ出していた。

「これだ！　雅臣、これだよ！」

　潤がそのページを皆に見せる。双葉と和己にはわからない文字や図が載のっていた。

「そうか！　人工生命体ホムンクルスの技術を石像に応用するのか！」

「ああそうだ！　石像に意識を持たせることによって、自動制御が可能になる！　さらに家庭との対話によって、防犯情報の修正もできる！」

「なるほど！　だがそれを作るとなると、また厄介な材料が必要になるぞ。僕の財力である程度はどうにかなるが、確か人工生命体は馬の胎たい内ないで温あたためなければならないんだろう？」

「いや、そんなに難しい事じゃない。身体は必要ないんだ。意識を石像に移せればそれでいいんだ。意識としての第エ五ー元テ素ルを、石という質量ヒユーレーに変換する技術さえあれば！」

「だとすると大いなる秘法アルス・マグナ並の知識が必要になる。かなり難しいぞ」

「確かに難しいが、不可能じゃない。ぼくの――」

　お互い唾を飛ばしながら、常人には理解できないことを叫びあっている。

　まぁ、どんな分野でも専門的な会話はついていけないものだが――

　なんというか、こちらの存在を忘れないで欲しい、と和己は声に出して叫びたくなった。

「兄貴、これからどうしようか？」

　隣の双葉も同じ気分のようだ。

「うん、そだね……」

　周りも見ずに議論を戦わせている大人を差し置いて、部屋の隅すみで座りこんでいる吉永兄妹。

「ガーゴイルだけ置いて、姉ちゃん捜しに行こうか？」

「それもアリかも」

『汝ら、我を見捨てるつもりか』

　いつの間にか兄妹の側に座っているガーゴイルが寂さびしそうな声を出す。

「おまえはここにいろよ。あの兄ちゃんたち、メチャクチャ喜んでるじゃねーか」

『我は実験動物ではないぞ』

「でも、帰りづらい雰囲気だよね……」

　肩身の狭い思いをしつつ、錬金術師達の熱い会話を観察している吉永家。

　会話はどんどん白熱し、二人の目に妖あやしい光が灯ともり始める。

　そんな時、ふと、

「なんか暑いな」

　つぶやいた潤、いきなりワイシャツを脱ぎ始めた。ベルトに手をかけ、あれよあれよという間にフンドシ姿になる。雅臣も止めず、それどころか自分も上着をはだけて、手で身体をあおぎ始める。

「で、意識の移植についてだけど……」

　そのまま当たり前のように議論を再開する二人。

　潤の顔は真剣そのものだが、恰好がフンドシ一丁では何をさせても決まらない。なんだかコメディ映画を見ているようだ。

　そんな奇妙な空気を変えたのは、鉄製のドアから響くノックの音だった。

「失礼します」

　ドアが開き、外の冷気が流れ込んできた。

「麦茶をお持ちいたしましたよ」

　着物姿の女性が盆を持って入ってくる。全員の視線がその女性に集中した。

　声に元気があるが、楚そ々そとして落ち着いている。盆を手に歩く動作も、ゆったりとして確かな足取りだった。

　和己はその女性を一目見て、懐かしい気分になった。髪を丁寧に結い上げており、紺色の和服を白い帯で巻いている。ただ美しいだけではない。けして派手ではない恰好だが、白い肌と希け有うな美貌が、清楚な女性としての魅力を放っていた。

　しかし、その顔は――

「お、お姉さん……」

　兎轉舎のお姉さんの顔。

　この時代に飛ばされて、東宮のそっくりさんに出会い、ガーゴイルのそっくりさんを見て、次はお姉さんだ。もう何が出てきても驚かない。

「うわ、イヨさん！　おい潤、早く着ろ！」

「ああすまない、イヨさん、ちょっとむこう向いててくれないか!?」

　男二人はあわてて身なりを整え始める。

　イヨと呼ばれた女性は、軽い微笑みを浮かべて盆を下に置き、横を向いた。そちらでは双葉と和己とガーゴイルが、イヨの顔をお化ばけを見るような目つきで凝ぎよう視ししていた。

「あの……わたくしが何か？」













　少し困ったような顔で問うイヨ。

「何かじゃねえよ！　あたし達、姉ちゃんを迎えにきたんだぞ！」

「きゃっ」

　和己が止める間もなく、イヨという名の女性に飛びかかり胸元を摑つかむ双葉。イヨは双葉にのしかかられるように床に倒れてしまう。馬乗りになってイヨの身体を揺する双葉に、二本の手が電でん光こう石せつ火かの速さで伸びた。

「イヨさんに――」

「何をするっ！」

　それまでこちらを完全に無視していた雅臣＆潤が、イヨに乗った双葉の身体を両脇から抱え上げ、ガーゴイルに向かって放り投げたのだ。

「どわあああああっ！」

　宙を舞う双葉がガーゴイルに激突する寸前、糸で吊られたようにその身体が空中で静止した。ガーゴイルの能力の一つである。

『むう。なかなかの連携だな』

　ガーゴイルがつぶやくと、双葉の身体が床に落ちる。

「てめえら――！」

　双葉が立ち上がり、反撃を試みるが、

「イヨさん、大丈夫か？」

「ケガはないかい？」

　双葉を完全に無視して、無む傷きずのイヨを過か剰じようなまでにいたわる二人。あきらかに待遇が違っていた。

　さらに潤は双葉を見て、

「なんて乱暴な娘さんだ！」

「人のことが言えるかぁっ！」　怒ど鳴なりつける双葉を、まぁまぁと和己がなだめる。狂犬のように嚙かみつこうとする双葉を摑みながら、和己はイヨを見て尋ねた。

「あの、すいません、その人は？」

「わたくし、この高原家で働かせてもらっております、イヨと申します」

「イヨさん、ですか……」

　何事もなかったように答えるイヨに、和己は首を捻ひねる。

「顔も声もそっくりなんだけどなぁ」

「あの……すいません、わたくしの顔に何か……？」

　失礼なほどまじまじとイヨの顔を見つめる双葉。イヨは照れてしまい、そっぽを向いてしまう。確かに姿恰好はお姉さんそのものだが、物腰が違いすぎた。見つめられることに慣れていないのか、視線が怖こわいのか、どちらにせよ恥ずかしがりな性格だった。

　これが兎轉舎のお姉さんだったら「何？　わたしのビボーを真似しようったって無む駄だだからねーはっはーん」と笑って返すところだろう。

「マジで姉ちゃんじゃないのか？」

　双葉はガーゴイルを見る。

『年齢も質量も異なる。同一人物である根拠はない。しかしここが脳内世界であることを考えると、何が起きてもおかしくはないな』

　ガーゴイルの言葉を意訳すれば、限りなく別人に近い、ということだろう。もちろんそんなもので納得する双葉ではないだろうが。

「うーん……でもなぁ……」

「双葉ちゃん、何を勘違いしてるのか知らないけど――」

　雅臣の手が伸び、双葉の身体を引きはがすようにしてイヨから遠ざける。

「彼女はずっと昔から高原家で働いているんだ。君達が探している人とは別人だよ」

「……そうかも。本物のお姉さんだったら、双葉ちゃんが飛びかかった瞬間に、青せい龍りゆう刀とうで反撃してるもんね」

　和己は雅臣の言葉に同意した。

「まぁ、わたくし青龍刀なんて持ってませんよ……」

　胸に手をあて、困った顔をするイヨ。

　現代のお姉さんに見せてやりたいくらいの落ち着きようだ。

「どうやら君達が探している人は、かなりの危険人物らしいな」

　潤の言葉に、和己もガーゴイルも否定できない。

　だが双葉だけは的確なツッコミを入れる。

「そのイヨ姉ちゃんが絡むと、誰でも危険人物に見えるんじゃねーのか？」

「そっ――」

「や、そんな、ことは、ないさ！」

　わざとなのかと思えるほど、声を詰まらせて反論してくる雅臣。

「ぼ、僕は全ての女性に優しくするのを信条としている。イヨさんはか弱いからな。僕と潤で守ってやらなくてはいけないんだ」

「そ、そうだよ。雅臣の言うとおりさ！」

　心なしか潤の方が顔が赤い。感情を殺すのは雅臣の方が上うわ手てのようだった。

　そしてイヨは潤より赤くなった頰ほおに両手をあてて、しばらく黙っていたかと思うと、

「あ、あの、わたくし、そろそろ失礼いたしますね」

　麦茶を机に起き、盆を持って退室しようとするイヨ。

「ああイヨさん、ちょっと待って！　聞きたいことが！」

　去ろうとするイヨを潤が呼び止めた。

「この石像なんだけど、人工生命体の技術を応用すれば制御できそうなんだが、それについてどう思う!?」

　荒い息で返答を待つ潤。イヨは盆で顔を隠して下を向いていたが、やがて蚊かのなくような小さな声で答えた。

「……あ、あの、それならば……情報の蓄ちく積せき量りようを考えないと、その身体には収まらないんじゃないかと…………」

「そうか！　そういう課題も残るな！　流石さすがイヨさんだ！」

「…………いえ、その…………失礼します」

　力は弱いが、素早い動作で扉を開けると、イヨはさっさと出て行ってしまう。

　ぱたん、と扉が閉まる音と共に、地下室に静せい寂じやくが戻った。

　双葉がぼそりとつぶやく。

「――あーあ、イヨ姉ちゃん帰っちゃった。もうちょっと聞きたいことあったのに」

「誰のせいだと思ってるんだ！」

　潤＆雅臣の怒声が、ステレオで双葉の両耳に入ってきた。

「イヨさんの前であんなこと言うなんて――未来の娘さんはみんなこんなに破は廉れん恥ちなのか!?」

「や、まったく未来人は欠けているな！　その、アレだ、デリカシイというやつだ！」

「破廉恥って……」

　なんで自分がこんなに責められなければいけないのかわからない双葉。

『二人とも落ち着け。双葉もだ』

　今まで黙っていたガーゴイルが、突然口を挟はさんだ。

『何やら話題がイヨ殿中心になっているが、我々はそのイヨ殿によく似た人物を捜さねばならぬ。一刻を争うのだが』

「そうだった……僕も忘れてたよ」

　和己も思い出したように顔を上げた。

　現実のお姉さんは三日も眠り続けているのだ。早く起こさないと衰すい弱じやく死してしまう。現実世界では東宮も待っているのだ。

　それを聞いた潤と雅臣は顔を見合わせ、

「なんだ、そういうことならぼくに任せてくれよ」

　明るい声で提案したのは潤だった。

「ちょっとした試作品があるんだ。前からぼくが開発してるんだけど――」

　そう言って潤は地下室の隅っこに置いてある箱を持ってきた。

　見覚えのあるその箱に、双葉の身体がわずかに震ふるえる。あの箱は――

「実験代わりに性能を試してみるかな。これはイーハトーブ式交信装置といって――」

「それはやめとく」

　双葉は即座に断った。

「いや、まだ性能も言ってないんだけど」

「あたし、それはもう使いたくないんだ」

　和己は知っている。あの機械で経験した楽しく、辛つらい想い出を。双葉がそれを受け止めるようになるには、もう少し時間がかかりそうだった。

「…………そうか」

　唇くちびるを嚙んで、感情をこらえる双葉を見て、潤は無言で箱を下げた。

　理由はわからないが、何か辛い想い出があったのだと察したのだろう、それ以上の追及を潤も雅臣もしなかった。彼らの優しさに、和己もほっとする。

　しかし地下室に充満する湿しめった空気は、もう取り返しがつかないものになっていた。

　後ろを向いてしまった双葉に、声をかけづらい雰囲気がまとわりつく。

　一番明るい人間が負ふの感情を持つと、周りまで影響されるのだ。

「よし、じゃあこうしよう！」

　人差し指を立てたのは、雅臣だった。

「機械がダメなら、足だ！　僕達が歩いて探そう！　イヨさんそっくりな女性を捜せばいいんだろう？　僕達はこの町に詳しいから、すぐに見つかるさ！」

「でも、この町にいるとは限らないんですよ？」

　和己が消極的な反論をするが、

『いや、そうでもないぞ和己。この高原商會と、あのイヨ殿がいる町だ。なんらかの形で接触してくる、もしくはすでに接触している可能性は高い』

「そっか。お姉さんに縁えんある町だもんね」

『我の感覚器が正常に作動すれば問題ないのだが……すまぬ』

「ガーくんのせいじゃないよ」

　笑って慰なぐさめる和己。

「その代わりと言ってはなんだけど」

　潤の手がガーゴイルの頭にふれる。

「ガーゴイルくんを少しだけ借りてもいいかな？　何かひらめきそうな気がするんだ」

『……むう。どうせ我にはそのくらいしかできぬからな』

　ガーゴイルの口調は渋っているようだが、自分の出生の秘密がわかるかもしれない貴重な体験だ。知りたくないはずはないだろう。和己は快こころよく了承した。

「よし、それじゃあ、双葉ちゃんと和己くんは僕が預かろう」

「いいんですか？」

　手を叩く雅臣に、和己が遠えん慮りよがちに尋ねる。

「かまわないよ。僕の下宿には、よく潤が泊まったりしてるからね」

　そして雅臣は後ろを向いたままの双葉にそっと近づき、耳元でささやいた。

「夕飯に、舶来の珍しい料理をごちそうするよ」

「マジか!?」

　振り向いた双葉の目は、もう輝いていた。






































　夜は暗く、月は明るい。

　そんな簡単なことも、この未来から来た子供達は知らぬと言う。東ひがし宮みや雅まさ臣おみは軽く面食らったが、話を聞くに、未来では電灯が多いそうだ。それでは昼と夜の見分けがつかないのではないかと質問すれど、子供達は説明に困って苦笑するのみ。

　月明かりで充分なのではないかと、雅臣は思う。それはおそらく雅臣が月を好んでいるからだ。蒼あおく、時には赤く夜空に浮かぶあの光が夜の色を毎日変えてくれるのだから。それとも未来には細かい配色まで調節できる街灯があるというのだろうか。

　確かに、石につまずくような心配はなくなるが――

「うー、やっぱり歩きにくいぜこれ」

　未来からの客人である双ふた葉ばは簡素な和服を着ていた。イヨが昔使っていたという小さな着物を拝はい借しやくしたのだ。頭の上で縛しばった髪の毛を除けば特に変わった様子はないのだが、未来では動きやすい洋服が主流らしい。和服は節句などの行事にしか着ないのだ。服飾文化の変化はめまぐるしいものである。歩きにくそうな双葉を見て、逆に雅臣は感心するのであった。

　彼女達が着ていた服も動きやすそうなものであったが、未来には「ジャアジ」なる運動に特化した服があるという。まるで裸のように動きやすく、汗を吸収する素材で編まれているらしい。話を聞くに、非常に興味が湧わく代しろ物ものである。

「兄貴だけ、ずりーよ！」

　もう一人の客人、和かず己みは学生服である。白いワイシャツに、黒い学生ズボン。それから学生帽。潤じゆんが昔使っていた物である。年齢にふさわしい代物だが、やはり娘のように見えると言っては失礼だろうか。未来では制服も画一的なものではなく、背広のような服であったり、私服も許される学校があるらしい。

「似合うでしょ？　僕もこういう服、着てみたかったんだ」

　それでも下げ駄たは歩きにくいらしく、和己は時々つまずく。それを見て双葉が笑う。雅臣はそんな二人を見て、笑う。未来の服装では怪あやしまれると、高たか原はら商しよう會かいを出る時に雅臣が提案したことだが、まるで自分も兄弟の一人に加えられそうな錯さつ覚かくを覚えるのである。

　カラコロと小気味の良い下駄の音と、ぺたぺたと静かな草ぞう履りの音。

　彼らの求める「お姉さん」なる人物を見つけるために、歩き慣れた町を捜索しているのである。雅臣が振る舞った食事は、子供達に活力を与えた。しかし気になることもある。

「驚いたな。まさかライスカレーが未来ではそんなに普及していたなんて」

　雅臣は頭を掻かいた。三越デパートで初めてライスカレーが出されたのはつい最近だ。海外の事情に詳しいと自負していた雅臣だったが、子供達は普段から食べ慣れているようだった。双葉などは最初目に見えて落胆していたが、味の方はまずまずだったらしく、むしろ当時の味を体験できて大いに満足したと語った。

「カレーなんて、今じゃどこでも食えるぜ。学校の給食にも出るし」

「銀座の大衆食堂レストランじゃ、八十銭もする高級料理なんだけどなぁ……」

「八十銭!?」

　値段を聞いた和己が驚きよう愕がくする。彼はこの時代の金銭の価値を知っているのだろう。八十銭といえば、ライスカレーどころかビフテキも食べられる。材料から作れば、もっと経費がかかるだろうが、それはあまり口にしない方がよいだろう。

「ああ、君達に喜んでもらおうと思って奮ふん発ぱつしたんだ。まぁ、喜んでくれたからいいか」

「うまかったぜ！　サンキューな、雅臣兄ちゃん！」

　双葉の笑顔を見て、雅臣も嬉うれしそうな顔になる。そう、誰だれかに料理を作るのは、この笑顔と言葉のためだ。そのためならば出費など惜しくない。雅臣はそう思っていた。

「そんな……なんか悪いですよ」

　それでも申し訳なさそうな和己に手を振る。

「や、気にしないでくれ和己くん。僕はこんなことでしかおもてなしできないからね。潤のように面白い商品も作れなけりゃ、イヨさんのように気が利きく人間でもない……金だけは腐くさるほどあるからね」

　自じ虐ぎやく的てきに苦笑する雅臣。

「あ、そういえば雅臣さんのご実家って」

「僕の実家まで知ってるのか。それじゃあ未来は安泰だな」

　雅臣の実家は東とう宮ぐう電機という会社である。戦争を金かね儲もうけの道具にしか思っていない父の手で、一代にして大会社となった。雅臣の苦手な場所であったが、切って捨てることもできない。和己の話から察するに、子供でも名前を知っているほど有名な会社に成長するようだ。

「雅臣兄ちゃん家ちって、金持ちなのか？　だったらなんで今こんな所にいるんだ？」

「決まってる。こっちの方が面白いからだよ。戦争成なり金きんが金儲けのためだけに始めた会社経営なんかより、錬れん金きん術じゆつの方がずっと興味深い。それに、あの石像はすぐにでも実用化させなきゃならないから」

「なんで？」

「……その、こういうことを聞くのは良くないのかもしれないけど」

　雅臣は立ち止まった。それに気づいた子供達が振り返る。聞くべきかどうか迷った。未来を知る人間が現れたら必ず聞こうと、聞かねばならぬと決めていた質問があった。だがそれは自分の寿命を知るより辛つらい結果を告げられるかも知れない。

「戦争は――いつ終わるんだい？」

　口に出してから、雅臣は後こう悔かいした。

　答えて良いものかどうか、和己は一瞬迷った末、正直に話してくれた。

「一九四五年……昭和二十年です。日本は負けます。広島と長崎に原子爆弾を落とされて、東京も空くう襲しゆうされました」

「そうか……そうなるのか……」

　雅臣は帽ぼう子しを脱いで、夜空を仰あおいだ。

　ああ、やっぱり――

　後悔が安あん堵どに変わった。自分の予想が当たっていたことよりも、この狂った戦争が終結するという事実が、雅臣の胸を軽くしてくれたのだ。

「その話が本当ならば、なおさら僕達は急がなきゃいけないな」

　上を向いたまま、雅臣は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「急ぐって、何をですか？」

「石像の完成に決まってるじゃないか。これからきっと戦争は激化するだろう。和己くんの話が真実ならば、門番型自動石像はまさにその時のために開発するべきなんだ。きっとこの日本にも敵が侵略してくる。そうなった時、国ではなく自分の家を守る門番があれば、どんなに心強いか」

　子供達は雅臣の顔を無言で見つめている。未来の裕福な子供達には分からないかも知れぬ。しかし雅臣は自分が生きている時代を、この子供達にも知ってもらいたかった。

「君達の存在は、僕達錬金術師に明るい未来を見せてくれる。正直、行き詰まっていたところに現れた希望の光だよ。潤も今頃、子供のようにはしゃいでるはずだ」

「雅臣兄ちゃんと潤兄ちゃんって、仲いいんだな」

「や、まあ、お互い友達少ないからね。大学の時も、二人っきりでよく話をしたもんだ」

　雅臣は帽子をかぶり直し、下駄の音を響かせて歩き出した。少し照れくさかったのだ。熱くなると周りが見えなくなる。そういう時、雅臣は決まって親友の顔を思い出すのである。

「僕はあいつのように優れた頭脳はないから、手助けをするので精一杯だ。家から持ってきたお金も、ほとんどあいつの発明に使ってしまったが、後悔はしていない。『暮らしの役に立つ錬金術』を世界に広めるまでは、僕はあいつを助け続けるつもりだ」

「暮らしの役に……ですか」

「そんな商品あったか……？」

「未来には、そういう商品はないのかい？」

　雅臣が尋たずねると、子供達はさらに難しい顔をする。

「あたし達の時代の東宮が作った製品なんか、もっと生活からかけ離れてるぞ。ガーゴイルをぶっ壊こわすためだけに石像を作ったりしてるからな」

「ほう、門番型自動石像に対抗する石像か。確かにそれだけじゃ暮らしの役には立たないな。や、まったく僕の孫ときたら、生まれてもいないのに僕を困らせる」

　雅臣が笑い、それにつられて子供達も笑う。自分の孫は何やら性格が歪ゆがんでいるようだが、子供達と楽しくやっているようだ。それはそれで良いと思う。それだけ人々の生活が潤うるおっている証拠だ。錬金術が必要ない世の中が、本当は一番良いのかも知れない。
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　同時刻。

　笑いもせず、声も立てずに見つめ合っている者達がいた。

　灯あかりの全まつたくない闇やみの中で、二者は視線を交かわしながら無言で対たい峙じしている。

　親愛の眼まな差ざしでもなく、敵意でもなく、そう、たとえるならば未開の地で出会った異種族との接触のような――好奇心。

　だが机の上に乗った石像は、どんな交渉にも応じない。

　ガーゴイルはただ、その視線を受けるだけだ。

『…………』

　ずっと、この場所で考えていた。

　自分自身の未完成な姿を見て、様々な想いが去来する。

　ガーゴイルには、吉永家へ来る以前の記憶がない。覚えているのは、兎と轉てん舎しやの倉庫の中で眠っていたことまでだ。消去されたのか、最初からなかったのか、とにかくそれより昔はガーゴイルにとって存在しない過去になっている。

　人間には、親があり、故郷がある。

　だが石像のガーゴイルにそんなモノはない。そのはずだった。

『――我われは』

　不意に、言葉が出た。

　首の鈴が、ちりんと鳴る。

『我は吉永家で幸せに暮らしている。汝なんじもそうであると良いな』

　返事はない。

　当然だ。この石像は、まだただの石なのだから。

　なんだかガーゴイルは気恥ずかしくなった。まるで鏡に映うつっている自分に声をかけるような、そんなメルヘンな気分だった。

　――馬鹿馬鹿しい。

　だとするならば、自分とこの石像の差異はなんなのだろうか。

　そこまで考えたところで、地下室の扉が開いた。

「灯りもつけないで何やってるんだ、ガーゴイル君？」

　部屋の四よ隅すみに電球が灯ともった。

　扉の前に立っているのは、水の入ったグラスを持った高原潤。

『我に光は必要ない。潤殿こそ、なんの用だ？』

「ぼくは当然、開発の続きさ。早く君を完成させたいからね」

　と、潤はグラスの水を飲んで、機材のスイッチを入れ始める。

「明日から、両親が箱根に旅行に行くんだ。家が自由になるから、その間にいっぱい開発を進めとかないと」

『旅行に行くのならば、なおさら汝が店を切り盛りしなければならぬのではないか』

「ああ、いいんだいいんだ。どうせ先祖代々から道楽で続けてる店だし」

『……生計を立てる術すべは、現代でも過去でも謎なぞなようだな』

　新しい真実に唖あ然ぜんとするガーゴイル。

　潤はそんなことも気にせず、機械を作動させた。机の上の石像に繋つながった導線が、オシロスコープのような機械に計測結果を表示する。その後に、同じ機械をガーゴイルに繋ぎ、その差を調べてはウンウン唸うなっている。

「ふむふむ、どうやら君達は違う物質でできているようだな」

『……見ればわかることだと思うが』

　漆しつ黒こくのガーゴイルに対して、石像は赤しやく銅どう色いろだ。そんな石像の姿に、なんとなくケルプの姿を想起するガーゴイル。異なる色の四本足、という箇か所しよしか共通点はないのだが。

『ちなみにその石像は、何で構成されているのだ？』

「緋緋色金ヒヒイロカネだ。イヨさんの発想を応用して、僕が作ってみた」

　竹内文書に登場する、オリハルコンにも匹敵する超金属の名を平然と出す潤。赤い揺ゆらぎのような光を発する、腐ふ食しよくすることのない金属だ。なるほど、だから赤いのかとガーゴイルは納得した。

「しかし君を見る限り、これでは不正解らしいね」

『我の身体からだに使われている石は――』

「待った、それは言わなくていい」

　軽く手を挙げてガーゴイルを遮さえぎる潤。

『しかし』

「いいんだ。ぼくは正解を知りたいわけじゃない。正解を作りたいんだ」

　奇妙な言い回しだが、潤の言わんとすることは分かった。

　ガーゴイルはそれ以上語らず、潤の実験につきあった。潤の質問にのみ答えることに決める。

「見えざる水銀の量は同じだね。今までにそのあたりを強化したことは？」

『ないな。我も最初はこれの使い方を知らなかった。触れざる硫黄という物質も我の体内にあるようだが』

　見えざる水銀――ガーゴイルの眼から出る光線を、皆がそう呼んでいる。そして以前ガーゴイルが見よう見まねで出した光のドリルを、触ふれざる硫い黄おうと呼んだ錬金術師がいた。いまだに理解できない物質だが、理解できなくても誰かを守る力になるのならば行使するつもりだった。

「ああ、そうだよ。錬金術において重要なのは、水銀、硫黄、そして塩だ。これが三原質――君を形作るために、最低限必要な物さ」

『見えざる水銀、触れざる硫黄と来て、特別な塩はないのか？』

「ああ。世界中の錬金術師が躍やつ起きになって調べているんだが、塩の発展系だけはいまだ開発されていない。まぁ塩は用途の幅が広いから、強化しようなんて考える人間が少ないんだろうね。ところで暑くないかい？」

『我に温度差は感じられぬ。脱ぎたければ脱ぐがよい』

「感謝」

　ものの十秒もかからずに、潤は衣服を脱ぎ捨てた。コップの水を飲み干してから作業を再開する。汗の量が常人よりも多いことに気づいたガーゴイルが、控ひかえめに忠告した。

『水の飲み過ぎではないのか？』

「美お味いしいじゃないか、水は」

　変な反論をされて、ガーゴイルは言い返せなくなってしまう。

「双葉ちゃんから聞いたよ。未来では水が揮発油ガソリンよりも高く売られているんだってね。やっぱり戦争の影響かい？」

『いや、おそらく自然破壊が元げん凶きようだろう』

「そうか……いや、なかなか愉快というわけでもないらしいね、未来は」

『我は気に入っているぞ？』

「――それならいいんだ。ぼくも君を作る甲か斐いがある」

　フンドシ一丁で汗を掻きながら、潤は笑顔で機械と書物を見比べている。部屋に飾ってある様々な種類の物質とガーゴイルの身体を比べ、その差異を見てまた考えこむ。その全すべての動作において、潤は本当に楽しそうな笑顔を浮かべていた。

　――これが我の、親か。

　ガーゴイルの心に、初めて湧き出る感情。それは吉永家の人間を想う気持ちとは、また異なるものだった。

「うーん……やっぱり材質というか、調べてるモノが根本的に違うなぁ……」

　尻を掻きながら、暢のん気きに呟く潤。

　そこで扉が開いた。

「失礼致しま――」

　水差しを持ったイヨが、フンドシ姿の潤を見て凍こおりついている。

「――した」

　閉まる扉。

「わー待ってくれイヨさん！」

　慌あわてて走り、扉を叩たたく潤。叩いていない方の手で、器用に服を着替えている。

「悪かったよ、今着替える！　だけど君も開ける前に声くらいかけてくれたっていいじゃないか！」

「冗談ですよ」

　扉が開き、笑顔のイヨが現れた。

「潤さんの裸は見慣れてしまいましたよ。はい、喉のどが乾いていらっしゃるでしょう」

「あ、ああ有あり難がとう」

　水差しを受け取った潤。発汗量が多くなっている。理由は聞くまでもないだろう。しかし潤はそれでも服を着た。そんな彼を気遣い、イヨは着終わるまで横を向いてくれた。

「イ、イヨさん、せ、石像のことなんだけど」

「はい。どんな塩あん梅ばいでしょうか？」

「え、えーと、その」

　ごほん、と咳せき払ばらいをしてから、潤は説明を始めた。

「ど、どうも今までのやり方じゃダメなようだ。ぼくはまず、何者にも負けない強きよう靱じんな金属で外がい殻かくを覆おおい、その中に基礎情報を入れようとしたんだけど……」

「それでは情報を入れる容量が足りないんですね。つまり薄くても充分な強度を持っている物質か、それでなければ、小さくても多くの情報をまとめられる機械が内蔵できないと」

「そう、そうなんだ。イヨさんならどうする？」

　ガーゴイルは自分の身体を構成する物質の概要くらいなら知っている。だがこの二人は自分たちの力で発見しようとしている。教えることは潤にも禁じられたが、何より頑張っている者達に横よこ槍やりを入れるようで、ガーゴイルは口を閉ざす他なかった。

「わたくしなら、新しい物質を考えるかも知れません。つまり――情報を蓄ちく積せきできる物質」

「それはひょっとして、賢者の石のことかい？」

「はい。大それたことかも知れませんが……」

「いやいや大それるなんてとんでもない！　ただ、アレはこの石像に向いているかどうか……いや違うな。まず試してみないとな。ありがとう、参考になったよ。君はやっぱり賢いな、イヨさん」

「そんな、わたくしはただ、潤さんの夢のお手伝いができるのならば、と……」

　イヨは恐縮したように頭を下げた。

「わたくし、旦那様の旅行の支し度たくがあるので戻りますね」

「いつも有り難う、イヨさん」

「頑張ってください、潤さん」

　頭を上げた時、イヨは微笑ほほえんでいた。

　その白い頰ほおに、わずかに赤みがさしていたことに気づいたのはガーゴイルだけだろう。

　イヨを送り出した後、潤は水差しの水をコップに注ぎ、立て続けに三杯飲んだ。

『飲み過ぎると疲労が増えるぞ』

　四杯目に手を出そうとした時、ガーゴイルが止めた。

「あ……そうか」

　我に返る潤。頭を掻いて、水差しを床に置いた。

『我は邪魔者だったようだな』

「いいんだよ君はそんなこと気にしなくても。さ、実験を続けよう」

　女に舞い上がるだらしない男から、錬金術師の顔に戻った潤。棚から数種類の鉱石を持ってきて、ガーゴイルの身体と比べる作業を始める。どれもガーゴイルとは違う反応だが、緋緋色金のように特殊な金属はガーゴイルに近い反応を見せた。

「何か喋ってくれ。少し寂しくなってきた」

　数十分ほど作業を続けたところで、検査機械から顔を上げずに潤が頼んできた。

『ふむ……』

　ガーゴイルにとって、今まで受けたことのない注文であったが、話題を選ぶ必要はなかった。気になることがいくつかあったからだ。

『汝は、いつから錬金術を志こころざしているのだ』

「学生の頃だから……四年くらい前かな。うちは見ての通り、先祖の代から変な品物ばかり取り扱っていてね。その品物の中に、どう考えても現代の科学じゃ作れないような面白いものがあることに気づいてね。自分でも作ってみようと思ったわけさ」

『木ミ乃イ伊ラ取りが木ミ乃イ伊ラになる、か』

「そうそう」

　ガーゴイルを指さして笑う潤。

「それからはすっかり虜とりこさ。錬金術があれば、世界中の人間を幸せにできるぞってね。あの時は右も左も分からない新米錬金術師だったけど、雅臣もイヨさんもいたから、ちっとも怖くなかった。それに目標もあったからね」

『目標とは、さきほどイヨ殿が言っていた夢と同一のものか？』

「うん。ぼくの師し匠しよう――いや、友人がくれた、大切な夢だ」

　潤は機械を動かすのをやめ、グラスに水を注いで床に座った。話題を提供するように頼んでおきながら、今では潤一人で喋りっぱなしだ。またしても服を脱ぎだしたが、もうガーゴイルは気にしなかった。

　酒のようにグラスをあおってから、フンドシ姿の潤は語り出した。

「岩手の教師だったんだけどね。去年から農業に専念してる。ぼくは彼と何度も話をして、錬金術のあるべき姿を見せられたんだ」

　フンドシ姿の潤が語る姿は、まるで川で遊ぶ子供のように純じゆん粋すいだった。目を輝かせて、自分の恰かつ好こうも気にせず、友人のことを楽しそうに語る。決められた道に従って進む者が現代よりも多いこの時代、潤のように子供になれる者がどれほどいるものか。

「彼は色々なことを実践して、人々の心を潤うるおす努力をしている。だから僕は人々の生活を潤すために努力しているつもりだ。錬金術が世界に広まれば、創意工夫をする人がもっと増える。そうすれば産業も潤う。国民全てが豊かになる。農民だってきっと幸せになる。イヨさんのような境遇の女性も減るんだ」

『イヨ殿のような？』

　熱く語る潤の言葉を、ガーゴイルが聞きとがめた。

　言ってしまってから、ばつの悪い顔をして頭を掻く潤。

「……イヨさんは、青森の農家で育ったんだ。十とおの時、なかば売られるようにして、この店に来たんだ。ぼくの父とイヨさんの父は知り合いだったらしくてね。父は養女にしたかったんだろうけど……彼女がそれでは心苦しいからって、奉公という形を取っている。だけど、うちに引き取られなかったら、もっと酷ひどいところへ売られていただろう」

　悔くやしそうに拳を握る潤。ガーゴイルも情報として知っていた。東北はこの時代、数年にわたって冷害が続き、売られる女子が少なくなかった。潤は何に対して悔しいのか。イヨの両親か、そうさせた社会か。

「だからぼくは、錬金術でイヨさんの事も幸せにしたいんだ」

『ふむ。つまり汝は、イヨ殿の幸せが自みずからの錬金術の究極だと言いたいわけか』

「そうさ」

『…………』

「なんだい？」

『イヨ殿を幸せにする理由に、わざわざ錬金術を持ち出す必要もなかろう』

「なっ……違う、違うよ！　ぼくは別にそんな」

『なぜイヨ殿への想いを隠すのだ？　劣等感か？　雅臣殿への遠慮か？』

　この場に双葉か和己か、いや誰でもいい、現代の御ご色しき町ちようの人間がいたらなんと言うだろうか。あのガーゴイルが恋愛について説教しているのだ。赤飯モノである。

「なんで君にそんなこと……」

『む、言葉が過ぎたか。最近、和己が恋愛を題材にした電子遊戯ゲームに傾けい倒とうしているのでな。我も参考にさせてもらった。こういう場面では、第三者が忠告するものらしい』

　ガーゴイルの奇行は、どうやらそういう事情らしい。

　だが言われた方の潤は、先ほどから口の中で何か呟きながら頭を掻き続けていた。

『顔が赤いぞ、潤殿』

「……暑いんだ」

『それ以上脱ぐと、光線を撃うつぞ』

　フンドシに手をかける潤を見て、ガーゴイルが目を光らせた。
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　最初に雅臣と出会った場所から、上流に向かって五分ほど歩けば雅臣の下宿がある。和己は一目見て、古いアパートを想像した。木造の、横に長い建物だ。窓を開ければ澄んだ川が一望できるので、雅臣も気に入っているらしい。

「黙らっしゃいあんたたち！　何時だと思ってるの!?」

「うへぇ、すいませんおかみさん！」

　雅臣の他にも学生や労働者が大勢暮らしている下宿だった。雅臣曰いわく、なんでもこの家のおかみさんは長年下宿を続けてきた達人なのだそうだ。飲んだくれて騒さわぎ散ちらかす学生を一いつ喝かつする恐ろしさは、たった今、和己も体験した。

「こ、こわ～……」

　六畳一間の雅臣の部屋。電球の明かりが、優しい色を映し出している。

　その隅っこで、あの双葉が震えていた。

　しかし和己にもその気持ちはわかる。学校の先生でもあんな声で怒鳴る人はいない。

「なんだなんだ、あれくらいの怒鳴り声で」

　慣れているらしい雅臣は、布団ふとんを敷しきながら平然と笑っている。夜の探索ではお姉さんは見つからなかった。疲ひ労ろうも溜たまったので、後日に回そうという結論で全員一致したのだ。

「君達はアレかい、向こうじゃ贅ぜい沢たくな暮らしでもしてるのかい？」

「そ、そんなことねーけど……あんな声で説教するおばちゃん、あたし初めて見た」

「僕達の時代じゃ、そういう人、少ないですから……」

　和己もうなずき、現代の怖い人を思い出してみる。

　吉永家のママは家族全員が恐れる最強人物だが、極きよく端たんに無口だ。一度だけ会った双葉の担任の先生も、クラスを一言で黙らせることができるらしいが、怖いと言うより不気味だ。体たい罰ばつやらで、教育に関する問題に敏びん感かんな現代と比べ、あんな風にストレートに叱しかりつける人間は、周りに少なかった。

「軟弱だなぁ、君達は」

　そんな子供達を笑うのは、ひ弱な書生っぽにしか見えない雅臣。言い返したかったが、実際におかみさんの声にビビったのは確かなので、返す言葉がなかった。

「や、でもまぁ、おかみさんの場合はちょいと特とく殊しゆだからね。初めての人はビックリしてもしょうがないよ」

「そうだと助かります……」

　その怖いおかみさんが用意してくれた寝ね間ま着きに着替えながら、和己が胸をなで下ろす。隣で着替え終わった双葉はもうニコニコしていた。先ほどまでの着物と比べて着き心ごこ地ちが良いらしい。さっそく雅臣の部屋を見回す。

「なぁ雅臣兄ちゃん、エロ本無いのかエロ本」

　無茶苦茶を言う双葉だが、ちゃぶ台とラジオと本棚しか置いてない部屋だ。そんなものあるわけない。しかし雅臣は本棚から適当な一冊を引っ張り出す。

「や、グロやナンセンスを売り物にした円本ならたくさんあるんだが、あいにくとエロは置いてないな。潤にバレたら確実にイヨさんに告つげ口ぐちされるからね。グロでよければ読むかい？」

「いや、やめとく……」

　双葉は差し出された雑誌を突き返す。和己も後ろから覗のぞいてみたが、表紙からしておどろおどろしい絵柄だった。双葉の担任の先生を想起させるところがまた怖い。

「それじゃ、もう今日は遅いから寝ようか」

　敷かれた三枚の布団の、一番端っこに転がる雅臣。和己が腕時計を見ると、もう十時を過ぎていた。普段なら余裕で起きていられる時間だが、歩きづめで疲れたし、ここは現代より夜が暗かった。

「すいません、お世話になります」

「なりまーす！」

　幾度となく言ったセリフを和己がまた言い、双葉がそれにならって繰り返した。三人が布団に入り、雅臣が電気を消す。恐ろしいほど暗くなるのを想像していた和己だったが、そんなことはなかった。

　窓の外からさし込んでくる月の光が、優しい灯りを部屋に運んでくれるのだ。町の灯りが少ないから、月光が映はえる。

「綺き麗れいだなぁ……」

　寝転がったまま窓の外を見上げ、ふと和己の口からそんな言葉がついて出た。

「月はいつの時代だって綺麗だろう？」

　キザな言葉を吐く雅臣に対し、双葉がぼそっと、

「そのセリフ、イヨ姉ちゃんの前で吐はけるか？」

「ぐぅっ……！　だ、だからイヨさんは関係ないだろう！」

　ごろんと壁の方を向く雅臣。

「関係ないんだったらムキになんなよ」

「ぐ、むぅ……確かに、君の言う通りだ」

　十歳の少女に言いくるめられる雅臣であった。

　やっぱり潤に似て、根本では素直なのだ、この人も。

「まったく……君達の時代では、みんなそうやって恋愛を茶化したりするのかい？」

「あたしなんかまだマシな方だぞ。クラスの女子なんかもう、なんかの作戦会議みたいに真剣な顔で話し合ってるんだからな。隣のクラスの誰それがつきあってるだとか」

「そ、そうなのか……まぁ、実を言うと、この時代でも似たようなものだけどね」

　げに恐ろしきは女性の情報網。

　男として、あまりお近づきになりたくない世界だった。

「なあ、雅臣兄ちゃん。だったら、なんでイヨ姉ちゃんに告白しねーの？」

「またすぐそうやって簡単に言う……」

　ぼやく和己。

「雅臣さんにだって、いろいろ事情があるんだよ」

「和己君の言う通りだ。僕には事情がある」

「えっ？」

　軽く流すつもりで言ったのに、雅臣は同意した。

「僕には許嫁いいなずけがいるんだ。戦争成金の東宮家が、よりにもよって華か族ぞくのお嬢様と婚こん姻いんを結ぶ気らしい。たぶん、父の目の黒いうちに結婚させられるんじゃないかな」

　雅臣の口く調ちようは、まるで他人事のように冷たかった。

「その許嫁のこと、嫌いなのか？」

「……いいや」

　双葉の質問に答えるまでに、少しの間があった。嫌ってはいないが、ほかにも事情があるのだろうか。その言葉だけでは和己には読み取れない。

「だから、イヨ姉ちゃんに好きだって言わないのか？」

「そうじゃない。それに、言ったところでどうにかなるわけでもない。むしろ余計な気苦労をかけてしまうに決まっている。イヨさんにも、潤にも、許嫁にも、東宮の家にも迷惑だろう」

「だったら駆け落ちしちまえよ！」

「…………」

　返事がない。眠っているのかと、双葉が身体を起こして様子を見ようとする。

　止めなければならないと思った。

　自然に、和己の手が双葉の腕を摑つかんだ。

「やめなよ」

　小さく、しかし確かな声で懇こん願がんする。

「あんまり、そういうこと言っちゃいけないよ」

　双葉の好奇心が強いのは、和己もよく知っている。

　だけどそれが人を傷つけてしまうかもしれない時、止めるのは兄の役目だと思っていた。

「この時代はね、本人達だけじゃ結婚できないんだ。両親の取り決めが必要なんだよ。逆に本人達がどれだけイヤでも、親が決めた婚姻には逆さからえないんだ」

「…………そーなんだ」

「雅臣さんだって、ちゃんと考えてるに決まってる。だから双葉ちゃん、軽はずみなこと言っちゃダメだよ」

　双葉はばつの悪い顔をして、

「軽はずみなこと言ったのは悪かったけどさー、でも、あたしは言いたいことが言えないってのは、なんか気持ち悪いんだよ。男だったらビシッと決めるもんだろ」

「双葉ちゃんが言うと説得力あるなぁ……」

　そんな二人のやりとりを聞いた雅臣が、クスリと笑い声を漏もらした。

「二人とも、僕を差し置いて面白い話をしないでくれよ」

「あ……ごめん、雅臣兄ちゃん」

「いやいや。そうか、未来の兄きよう妹だいゲンカはこういう感じなのか。楽しそうだね」

「そうでもないんですけどね……」

　床についているから舌ぜつ戦せんで済んでいるのだ。普段は得物や光線やプロレス技が飛び交う、ケンカの域を超えた争いが繰り広げられるというのに。

　そんな和己の気持ちを無視して、双葉は言う。

「雅臣兄ちゃんも、将来楽しい夫婦ゲンカできるといいな」

　双葉の言葉に、雅臣は驚いたように目を見開いた。

　何を思ったのだろう。よくわからないが、何か痛い所をつかれたのだろうか。

「――そうだね。そうなるといいね」

　寂しそうに答える雅臣を見て、和己は思う。

　やはりこの人はイヨのことが好きなのだ、と。
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　よーく考えてみよう。

　ここは兎轉舎のお姉さんの脳内世界にある、昭和二年の日本だ。

　当時の町が彼女の記憶そのままに再現されている。再現どころか、新しい世界そのものを構築していると言っても過言ではない。人々は本物の人間のようにふるまい、風や水は本物の自然のように感じられる。全てがリアルに作られている。

　記憶と作品の差異が、つまり技術だ。「こうしたいんだけど」と思っているのに、なかなか達成できないことは誰にでもある。だが記憶発掘寝台は、その人物の記憶を参考にその人物の記憶の世界を作る。間違いなどあるわけがない。

　だからつい、ここが夢の中だということを忘れてしまっても、誰にも責められない。

　和己がそれに気づいたのは、目が覚めたあとだった。

「あれ……？」

　鳥の声をＢＧＭに、寝ぼけ眼まなこではだけた寝間着を直し、隣に双葉が寝ているのを発見し、六畳一間の古い部屋を見回し、そこで自分が昭和二年にいることを思い出す。

　そして先ほどの話に戻る。

　お姉さんの夢の中で、和己が眠ったという事実。

「…………どうやって寝たんだろう、僕」

　眠る夢、というのを過去に見たことがあるが、また違う気分だった。

「でも、頭はスッキリしてるなぁ……うーん…………」

　首をかしげて考えていると、双葉が寝ぼけ眼で起き出してきた。

「おー……兄貴……おはよ」

「おはよう双葉ちゃん」

「…………あ、そっか！　ここって雅臣兄ちゃんの部屋か！」

　跳ね起きて、周りを確認する双葉。寝間着がほとんどはだけきっており、限りなくパンツ一丁に近い状態だ。さらに腰こし紐ひもが首に巻きついている。どういう寝ね相ぞうならこんな風になるのか。

「てことは、昨日の時空移動睡眠は夢じゃねーのか！」

「いや、お姉さんの夢なんだけどね……」

　古い中国の哲学者が言うことには、人間の一生は蝶ちようが見る夢に過ぎないとか。そう考えると、夢のまた夢のまた夢を見ていたことになるのか。考えるほどにわけがわからなくなってくる。

「そういや兄貴、今日って学校は？」

「あ……」

　こちらも忘れていた。

　夢の中の時間はどういう早さで流れているのか。

「意識の問題だから……実際の時間よりは早く流れてると思いたいんだけど……」

　実時間と、人間の体感する時間は異ことなる。

　授業中の一時間と友達と遊ぶ一時間がまるで違うように、人間の体感する時間は状況によって左右される。お姉さんの夢の世界がどういう時間で流れているのか、それはお姉さん次第ということだ。

　ひょっとしたら現実世界ではすでに一ヶ月経たっているということもありうる。

「ああー、なんで最初に東宮さんに訊きかなかったんだろう！」

　布団に突っ伏して後悔する和己。

　目覚めたら地域新聞の一面に「奇跡の生還！」とかいう見出しで載っていないだろうか。

　――というか無事に目覚められるのだろうか。後先考えずに、ノリで行動するからこういう目に遭うのだ。

「あたし、前に夏休みの最初から最後まで体験する夢見たぞ」

「一晩で？」

「おう」

　参考になるようなならないような意見だった。ちなみに和己は週末から月曜までの三日間の夢を授業中に見た経験があるが、さてお姉さんの昭和二年という時間はどれくらいの時間感覚で見られる夢なのか。

『目が覚めたか、二人とも』

　いつもの声に振り返ると、開いた窓の桟さんにガーゴイルが座っていた。

「あれ、ガーくん。潤さんの家に行ったんじゃないの？」

『気になってやってきた。雅臣殿はもう高原商會に向かったようだぞ。イヨ殿が汝らの朝食を作っている』

「んじゃ、あたしたちも行くか」

　もそもそと起き出して、服を着替え始める双葉。途中で着方がわからなくなったので、ガーゴイルに教わったりしたのだが、すぐに双葉はコツを覚えた。和服の着方は現代へのお土産みやげになりそうだが、双葉が和服を着る姿はちょっと和己には想像しづらい。

　そうして、吉永家一同は朝の散歩も兼ねて高原商會へ出向いたのである。




「うーむ。これは……」

「どうする？　僕は構わないが……」

　高原商會の店先で、郵便屋からもらったばかりの手紙を読んでいる潤が見えた。その後ろから雅臣も文章に目を走らせていた。二人揃そろって悩んでいるようだ。

「おはようございまーす！」

　和己が手を上げると、潤と雅臣は揃ってこちらに振り向いた。双葉はまだあくびを嚙み殺しており、ガーゴイルはすでに地下室で待機している。

「ああ君達、いいところへ！」

「どうしたんですか、潤さん？」

「うん、ちょっとこの手紙を見てくれ」

　と、潤は手紙を見せるのだが、

「……兄貴、読める？」

「うーん……」

　仮名遣いが古い上に漢字だらけで、双葉はともかく和己でも解読できなかった。

「未来では字まで違うのか……じゃあ簡単に説明するけど、この手紙を書いた岩手の友人が君たちの探している人を見たかもしれないんだそうだ！」

「ホントか!?」

「花巻でやっていたお祭りのことが書いてあるんだけど、その祭りで髪が長くて青せい龍りゆう刀とうを持った女性がいたんだって」

　それを聞いて、双葉も和己も一瞬考えてしまう。髪の長い女性など沢山いるだろう。しかしこの時代に青龍刀を持った人物などそうそういるものではない。可能性はある。

「その人には前から錬金術に使う硫黄を譲ゆずってもらう約束を取りつけていたんだ。どうだい双葉ちゃん、和己くん、今から雅臣と一緒に岩手に行ってこないか？」

「今からですか!?」

　道のりの遠さを想像して和己が驚くが、

「もともと今日会う約束だったからね。それに別に遠くないよ。今から列車に乗れば昼過ぎに着く」

　雅臣が楽しそうに言った。この町は御色町よりも東とう北ほく寄りにあるのだろう。山やま形がたか宮みや城ぎか、福ふく島しまあたりか。時代もあいまって、日本の距離感が摑みにくい。

　ともあれ、それだけ近いのならば、日帰りでお姉さんを探しに行けそうだ。潤の手伝いもできて、一石二鳥。当時の岩手を観光できると思えば一石三鳥だ。

「行く！」

　和己が賛同する前に、元気よくこぶしを突き上げる双葉だった。




　現代のローカル線よりもずっと揺れる列車に揺られて四時間とすこし。

　岩手に着いた。盛岡から小さな路線に乗り換えれば、目的の駅まですぐだった。

　どこが遠くないのか。恐ろしく時間がかかった。雅臣にしてみれば大したことのない距離なのだろうが、和己たちにとっては旅行に等しい。本当に日帰りするつもりなのか。

　車窓から見える昭和二年の岩手県は、自然にあふれていた。高原商會のある町も、双葉たちから見ればかなりの田舎いなかだが、それに比べると岩手は楽園のようだった。また、時折見える田畑と農民の姿が、古きよき日本の田舎の情緒を感じさせる。

「うわー、すっげー！」

　駅から降りた双葉が、そこから見える緑の世界に感かん嘆たんの声を上げる。どうやら彼女も疲れていないらしい。自分の体力のなさに肩を落とす和己だった。

　ここは鉄道が盛んな東北だが、都会から外はずれているため、一日に二本しか列車が来ない小さな駅だった。空に隠れるようにうっすらと見える山々。和己の記憶では、岩手は火山が多かったはず。その山を避けて広がる田畑に囲まれた小さくて低いホームが、ぽつんとあるだけ。乗ってきた電車もなんだか幅が狭く、ドアも手動だ。様々な箇所で現代との差異が感じられるのが、和己には嬉しかった。

　山向こうにはもう一本線路があるようだ。雅臣に尋ねると、あちらは岩手軽けい便べん鉄道という貨物専用の列車なのだと。貨物車しや輌りようだが、強引に乗る人もいるらしい。

　まるで映画を見てるような風景に、和己の胸が涼やかになる。

「あの雅臣さん、これから会う人って……」

「ああ、僕と潤の師匠みたいな人さ。本人が嫌がるから友人ということにしてるけどね」

　雅臣がクスクス笑っていると、

「だから何遍べんも言ってるじゃねえか！　師匠なんて器うつわじゃねえんだよ俺は！」

　その激しい声に、全員が振り向いた。

　ホームの端に立っている、麦わら帽子をかぶった男だ。三十代の半ばあたりだろう。口の周りはヒゲでよくわからない。ワイシャツに汗が張りついているところが潤にそっくりだった。鍛え抜かれた潤と比べて、大自然の中で育った野生児という印象を受ける。

「先生！」

　駆け寄る雅臣を、和己と双葉が追う。

「おう東宮！　元気でやってたか!?」

「先生こそ、お変わりなく……！」

　深々と頭を下げる雅臣。その態度から察するに、どうやらやんごとなき人物のようだ。風ふう貌ぼうと釣り合わないような気もするが、人間見かけじゃない。

「お前も変わってねぇな。高原のヤツはまた家で錬金術なんぞやってんのか？」

「はい。今、ちょうど研究がいいところでして。あいつはこういう事になると、先生ですらそっちのけで没頭してしまうから……」

「あいつも変わっちゃいねぇなぁ」

　にやりと笑う先生に、雅臣が頭をかいて照れる。きっと今頃、潤は脇わき目めもふらずにガーゴイルの身体を解かい析せきしていることだろう。雅臣が師匠と仰ぐような人物をほったらかして、大丈夫なのだろうか。

　そして雅臣はこちらを手で示し、

「紹介します。吉永双葉ちゃんと吉永和己くん。人捜しをしていまして」

「人捜し？　それでなんでこっちに来るんだ？　ああ、まあいいや、よろしくな！」

　先生は麦わら帽子を取って軽く頭を下げた。帽子の下は丸坊主だった。それにならって頭を下げる和己と双葉。頭を上げた先生と双葉の目が合い、二人とも同時に笑った。なんとなく波長が合うのかもしれない。

　先生には失礼だが、和己は彼のことを「臭くさい」と思った。わずかに考えて、それが肥ひ料りようの匂においだとわかる。理由が判明して赤面する和己と、和己にこっそり理由を教えられて深く納得する双葉だった。

　硫黄を受け取るため、四人は駅から出て、先生が引いてきた荷車に向かった。荷車には大きな木箱が一つだけ。それを雅臣が下ろす。重くなさそうだが、列車に乗せるにはかさばりそうだ。

「おう、まあ食えや」

　駅のベンチに座った先生が籠かごから差し出したのは、真っ白なダイコン。

　まるでチョコやアメを出すかのように出され、さすがの双葉も反応に困っている。

「えっと……」

「心配すんなって！　泥は払ってあるからよ！」

　そういう問題ではない。しかしどういう問題なのか指し摘てきできない。このダイコンは、もちろんその場で食べろという指示なのだろう。

　意を決した双葉がダイコンを受け取り、思いっきりかじった。いくらなんでも表面の皮くらい剝むかないとダメだろう、と和己が注意しようとしたが、

「あれ、甘い」

　目を丸くして自分の舌の中を確かめる双葉。心配する和己に、双葉はダイコンを半分折って差し出す。

　おそるおそる先端の部分をかじると、漬け物のような甘さが口いっぱいに広がった。美お味いしい。これだけで白米が食べられそうだ。

「どうだ！　ウチの畑で取れたもんだぞ！」

　胸を反そらして、子供のように自慢する先生。確かに味は最高だが、初対面の人間にダイコンを差し出すのはどうかと和己は思った。それともこちらの方ではこれが普通の挨あい拶さつなのだろうか。

「なぁ、先生って何してる人なんだ？　学校の先生か？」

　ダイコンをバリバリとかじりながら双葉が尋ねた。いつの間にか彼女も先生と呼んでいる。訊きかれた先生はダイコンをかじりながら空を見上げた。

「教師をやってたこともあったなぁ。だけど今じゃ米やダイコン作る方が楽しいなぁ」

「じゃあ、なんで先生って呼ばれてるんだ？」

「おいなんでだ東宮」

「え、僕に振るんですか？」

　いきなり振り向いたため、木箱を落としそうになる雅臣。

「や、先生は詩や童話をいくつも書いているじゃないですか」

「それだけで先生なんて呼ぶなよ。なんかこう、ケツがかゆくなっちまう」

「もちろん、それだけじゃありませんよ」

　ニヤリと笑い、雅臣はそれ以上は何も語らない。先生は苦笑したまま何も訊いてこなかった。

　雅臣が木箱の中を確認するために、小さな機械を出した。潤が作った、テスターのような物だ。箱の中からは先生の肥料とは比較にならない匂いが立ちこめていたが、雅臣は気にせず調べ始める。直じかに調べないとわからないことがあるのだろう。だから業者に送り届けさせなかったのだ。

「あの、先生」

　することがなくなったので、和己が軽く手を上げた。先生をはさんで双葉と和己が座る形になる。ダイコンの旨うま味みで忘れかけていたが、ここに来た目的は硫黄だけではなかったのだ。

「ん、なんだ？　おお、そういやお前さん達は人捜しをしてるんだっけ？」

「はい。あの、髪の長い青龍刀を持った女性を見つけたって聞いたんですけど」

「俺が高原のヤツに書いた手紙か。確かにそんなこと書いたなぁ」

　呑のん気きに手を叩く先生。もっさりと生えたヒゲをなでながら思い出したように語り始める。

「ああ、見たぞ。ありゃ一週間ほど前だな――花巻の駅前で大道芸をやっていた集団がいたんだが、その中に青龍刀を持った髪の長い女がいたな。年の頃は四十に行くか行かないか……まぁ、別べつ嬪ぴんさんじゃねえな。ただあの技はすごかったなぁ。ありゃ中国かどっかの技かな。やっぱりどんな技でも極めりゃ芸術だよ、うん」

「……そうですか」

　違った。お姉さんではなかった。もしもお姉さんを見たならば、まず顔に目がいく。あの反則気味に美しい顔を指摘しないはずがない。お姉さんなら大道芸の一つや二つくらい軽くこなしそうだが、パッと見で達人と感じさせる風ふう貌ぼうでもない。

「先生、それあたし達が探してるのと違う人だよ、多分」

「え、そうなのか。そりゃ残念だな……そしたらお前さん達、まったくの無駄足って事になっちまうじゃねえか」

　申し訳なさそうに頭をかく先生。見かけによらず、気の配り方はまめである。

「気にすんな、先生！」

　その広い背中を双葉が元気よく叩いた。

「おぉっ!?」

「おかげで岩手までプチ旅行できたんだから、全然オッケーだぜ！」

「ぷちりょこう？　ぜんぜんおっけー？　お前さん、何言ってるんだ？」

　聞き慣れない言葉に、先生が目を丸くしている。

「僕たちもこの自然を楽しめたから大丈夫ってことですよ」

「ああ、そういうことか。なるほどなるほど」

　和己のフォローで納得する先生。

　そして先生は口元に手をあてて、何やら考えこむ。やがて何かを決めたように一つうなずくと、

「おい東宮！　検査はあとどれくらいかかる？」

「あと十分くらいは」

「わかった。おいお前さん達、ちょっとつきあえ」

　立ち上がり、手招きをして歩き出す先生。双葉は言われるがままについていく。仕方なく、和己も腰を上げた。雅臣が手を振ったので、双葉も振り返した。

　田んぼのあぜ道を鼻歌交じりに歩く先生。

　その背中は、パパよりも大きかった。

　双葉が歩きながらダイコンを食べ終えた直後、二本目のダイコンが渡された。ダイコンと先生の顔を交互に見る双葉だったが、なんとなく断りづらい雰囲気を感じたのか、双葉はまたダイコンをかじり始めた。今度は和己にも一本ずつ手渡された。

「どうだ、この景色？」

　歩みを止めずに先生が訊いてきた。

　あぜ道から見える景色は、四角く分断された田畑。その向こう側に草原と、小さな森が。さらに向こうには霧がかった山が。緑色の大地と、群ぐん青じようの空。それを分ける薄緑の山。世界がたった二色に染められたようだ。

　振り返ると、駅が石ころのように小さかった。この駅を使う人間は、どこに住んでいるのだろうか。ここから見える景色からは、民家らしきものは見えなかった。

「綺麗じゃん」

　ダイコンを食べながら双葉が素直な感想を述べた。秋の事件以来、双葉は自然を美しいと思う感性を持ち始めている。それは素晴らしいことなのだが、先生は少しだけ不満そうな声で、こう尋ねた。

「お前さん達、鍬くわを持ったことはあるか？」

　双葉の言葉をさえぎり、先生が質問する。

　ふたりそろって首を横に振ると、先生は小さく笑った。

「そいつはうらやましいな。見たところ教養もありそうだしな。だが、俺が助けたいのはお前さん達のようなヤツらじゃねえ。この綺麗な田畑で、俺のように鍬を握っているヤツらなんだ」

　先生は一面に広がる田畑を見回す。その暮らしは、先生の身体に染みついた肥料の匂いが語っている。きっと午前中も農作業をしていたのだろう。それがどれほどの重労働なのか、鍬を持ったことのない和己にはわからない。

「俺は農民のために詩や童話を書いているんだ。農民の心に、少しだけヒマを作ってやるためにな」

　白い歯を見せて笑う先生に、和己は気になったことを質問した。

「農民のために詩を書いてるんですか？」

「おうよ。農民には文学が必要なんだ」

「なんで？　本ならいっぱいあるじゃん」

　そう尋ねるのは双葉。

「と、思うだろ？　ところがどっこい、今、世間様に出回ってる本ってのは、なんつーか、こう心にガツンと来ないんだよな。説明書じゃないんだからよ、もっと心がワクワクするような本の方がいいだろ？」

　楽しそうに語る先生。語ご彙いは少ないが、その熱意だけは充分に伝わってくる。彼が書く童話や本は、きっと心がワクワクするに違いない。

「宗教も音楽も、元はと言やぁ農民の暮らしを豊かにするために生まれたんだよ。農民なんてのは、お偉い学者さんと違って難しい言葉なんかわかんないけど、芸術にそんなものは必要ねえんだよ。大切なのは心さ。心さえあれば、農民にだって童話は書けるんだよ！」

　唾つばを飛ばし熱弁する先生は、まるで錬金術を語る潤のようだった。子供の瞳をしている所がそっくりだ。

「……とまぁ、こんなこと言ったって面白くないよな？」

　ずっと聞き入っていたのを、つまらなかったのだと誤解されたようだ。和己はすぐに首を振った。

「そんなことありません、すごく勉強になります」

「おう！　面白いぜ！」

　和己も双葉も、先生の笑顔に魅み了りようされていた。彼の口から何かとても熱くて大切なことが発せられている気がするのだ。人を引きつける魅力とは、話の内容もそうだが、話す顔や声も重要な要因なのだとガーゴイルが言っていたのを思い出す。

「そうか？　そういやこの話を初めて高原にした時も、ものすごく興奮してたっけなぁ」

　なんとなくその反応は想像できた。

　潤のことだ、先生に弟子入りせんばかりの勢いだったに違いない。

「あいつは俺にこう言ったんだよ。『先生が人々の心を潤すならば、ぼくは人々の生活を潤します！』って。今、あいつはそれを実じつ践せんしているんだよな。さて、どんなワクワクが出来上がってくるんだろうなぁ」

　潤の掲かかげる『暮らしの役に立つ錬金術』は、先生が発ほつ端たんだったのだ。意外なつながりに、和己は改めて先生を見上げるのだった。

「なんでも俺の話を元に、植物と会話する機械を開発しているみたいだが……まったく、どんなモンが出来上がるんだか」

　期待しているのか呆あきれているのか、先生は笑ったまま蒼そう天てんを見上げている。

「悪いな、長話しちまって。コレでも食って元気出せ」

「いやもうダイコンはいいから」

　差し出されたダイコンを双葉は丁重に断った。

　その時、遠くから声が聞こえた。

　駅で雅臣が叫んでいるのだ。こんな所まで声が聞こえてくるとは。

「お、どうやら検品が終わったみたいだな。おし、戻るか」

　先生は麦わら帽子をかぶり直し、道を戻り始める。

　双葉はそんな先生の後ろ姿を、早足で追いかけ始めた。学校の先生とは違う、不思議な魅力が双葉の胸を打ったのかもしれない。それは和己も同様で、しかし彼は双葉とは違う理由で感激していた。

　和己は、先生のことを前から知っていたから。

　今の話で、確信した。潤が彼の話を元にして作っている装置とは、おそらく――

「列車が来るまで、まだ時間があるな」

　つぶやく先生に、和己は提案した。

「僕、先生の童話が聞きたいです」

「俺の？　いや、そうだな……時間もあるし、軽く話してやるか」

「あ、それあたしも聞きたい！」

「おうよ。こいつはまだ俺が温あたためてる話なんだが、ちょうどお前さん達のような兄妹が出てくる話だ。俺の農業に対する考えを童話にまとめたモンなんだが……」

　駅まで続く長い道で、先生は話し始める。

　子供扱いされるのが嫌いな双葉も、高校生の和己も、先生の童話に耳を傾かたむける。

「主人公の名前はグスコーブドリっつってな――」




　先生の話は現実的なのに幻想的で、途中から話を聞き出した雅臣もその内容に感動していた。何よりも先生の話す顔が楽しそうだった。

　やがて日が暮れ、その日の最後の列車がやってくる。

　別れたくなかったが、列車が来ると先生は笑顔で見送ってくれた。動き出す列車の窓から見える先生の麦わら帽子は、和己の心に強く焼きついた。




「お帰りなさい、皆さん」

　午後十時を過ぎ、月が照らす駅の外でイヨが出迎えてくれた。イヨの後ろではガーゴイルが座っていた。護衛のためだろう。

『その様子だと、ずいぶん楽しめたようだな』

「おう！　ガーゴイルにも紹介したいくらいだったぜ！」

　ガーゴイルの頭をポンポンと叩く双葉。疲れてはいるが、すっかり上機嫌だ。頭を叩きこそしないが、和己も同じように興奮している。

「みなさんお疲れでしょう」

「や、しょうがないですよ。汽車は二本しかないんですから」

　気遣うイヨに、雅臣が頭を掻く。

　こんな強行軍にしなくても、先生の家に泊まるなどの選せん択たく肢しはあった。しかし先生は明日も野の良ら仕事があるし、石像の研究を早く進めたいという雅臣のはやる気持ちもあった。

「雅臣さん、硫黄の方はいかがでしたか？」

　イヨが雅臣から荷物を受け取る。子供達の荷物と先生から手渡されたダイコンを持っていた雅臣は、肉体的には疲れているはずなのだが、先生からエネルギーをもらったのか元気いっぱいだった。

「や、すごいですよ。こんなに上質の硫黄があったなんて知りませんでした。量が多いので、あとで先生が届けてくれるそうです」

「そうですか。それは潤さんも喜びます」

「そちらはどうですか？　ガーゴイルくんの調査は進みましたか？」

「いえ……やはり、今までの材質では難しいということはわかったのですが、新しい材質を考えるとなると――」

「なるほど。では今頃、潤の奴は荒れているでしょう。酒でも買って行きますか。酒の肴さかなには先生の土産話でも」

「それは喜びますわ」

　しかし折角の雅臣の土産も、潤には必要なかった。先生に会ってきたと告げただけで、潤は彼がいかに素晴らしいかを蕩とう々とうと語り始めたのだ。ダイコンがメインの食卓は完全に潤が支配しており、先生の話題が尽きることはなかった。食事が終わったあとでも、潤はガーゴイルに先生のことを語りまくっていた。

　思いこんだらまっすぐに突き進むところが、潤と先生の共通点なのかもしれない。
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　その日の深夜、高原商會には、まだ灯りがついている部屋があった。

　文ふ机づくえの上に広げている大きな図面をじっと見つめて座っているのは、イヨ。おそらく一段落ついたら使うつもりであったのだろう布団も、役目を果たすまでもうしばらく時間がかかりそうだ。

　その後ろ姿を、ガーゴイルはじっと見つめている。

　図面を見て出てくるのは、ため息。

　硯すずりの中の墨すみが乾いていた。長時間使っていない証拠だ。

　眠気を払うようにイヨが頭を振ったところで、ガーゴイルが声をかけた。

『イヨ殿』

「ガーゴイルさん……いつから？」

　まだ眠気を引きずっているのか、それほど驚いた風でもなくイヨは振り返った。

『一分少々前からだ。失礼とは思ったが、声をかけづらかったのでな。して、それはなんだ？』

「これは……」

　イヨは卓上の図面を手に取ると、ガーゴイルに見せた。

　それは図面と言うより、絵に近い。大きな燭しよく台だいのような物の上に、光る岩が乗っている。その図の周りには難しい英語や漢字が同時に並んでいた。

『何の図面だ。我には分からぬ』

「賢者の石の――複製法です」

『なんだと？』

　賢者の石。それは錬金術師の憧れであり、秘宝中の秘宝とされている石のことだ。情報の蓄積、治ち癒ゆ能力、その他様々な奇跡を起こす石であり、ガーゴイルの身体はそれの複製品レプリカで構成されている。複製といえども、情報の蓄積くらいならできると聞かされている。

　それを、このイヨは――

『知っていたのか』

「いいえ……思いつきました」

　目を伏せるイヨ。

　膝ひざの上にのせた手を握りしめて、唇を結んでいた。

　まるで禁きん忌きに触れたような顔だった。

　そんなイヨの顔を、ガーゴイルはまじまじと見つめる。

「あの……どうかされましたか？」

　身長が一寸ほど低い。体重も軽い。髪の老化も少ない。肌も若い。あらゆる要因が、兎轉舎のお姉さんとの差異を示す結果になっている。

『むう。やはり別人のようだな』

「ですから、最初に申し上げたではないですか……」

『汝を我等が捜すイヨではないと決めつける決定的な要因に欠ける。今といい、先ほどまでの潤殿との会話といい、汝の頭脳は優れすぎている気もするのだ。双葉が疑うのも無理はない』

　その言葉に、イヨが唾を飲みこむ。

『……すまぬ。我の失言であった』

「いえ……」

　しばらく、どちらも口を開かなくなった。

　何か話題を変えようとガーゴイルが図面を見る。そうしてみると、気になる点がいくつかあった。

『賢者の石の複製、ということは原物があるのか？』

「はい。この高原商會に江戸時代から保存されていた燭台の、装そう飾しよくに使われる宝石が、それでした……」

『高原商會はそんなに昔から続いていたのか。汝はそれをどうやって？』

「倉の掃除の時に偶然見つけたのです。書物で見た物と酷こく似じしていたので、内密に実験を……そのこともまだ、潤さんにはお教えしておりません」

『何故だ？　教授すれば喜ぶだろうに』

「本当に……そうでしょうか……？」

　イヨはガーゴイルの首をそっと撫で、縋すがるような声で訊く。

「わたくしがこれを見せて、潤さんはどんな顔をするでしょうか？」

『どういう意味だ？』

　イヨはガーゴイルからそっと手を離し、その手で自分の胸を押さえた。

　涙を殺しているのだと、ガーゴイルは気づく。

「出過ぎた真似をしたと、お怒りにならないでしょうか？　女のわたくしが、錬金術という高尚な学問に口を挟はさむことを、あの方達は許してくれるでしょうか？」

『イヨ殿……』

　ガーゴイルは否定しなかった。いまだ男性上位のこの時代、潤の人格を完全に理解していないことも理由になるが、安易に否定したところでイヨの気は休まらないと思ったからだ。ガーゴイルは事実のみを告げる性格だが、なぜかこの時ばかりは口を出すのをためらった。

　イヨはガーゴイルの顔をそっと撫でた。

　未来に完成する潤の夢を確かめるように。

「錬金術に勤いそしむあの方達を後ろから見ているのが、心からの幸せでした――」

　潤が作業をしている時、いつもイヨは後ろから助言をしていたが、潤が求めない限り、けっして口を挟もうとはしなかった。それはイヨが女だから、そして雇われの身だからだろう。自分を引き取ってくれた高原家に恩を感じ、自分は絶対に表に立とうとしない。

「……それなのに……いつもわたくしだけが真理に気づいてしまう……」

　ガーゴイルは気づく。

　やはりこの女性は兎轉舎の主あるじとなる者の、過去の姿なのだと。

　性格や容姿ではなく、その天才的な頭脳が物語っている。

　世界最高の錬金術師、高原イヨ。

　しかし今は、高原家で働くただの女性だ。

「わたくしは……ただ、あの方達を応援したいだけなのに……」

　膝の上の拳に、涙が落ちた。

「いっそ男子に生まれて、あの方達の輪に入りたかった……」

『それは違うぞイヨ殿』

　今度ばかりはガーゴイルは口を挟んだ。

『イヨ殿はあの二人と同等だ。我は汝らを見たが、まるで百年来の親友のように対等に語り合っていた。錬金術――我という共通の手た綱づなをしっかりと握っていた。双葉と和己も必ず同じ事を言うだろう』

「ガーゴイルさん……」

『汝らの時代では女性が身を引くのも仕方がない。だが立場と心は別だ。主従の関係にありながら、親友同士であった者達も歴史上に多いだろう』

「ですが、わたくしにはとてもそのような……」

『友ゆう誼ぎに資格など要いらぬ。我が吉永家の門番を務めるのも、資格を有しているからではない。それを務めたいからだ。汝は潤殿と雅臣殿の手伝いがしたいのだろう。ならばそれを全力で行うことだ。誰も咎とがめぬ。咎める者は我が罰する』

　イヨは押し黙る。

　ガーゴイルは最後の一押し、とばかりに言った。

『どうしても潤殿に憚はばかられるのであれば――その図面、我が描いたことにすればよい。そうすれば誰も傷つかぬ』

「ガーゴイル……さんが？」

　イヨは顔を上げ、ガーゴイルを見た。いつもの無表情だが、イヨにはそれがとても真剣な顔つきに見えた。イヨを助けようとする誠実な心で、偽物役を買って出るその顔が。

　だから、

「……プッ」

『何がおかしい』

「あ、その、すみません。でも、これをガーゴイルさんが書いたことにするには少々無理があるかと……」

『むう。そこをなんとかするのだ』

「……はい。わかりました」

　うなずいたイヨは、もう泣いていなかった。何かふっきれた様子だった。

　過程と手段はどうであれ、ガーゴイルは満足だった。その顔を見るためだけにガーゴイルは言葉を尽くしたのだ。

　何しろ、彼女はガーゴイルの母親なのだから。
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『起きろ、双葉、和己』

　何かいい匂いがすると思ったら、ガーゴイルの「覚かく醒せい光線」が浴あびせられていた。起きろと言われなくても、和己の目は一気に覚めた。この光線、起きてから匂いをかぐと非常にスッキリする。微量だが確かに覚醒効果はあるようだ。

「あ、ガーくんおはよ」

「なんだよ……おまえ今日も起こしに来たのか？」

　隣の双葉はまだ眠気を引きずっている様子だ。

『然しかり。だが今は急を要する事態なので、こちらに来た』

「何かあったの？」

『これから起こる』

　ドンドンドン！

　ガーゴイルに質問しようと思った矢先、いきなり部屋の扉が叩かれた。

「ま、雅臣さん!?」

　隣で寝ているはずの雅臣が、今日もいない。

　困惑する和己をよそに、部屋の扉が開く。入ってきたのは、背の高い男。任にん俠きよう映画のような着流しを着ており、手には長い棒のようなものが。角刈りの頭に年季の入った渋い顔。とにかく怖い以外の第一印象が出てこない人物だ。

　ガーゴイルが駈けつけた（？）のも納得できる。

「――雅臣坊ちゃん！」

　魔獣も平伏するほどの重低音を発したその着流し、部屋の中に雅臣の姿がないことを確認し、そして寝間着を急いで直す和己の姿を見つけると、

「おお、こいつぁ失礼しやしたお嬢さん」

　そして廊下の奥から着流しの仲間と思われる、やはりこちらも職業にヤがつきそうな男達が数人現れて、

「小林の兄貴！　坊ちゃんは？」

「いや、愛人がいるだけだ。どっかいっちまった」

「わかりやした。あっしらは外探してきます」

　着流しがうなずくと、部下達は足音を響かせて走ってゆく。

「あの……愛人って、僕のことですか？」

　和己が申し訳なさそうに質問した。これまで女の子呼ばわりされることは多々あったが、愛人は初めてのケースだった。

　すると着流し、いきなり部屋の中に入りこんできた。和己の顔をまじまじと見つめ、険しい顔つきになる。起きたばかりなので、立ち上がって逃げることもできなかった。

　トン、と棒で畳を叩く音におびえる和己。よく見ればその棒は長ドスの鞘さやだった。

「あんた、ひょっとして男ですかい？」

「そそ、そ、そうですよ！」

「……ふーむ」

　すると着流しはまた考えこみ、やがて首を振る。

「嘆なげかわしい。まさか坊ちゃんにそっちの気ケがあったなんて……」

「違いますよ！　僕たちはそういう関係じゃありませんって！　ただの客です！」

　ツッコミとなると、和己は良くも悪くも相手を選ばない。着流しは最初、虚きよをつかれたように呆ほうけていたが、すぐに理解して頭を掻いた。

「ん、ああ、そういう事でしたか。こいつぁ失礼しやした」

　居住まいを正して頭を下げる着流し。悪人かどうかはまだわからない。

「無礼を承知でお尋ね致しやすが、坊ちゃんがどこ行ったかご存じで？」

『その前に、汝は何者だ』

　瞳に小さな光を点ともし、ガーゴイルが問う。

「ああこいつぁまたしても失礼を。客人にしてみりゃ、あっしらはただの押し掛け強盗みたいなもんですからな」

　男はその場に膝をつき、長ドスを脇に置いた。

「手前、至って不ぶ調ちよう法ほう、あげますところ前後間違いがございましたら御免お許しを蒙こうむりやす。手前、姓は小林、名は源一と発しやす。雅臣坊ちゃんとは幼少の砌みぎりからのつきあいでございやす」

　子供相手に仁じん義ぎを切る男に、部屋が静まりかえる。

『東宮家の者か』

「いえ、一ひとツ橋ばし家けに庇ひさしを借りておりやす」

「一ツ橋？」

　聞いたことのない名字に全員が首をかしげる。

「ご存じありやせんか？　雅臣坊ちゃんと婚約関係にある――」

「あー許嫁いいなずけのほうか！」

　双葉が手を叩くと、小林と名乗る男はニヤリと笑った。

「お嬢さん、なかなか聡明ですな」

「おうよ！」

「なんで双葉ちゃんは間違われないんだろう……」

　軽い敗北感に打ちのめされる和己だった。

「ちなみにあっしはこんな恰ナ好リですが、一ツ橋はれっきとした華か族ぞくの一門でございやす。努ゆめ々ゆめ誤解なさらぬよう、お願い致しやす」

　丁寧に頭を下げる小林。だったらそんな恰好をしなければいいのに、とは言えない雰囲気であった。

『して、その一ツ橋家の者が、何用だ』

「へい。それなんですが……」

　小林は片時も離さぬ長ドスを手で弄もてあそびながら、何やら考えていた。こちらの顔をしきりに見比べていることから、安易に話して良いかどうか迷っているようだ。

「そうですな、客ってんなら無関係じゃない。実は、雅臣坊ちゃんに東宮に戻ってもらいてぇわけでして――」

　苦しげに告げる小林。

『何かあったのか？』

「へい。昨日のことですが、東宮正まさ治はるさま――東宮電機の社長の容よう態だいが悪化しまして。もう時間の問題だそうで。あっちじゃ今頃、てんやわんやですよ。まぁあっしは見ての通り、そういった頭を使う作業は苦手でして。ですから雅臣坊ちゃんにもいろいろ仕事をしてもらわねぇといけねえんですわ」

「何を……雅臣さんは、するんですか？」

「そりゃ決まってやす。社長の後を継つぐんですよ」

　小林の口調は、七月の次は八月だ、というくらい当然のことを語っているようだった。確かに史実でも雅臣が後を継ぐことになっているし、雅臣自身もそう言っていた。ある意味、当然のことではある。

『それは雅臣殿も承知しているのか』

「勿もち論ろん。だからそれまでの猶ゆう予よ期間として、ここでこうやって気ままに暮らすことを社長はお許しになったんです」

「ちょ、ちょっと待てよ」

　手を挙げて口をはさんだのは双葉。

「で、なんでその、おっちゃんがここに来たんだよ？」

「へい？」

　きょとんとする小林。

「だってさ、おっちゃんは雅臣兄ちゃんの家とは関係ねーじゃん。許嫁ん家から来たって言ってたじゃん」

「その通りでございやす。お嬢さんは本当に賢いですな」

　心から褒ほめてるのかバカにしてるのかわからない笑顔を浮かべる小林。

「東宮電機を継ぐにあたって、一ツ橋家との婚期を早めることにしたんです。今の坊ちゃんじゃハクがつかねえし、社長が亡くなる前に息子の立派な姿を見せてやりたいのが人情ってもんでしょう。そんなわけで、坊ちゃんにはすぐにでも家に戻ってもらいてぇんです」

　すぐにでも、という言葉は額面通りの意味だろう。社長やら結婚やらの問題はさておき、父親が危き篤とく状態なのだ。息子としては戻らざるを得ない。

　その後、雅臣がどうするかは――彼が決めることだと和己は思う。

「で、坊ちゃんはどこに行ったかご存じで？」

　辺りを見回す小林に、吉永家の子供達は首を横に振るしかなかった。

「客人なのに知らねえって事はないでしょう！」

　ドン、と長ドスの鞘で畳を叩く小林。

　和己も双葉もビクッと震え、ガーゴイルが光線を放つために目を輝かせる。

「こぉら！　あんたたち、朝っぱらから何やってんの！」

　その時、扉が勢いよく開かれて、まるまると太った下宿のおかみさんが野獣のような形ぎよう相そうで怒鳴りつけてきた。扉から一番近くにいた小林とおかみさんの目が合い、

「あんたかい、さっきからドンドンドンドンうるさいのは!?」

「い、いやその……申し訳ねえ」

　長ドスを背中に隠す小林だった。
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　蝉せみの声と川のせせらぎが良く映える朝であった。町を縦じゆう断だんするこの川の土手で思し索さくにふけるのが、雅臣にとって最高の気晴らしなのである。この川を見ると、世間の様々な出来事が視界に入る。行き交う人々や、遠くの空。そして未来について。

　今も誰が捨てたのか、赤いハンカチーフが川に流されていた。水の入った碗わんに一滴だけ落とした墨ぼく汁じゆうのように、はたまた晴天の中にたった一つだけ浮いている小さな雨雲のように、微かすかにして確かな存在感を発していた。

　人の心にも、小さな点を生む時がある。それは誰かが川に屑くずを投げ入れる事を予測できぬように、いつだって不意に訪れるものである。

　川の土手に座って新聞を読んでいた雅臣は、帽子を脱ぐと、目をつぶり、唇を強く嚙みしめた。新聞を握る握力が強まり、やがて高まった感情が新聞を握りつぶす。怒りと悲しみのこもった溜息が漏もれた。




『芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけ氏　劇げき藥やく自殺を遂とぐ　昨さく曉ばん、瀧たき野の川がわの自宅で　遺書四通を殘のこす』




　握った新聞の一面には、そう書かれてあった。

「どうして……！」

　尊敬する文学者であっただけに、長生きして欲しかった。彼の小説は文学界だけではなく、雅臣自身の心にも影響を与えてくれたのだ。悔くやしくて涙がこぼれそうであった。

　しかし晩年の芥川龍之介は病魔と闘っていた。閃せん輝き暗あん点てんという、目の前に歯車が現れたように見える、偏へん頭ず痛つうを伴う難病である。常人には理解できない苦痛を作品という形で吐き出し続けてきた天才作家にも、限界というものはあったのだ。

　雅臣は握りしめた新聞をもう一度広げると、何度も繰り返し読んだ文面をもう一度読み、最後に新聞を綺麗に畳んで懐ふところに入れた。

　悲しんでばかりもいられないのだ。芥川龍之介は亡くなったが、雅臣にはまだまだやらねばならぬことがたくさんある。門番型自動石像を完成させるまでは、絶対に死ねない。

　そう思うと、急に腹が減った。人間、どんなに頑張っても、食べなければ生きていけない。まだ雅臣にはやらねばならないことがある。死んでいる暇など無い。

「一昨日おとといは変に気張って失敗したからなぁ。考えてみれば、あの子達にとってここは別世界なわけだから、普通の食事の方が喜ばれるのかも知れないなぁ」

　おかみさんに頼んで朝食を用意してもらおうと、雅臣は立ち上がった。帽子を袴はかまで叩き、埃ほこりを払って被かぶろうとする。その時であった。

「雅臣さん……」

　土手の上に立つ一人の女性を見て、雅巨は腰を抜かしそうになった。

　日ひ傘がさをさした、髪の長い女性。袖そでと裾すその広い、ゆったりとした純白の洋装が朝日を照り返している。細く見せるモガとは違い、控えめな着方だった。両手を組んでまっすぐに立ち、笑顔で雅臣を見下ろしている。イヨが花のように可か憐れんな美しさだとすれば、こちらは川の流れのように透きとおった美しさ。だが、今日はその笑顔に陰がありはしまいか。

「お……お久しぶりです、琴こと子こさん」

　雅臣は唾を飲みこみ、帽子を懐に入れて挨拶した。

　気の効いた台詞せりふなどまるで出てこない。

「や、いったい何年ぶりでしょうか。一ツ橋の家の法事でお会いした時以来ですね」

「五年……になります」

　雅臣の許嫁――一ツ橋琴子は日傘を閉じ、ゆっくりと土手を降りてきた。その途中で、サンダルが脱げそうになり、琴子の身体が傾かしぐ。

「きゃっ」

「失礼」

　そっと琴子の手を取る雅臣。琴子が体勢を立て直す一瞬の間に、手を離す。彼女に気づかれないように、ごく自然な動作で。













「……ありがとう…………ございます」

　少しだけ頰を染めて、琴子はお辞儀をした。こうして彼女に触れると、子供の頃を思い出す。もっと屈くつ託たく無なく笑い合えた時代が、確かにあったのである。

「そんな、礼を言われることなど。助けるのは当然でしょう」

「お礼を申し上げるのも当然でございます」

「や、これは一本取られた」

　頭を叩いておどける雅臣に、琴子が笑みを漏らす。

「貴女あなたがここにいるということは、小林さんも？」

「ええ……下宿の方に向かっております。私わたくしは旅館の方で待っていたのですが、外の空気が吸いたくて、それで偶然……」

「……そうですか」

　下宿には未来からの客人が寝ている。小林の面相は怖いが、話せば分かる男だから、心配はいらぬ筈はずだ。何か間違いがあっても、ガーゴイルが来るに決まっている。

「しかし、どうして琴子さんが？　東京からここまで何時間もかかるでしょう」

「それは……」

「……何かあったんですね。教えてください」

　雅臣が迫るが、琴子は言い淀よどんだ。それはそうだろう。自分で言えば済む用事なら、わざわざ小林を出向かせたりはしない。だが彼女の様子には尋じん常じようではないものを感じる。聞いておかねばなるまい。　強い雅臣の視線に射いすくめられ、琴子は目をそらす。

　そして、琴子はたった一言だけ告げた。

「――――っ！」

　それは雅臣をよろめかせるに充分な一言であった。

　我知らず懐に手を入れ、中の新聞に触れていた。

「父が――？」

　琴子は首を縦に振るのみ。

　雅臣は頭を大おお袈げ裟さに掻き、琴子に背を向けて土手を上り始める。土手に座っていた時には見えなかったが、最初に琴子が立っていた位置から、少し離れた場所に車が停とまっていた。米国産のシボレー――恐ろしく高価な車だ。東京から車で来るわけがないから、おそらくこちらで調達した物であろう。それだけの財力が、一ツ橋家にはある。

　ふらつく足下で、砂じや利り道みちを歩く雅臣。しかし頭脳は今の天気のように冴え渡っていた。

「琴子さん…………父はそんなに悪かったのですか……？」

「肺を患わずらっておりましたから……」

　雅臣の数歩後ろを歩く琴子。彼女の答えに、眩め暈まいがさらに強くなった。戦争で儲もうけた金を、さらに増やすことしか考えていなかった父が。錬金術を目指す前からも、説教しかしてこなかった父が――

「僕はそんなこと……一言も聞かされていませんでしたよ」

「小父様は、雅臣さんに余計な心配をかけるなと」

　嫌いであった。

　父のことは大嫌いな筈であった。それ以前に、どこか遠くの世界の住人だと思っていた。それが今、琴子から話を聞いた瞬間に身近なものに変わっている。やはりあの男は、自分の父なのか。

「……は。家出同然で飛び出した馬鹿な息子を、ここまで想ってくれているとは。感激で涙が出ますね」

「本当です。小父様はあなたのことを気にしておられました」

「どうでしょうね。どうせ、後継者として僕が社長になるのでしょう。東宮電機も僕の代で終わりかな」

　本当はもっと言いたいことが沢たく山さんある筈だ。それなのに、口をついて出て来るのは皮肉のみ。無理もない。長年、そういう関係を続けてきたのだから。家を出ると告げた時、返ってきたのは罵ば詈り雑ぞう言ごんであった。説得するでも叱しかるでもなく、ただ自分の家を守りたい気持ちしか雅臣には伝わらなかった。それが雅臣の覚えている、父の最後の記憶である。

「雅臣さん……」

　後ろの足音が聞こえなくなった。

　振り向くと、琴子が立ち尽くしていた。

「琴子さん？」

「そのようなことは、させません」

　今までうつむいていた琴子が、急に雅臣の顔を正面から見み据すえた。

「一ツ橋家が、雅臣さんの為に全力を尽くします。ですから東宮も終わりません」

「琴子さん、まさか」

「会社が瓦が解かいしないうちに、婚期を早めろと、父が……」

「そんな――」

　我知らず、雅臣は懐の中に手を入れていた。

　手の中の新聞が、くしゃりと音を立てて潰れる。

　会社を継ぎ、琴子と結婚する――つまるところ、今までの生活と縁を切るということである。錬金術とも、潤とも、イヨとも。今まで、雅臣の全てだったものと。

　声を発せられたのはそれから一分も過ぎ、手の中の新聞が汗で崩れ始めた頃であった。

「もう少し――琴子さん、もう少しだけ、時間を下さい」

　それを聞いた琴子もまた、話すまでにしばらくの時間を要した。

「家に戻るのはお嫌ですか？　それとも――」

　怖がるように尋ねる琴子に、雅臣は首を振る。

「今さら父に会ったところで、何を言ったものかわかりません。でも東宮の家は継ぎます。親不孝者の僕の、それが償つぐないなら」

「では……」

「貴女を娶めとるのもやぶさかではない。貴女のことは、子供の頃から良く知っています」

　目尻に涙を浮かばせる琴子に、雅臣は優しく言った。琴子を悲しませたくない、その気持ちも雅臣の本心であった。

「ですが、僕にはまだやり残したことがある。それが終わるまでは帰れません」

「まだ――錬金術を？」

「はい。錬金術はきっと日本を豊かにしてくれます」

　自信を持って答える雅臣に、琴子は目を伏せたまま尋ねた。

「やり残したことは……本当にそれだけですか？」

「どういう意味ですか？」

「ご学友の高原様のお宅に入り浸びたっているという噂うわさを聞きましたので……そこのイヨという方と三人で錬金術を研究なさっているとか」

「琴子さん……」

「綺麗な方ですね……それに、私にはない強さを持っていらっしゃる」

　内心、動揺する雅臣。

　一ツ橋家の力があれば、そのくらいの情報など片手間に手に入れられるであろう。

　やはり双葉の言う通り、いつの時代も女性は変わらない。

「僕は錬金術の大成のために、彼に手を貸しているだけです。貴女が心配するようなことは何もない」

「本当ですか？」

「ええ」

　たとえ噓うそでも、そう答えるしかあるまい。

　噓なのか――それは雅臣でもわからない。

「今日の所は失礼します。小林さんに見つからないように帰りますので」

　雅臣は帽子を被ると、静かに一礼して、下宿とは反対方向に歩き出した。

「雅――」

　雅臣の背中に、風が当たる気配がした。琴子が手を伸ばしたのだろうか。

　しかし、その手が雅臣の背に触れることはなかった。丸まった背中に、許嫁の悲しい視線が刺さるのを感じながら、雅臣は川沿いの道を何事もなかったような表情で歩いたのであった。






































　和かず己みは木箱を床に置くと、額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　ひんやりした空気が高たか原はら商しよう會かいの地下室に流れている。ガーゴイルの眼から出る冷凍光線の力を弱めたものだった。

　この地下室は機械や人の熱気がこもってしまい、暑がりな潤じゆんでなくとも脱ぎたくなってしまう環境だった。溜たまった熱気は天てん井じようの通気口から逃げていく。

「いやあ、快適だ快適だ！　ガーゴイル君はこういう形でも世の中に役立つのか！」

　一番嬉うれしいのは潤だろう。しかし癖くせなのかシャツの襟えり元もとを窮きゆう屈くつそうにさわっていた。脱がせないための配はい慮りよでもあるのだから、我が慢まんしてほしい。

『うむ。優れた芸術家はどんな環境でも立派な作品を生んだが、それでも快適な環境はあるに越したことはない。我われの力で良ければ役立てるがよい』

「ああ！　ありがとうガーゴイル君！　ほら雅まさ臣おみも！」

　と、潤は雅臣の沈んだ肩を叩たたく。

「あ……ああ、そうだな。ありがとうガーゴイル君」

「どうした雅臣？　元気がないな」

「……ちょっとね。芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの自殺がこたえてるのかも」

　元気を奮ふるい立たたせるように、肩を馴ならす雅臣。

「気を落とさないでくださいね……」

　イヨがそっと雅臣を慰なぐさめた。

　和己は雅臣が意い気き消しよう沈ちんしている理由を知っていた。だが雅臣が口止めを強く願うので、潤達の前では明るくふるまわなければならない。双葉もガーゴイルも健けな気げに頑張っている。

「雅臣はぼくと違って繊せん細さいだからな。そういうときは、研究に没ぼつ頭とうすれば忘れるさ！」

　明るく笑う潤に、雅臣は救われたような笑顔を浮かべた。やはりこの二人はいいコンビだ。

　門番型自動石像の制作も順調だ。雅臣の唯ゆい一いつの心残りがそれなのだとすれば、せめて実家に戻る前に完成させてやりたい。そう思うからこそ吉よし永なが家けも手伝いを申し出たのだ。

「兄ちゃん達！　材料全部持ってきたぜ！」

　和己が重そうな箱を持ってきて、双ふた葉ばが薬品類を机に並べる。イヨがそれを適切な場所に配置する。一番重い箱はガーゴイルが手伝ってくれたようだ。よくわからないが、知らぬ間に箱が移動しており『我が運んでおいた』と言っているので、和己はそれ以上考えないことにした。

　最後に、和己と双葉とイヨが三人がかりで持ち上げたのは、理科室にある物とは比べものにならない大きさのフラスコだった。直径にして百五十センチはあるだろうか。球形に近い形をしている。

「有あり難がとう！　その『哲てつ学がくの卵』は机の中心に……そう、その台に乗せて」

「こう……ですか」

　三人で乗せたフラスコに、全員の視線が集まる。この『哲学の卵』という名のフラスコに材料を入れて加熱するというのだ。

「なあ雅臣兄ちゃん、なんで『哲学の卵』っていうんだ？」

「それはね、これは全すべてが生まれる前の、一番最初の状態――卵を表しているからなんだ。錬れん金きん術じゆつにおける『始まり』を意味するからね」

　無邪気な双葉の質問に、笑顔で答える雅臣。表面上は持ち直しているようだが……。

「よーし、それじゃあガーゴイル君が描いた図面を参考にしてみようか」

　潤が広げた図面には、わけのわからない文字がびっしりと書かれていた。当然ながら読めない。しかしフラスコの絵が描かれてあるので、これに何かを入れろという指示なのだろう。

「ん？　この文字は……」

「どうした雅臣？」

「い、いや、なんでもない」

　雅臣は苦笑してそれ以上何も言わなかったが、チラチラとイヨの方を見ていることに和己は気づいた。ガーゴイルが図面など描くわけがない。ひょっとしてイヨが描いたのだろうか。

「材料は、金と銀……見えざる水銀と触ふれざる硫い黄おう、そして塩……それから……」

　吉永家への配慮か、潤が材料を読み上げてくれる。

　金や銀は高価なのに、倉庫のそれを全部使う気らしい。総重量百キロ以上ある貴金属を、潤は全てフラスコに放りこんだ。ほかの材料は、金銀に合わせた分量を入れる。先生から譲ゆずり受うけた硫黄はまだまだ在庫があるようだ。

「ガーゴイル君、君は冴さえているな。この見えざる水銀と触れざる硫黄を使うのはいい発想だ。普通の水銀や硫黄では、何百年も時間がかかってしまうからな。二十年前に開発されたこの二つの材料のおかげで、ずいぶん早く完成しそうだ」

　図面を見ながら潤が感嘆の溜息を漏らした。

『それは重ちよう畳じよう』

「ああ。それに賢者の石の複製だからな。本物を作るよりも簡単にできそうだ」

「や、これは凄すごい発想だ。尊敬に値あたいするね」

　うなずく雅臣の視線は、先ほどからもじもじと視線をさまよわせているイヨに定まったままだ。イヨはそれに気づいているようで、落ち着かない様子だった。

「和己君、ちょっと手伝ってくれ」

「あ、はい」

　潤と一緒に、フラスコの上部の穴に用意した材料を全部ぶちこむ和己。最初に見えざる水銀と、触れざる硫黄。初めて見る物質だったのだが、どちらも光っていた。見えざる水銀は箱に入った気体、触れざる硫黄はゲル状だった。

　これがガーゴイルの光線やドリルの元となっている物質なのだそうだ。なんだかガーゴイルの血液を見ているような気分になる和己だった。

　気体と液体で三分の一が埋まった哲学の卵に、今度は金銀と塩を入れる。こちらは期待したものは何もない、普通の物質だった。本当に荷物のように置いてあるので、金銀の価値が薄れそうだった。

　そして最後に、ナイフで削った賢者の石のかけらを入れる。

　材料全てを入れた哲学の卵に、潤が水晶で作られた蓋ふたをした。

　哲学の卵が載っている台からほかの物を遠ざけ、持てる物は地下室の外に出してしまう。石像も部屋の隅っこでおとなしく作業を見ていた。

「それじゃガーゴイル君、頼んだ」

『任せるがよい』

　潤の合図で、ガーゴイルの眼から熱光線が発射された。

　光線は哲学の卵の下部を熱する。

「これで材料を混ぜるんですか？」

　和己が尋たずねると、潤は肩をすくめる。

「いや、金属と液体が混ざり合うには少し温度が足りない。ガーゴイルくんの熱光線の温度は六十℃だ。お湯も沸わかせないよ」

　それでもその温度で熱する必要があるのだと言う。料理のように弱火でコトコト煮る必要があるのだろうか。

　イヨが人数分の椅い子すを持ってきて、みんなそれに腰掛けた。変化が起こるには時間がかかるそうだ。ガーゴイルが熱光線を出しているので、当然部屋の温度は高まる。双葉とイヨがいるので脱げない潤は、見ていて可か哀わい想そうになるくらいもどかしそうな顔をしていた。

　それから一時間ほど経たった頃だろうか。

「……えーと、く、鞍くら馬ま天てん狗ぐ」

「ぐ、ぐ……ぐ……軍人将じよう棋ぎ」

「ぎ……あったかな…………ん？　おいみんな見ろ！」

　輪になって座っていた全員が立ち上がった。哲学の卵に変化が現れ始めたのだ。光る気体だった見えざる水銀が、黒く点滅し始めている。ちなみに和己は罰ばつゲームで輪の中に正座させられていた。

「よしガーゴイルくん、第二段階だ！」

『うむ』

　ガーゴイルの光線が太くなる。潤に指示された温度は二百℃。今度はすぐに効果が現れた。触れざる硫黄が赤く光り始めたのだ。哲学の卵は黒い物質で満たされ、やがて外面が完全に黒で染まる。焦こげているようにも見えるが、これで正しいらしい。

　ここで一度、昼休みを取った。かなり時間がかかる作業で、その上ガーゴイル以外は見ているだけだったが、不思議と和己は退屈していなかった。双葉に至っては最初より興奮している。

　そして第三段階。ガーゴイルが光線の温度をさらに上げる。黒から白に変わったフラスコの中の液体が沸ふつ騰とうし始める。金と銀も溶け始め、融ゆう合ごうする。爆発する危険性もあったが、ガーゴイルの手腕なら大丈夫だろう。

　最後に白いフラスコが、赤く染まった。第四段階だ。

『むう。指示通りにやったぞ』

「おお……」

　フラスコの中は、神秘的な光に満たされていた。潤がいち早くフラスコの蓋を取り、光を外に広げた。長いトングで中の物をつまみ上げる。

　和己には馴な染じみのある光景だった。ゲームやアニメなどで、宇宙船のカプセルから何かが現れる時に出てくるような、煙と光がもたらす神秘だ。出てくるのは大抵、宇宙人か美少女かボスキャラなのだが。

　哲学の卵から出てきたのは、アイテムだった。

　潤の手の中に、真っ赤な石が握られている。

「あちいっ！」

　石を思いっきり投げる潤。赤いのは熱されているからだった。大切な賢者の石をそんな風に扱っていいものか。床に転がった賢者の石に、ガーゴイルが冷凍光線を浴びせる。しかしなかなか冷めない。光線を受けつけないようだ。仕方なく、冷めるまで放ほう置ちすることになった。

　果たして、完成したのはこぶし大の黒い石。

　熱くないのを確認して、双葉がそれを手に取った。

「おー、ガーゴイル色だー」

　変な表現だったが、正せい鵠こくを射ていた。和己も双葉から石を受け取り、触ってみる。感かん触しよくもガーゴイルそっくりだった。どういう感触なのかと聞かれれば説明しにくいが。

　すぐに雅臣が検査機の電源を入れ、イヨが導線を取り出す。元の賢者の石との差異を調べるのだ。できあがった黒い石と、賢者の石。その二つが一致すれば――

「どうだ、雅臣!?」

　氷水の入ったバケツに手を突っこんでいる潤。自分も調べたくてうずうずしている顔だ。機械のはじき出す結果をじっと見つめる雅臣。報告を緊張しながら待つ一同。

「――差異は、多少ある。だが設計図の通りの出来だ。この石は、賢者の石を複製した物と断定していい………………成功だよ！」

　雅臣が両手を上げた。

「やりましたね、皆さん！」

　次いで手を挙げたのは、なんとイヨだった。

「やったぁ！」

　狭い地下室に歓声が響き渡る。氷水から手を出した潤が雅臣と握あく手しゆをし、イヨがガーゴイルに抱きつき、双葉と和己も両手を合わせて喜んだ。

「みんな！　勝かち鬨どきだぁ！」

　潤の合図に、全員が賢者の石を取り囲む。

「エイ、エイ、オー！」

　何かに勝ったわけでもないのに、勝利の雄お叫たけび。石像の完成がゴールだとするならば、まだまだ道のりは長い。それでも一歩近づいたことは喜んでいいはずだ。この瞬間の積み重ねが、長い道程の励はげみになるのだから。

　しかし喜んだ後は、次の課題がさっそく浮上してくる。

「……あの、よろしいでしょうか」

　意見を出したのは、イヨだった。

「賢者の石が複製できたのは喜ばしいことなのですが……その、大きさが……」

　できあがった賢者の石は、こぶし大。なるほど、石像全てに使うには足りなさすぎる。

　また作れば済む、という話でもないらしい。材料が足らないのだ。

「銀はまだなんとかなるんだけど……」

　潤が貴金属の入っていた箱をひっくり返す。本当に全て使ってしまったようだ。

「金か――」

　ぼそりとつぶやく雅臣。

　和己は授業で習ったことを思い出す。確かこの年、金きん融ゆう恐きよう慌こうとかいう出来事があったはずだ。だとすると、金の価値はいまだ高いはず。

「ガーくん、金の輸出が解禁になったのって、いつ？」

『昭和五年だな。それでも易やす々やすと手に入れられる物質ではないだろうが』

　なんにせよ、石像一つ分の賢者の石を作るのだ。目が飛び出る額になるだろう。

　それだけの財産がある人間など――

「……なぜみんな僕を見る？」

　雅臣が全員を見回すと、みな一いつ斉せいに目を逸そらした。

「や、やだなぁ雅臣。ぼくはべつに金が欲しいなんてそんなことこれっぽっちも」

「もうわかったからそれ以上しゃべらない方がいいぞ、潤」

　雅臣は大きく溜息をついた。
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　とりあえず一いつ旦たん作業を中断し、全員で夕食。

　潤の両親は旅行に行ってしまったので、広い居間で、イヨの作った料理を食べた。焼き魚に味み噌そ汁しるに香こうの物というシンプルなものだったが、不満どころか皆喜んで食べた。

　課題は残ったものの、光こう明みようが見えてきたこともあり、食卓は終始笑顔で包まれていた。

　しかし、全く解決していない問題もある。

　食後のお茶をすすりながら、双葉がぽつりと言った。

「姉ちゃん、どこいっちまったんだろうなぁ……」

「高原商會にも、一度もみえておりませんよ」

　イヨは頰ほおに手をあてて困った顔をしている。

　そんなイヨを穴が開くほど見つめる双葉。

「……やっぱ似てるんだよなぁ。頭もいいし、なにげにパワーあるし」

　双葉はいまだにイヨのことを疑っているようだ。というよりも、手っ取り早くお姉さんを見つけたいのだと和己は思う。こんなに近くにそれっぽい人がいるのに、他人（？）という事実がもどかしいのだ。

「その人が見つからないと、あなたたちも帰れないのですか？」

「たぶん……」

　寂さびしそうな双葉。そろそろ家が恋しいのだろう。

　和己も湯飲みを持ったまま考える。

　このまま門番型自動石像の完成を見届けるのもいいが、その後どうすればいいのか。

『むう。我の感覚器が使えれば全てが丸く収まるのだが……』

「あ、そうか」

　突然、和己の脳のう裏りにアイデアが降こう臨りんした。

「ガーくんでダメなら、今作ってる石像に探させればいいんだ」

　ガーゴイルも双葉も、一瞬、和己の言っていることがわからなかったが、

『なるほど。この世界の我ならば、この世界の住人を捜せるか』

「あーあーそういうことかー！　そんじゃ、なおさら頑張って手伝わねーと！」

　湯飲みを起き、元気に立ち上がる双葉。

「そうだね。もう僕たちの問題でもあるんだからね」

『それまでに現実世界で餓が死ししなければよいのだが』

　不吉なことを言うガーゴイルを、双葉が無言で蹴け倒たおした。




　縁えん側がわに胡座あぐらをかき、潤は二つの湯飲みに酒を注ついだ。なみなみと注がれる酒に自分の顔が映うつる。なんとも情けない顔をしていると雅臣は自みずからを恥じた。

「や、これはすまん」

　湯飲みを掲かかげて黙もく礼れいをする。潤もそれに倣ならい、二人同時に酒を口にした。ふぅ、と息を吐くのも同時。どうにも笑いがこみ上げてきて、やはり同時に口元を歪ゆがませるのであった。

　高原家の庭には桜の木が生えていた。現在は緑の葉が茂っており、柳のような風流さには欠けるが、それでも葉の隙すき間まからみえる半月は美び麗れいであった。

　居間ではイヨが切った西瓜すいかを、未来からの客人達が嬉しそうに食している。あまり食べ過ぎるな、とガーゴイルが窘たしなめているが、子供達は止まらない。未来にも西瓜はあるだろうに。肝心のイヨは食事の後片づけをしていた。

「久しぶりだなぁ、君の家で酒を飲むのは」

「ここのところ、忙しかったからな」

　しみじみと呟つぶやく雅臣に、潤が笑う。

「雅臣、その、金のことは冗談だからな」

「僕は別に構わないさ。あてが無いわけでもない」

「いや、ほんとに気にしないでくれ」

「何言ってるんだ。石像が完成して市場に出回れば、きっと高原商會は大だい繁はん盛じようだ。その時、僕にも利益を分けてくれればいい」

「商売人の考えにしては、浅はかすぎないか？」

「そうか？」

　またしても同時に笑う。気がつけば二つの湯飲みが空になっていたので、今度は雅臣が注いだ。もう一度湯飲みを掲げ、示し合わせたかのように口に運ぶ。水の如ごとくスルリと喉のどを通り抜ける極上の酒である。

　ふぅ、と息を吐き、今度は二人とも何も語らなかった。

　虫の鳴き声が響き渡る。居間の喧けん噪そうが、遠くの出来事のように聞こえる。二人の夢だった石像の完成は、あの子供達のおかげでずいぶん早まった。いくら感謝しても足りない。暮らしの役に立つ錬金術を広めるという雅臣の目標は、彼の幸せそうな笑顔を見れば結果が想像できる。

　気がつけば、また酒が無くなっていた。潤が二人の湯飲みに注いだ時点で、徳利が空になった。苦笑する二人。

　一口目を飲んだ時、潤が唐とう突とつに言った。

「継ぐのか、東とう宮ぐう電でん機き」

　やはりこの男には気づかれていた。今さら隠しても詮せん無なきことと思い、しかし胸を張って言い出せるものでもなく、雅臣は「ああ」と小さく頷うなずくことしかできなかった。

「何かあったのか？」

「芥川龍之介の次に大嫌いな人間が、もう長くないらしい」

　意識して笑顔を作らないと、叫んでしまいそうだった。雅臣の父嫌いは潤の知る所でもあったので、似合わない複雑な表情をする彼に、雅臣は苦笑で返したのであった。

「戻らなくていいのか？　いや、戻るべきだろう」

「僕が戻ってもしょうがない。会社の人たちがうまくやってくれるさ」

「だけど――」

「いいんだ。僕は石像が完成するまで帰らない。そう決めたんだ。家を継いで、仕事に忙ぼう殺さつされる前に、僕達の夢だけは叶かなえたい」

「……そうか」

　潤は湯飲みを一気に煽あおった。空になった湯飲みを逆さまにし、盆の上に置く。心優しき男ゆえ、自分のことはいいから帰れ、と言いたいに違いない。

「潤、君はどうするんだ？　石像が完成したら、次は何を作る？」

「それはまだ決めてない。だけど……」

　しばらく悩んだ末、潤は意を決したように膝ひざを叩く。

「ぼくは、イヨさんを娶めとるつもりだ」

　雅臣の目をしっかりと見み据すえて、潤はハッキリと宣言したのである。

　その後で、急に顔を赤らめて視線を下げてしまうところが、潤らしい。

「ふむ。そうきたか」

「……なんだ、その王手を取られたような台詞せりふは」

「王手どころか、詰んでるさ。うん、いいんじゃないか。潤ならイヨさんを幸せにできると思う」

　雅臣は湯飲みを空けた。つかえていた気持ちが晴れたような、曇りのない表情である。

　とうとう言ってくれたか、と安あん堵どすらしている。

「イヨさんなら頭もいいし、きっと潤を助けてくれるさ」

　しかし潤は顔を曇らせ、上うわ目め遣づかいに雅臣を見る。

「……本当にそれでいいのか？」

「何がだい？」

「雅臣だって、イヨさんのことを、その――」

「おいおい、僕を『Ｋ』のように自殺させるつもりか？」

「漱そう石せきの話じゃない。君のことだよ、雅臣」

　真剣な瞳に見つめられ、笑うこともままならぬ雅臣は、手の中の湯飲みを弄もてあそびながら、しばらく言葉を選んでいた。潤はそんな雅臣から出てくる言葉を、覚悟を決めてずっと待っている。

　潤にしてみれば、衝撃の告白である。相手の気持ちを知った上で、自分がそれを出し抜こうとしているのだから。夏なつ目め漱石の「こゝろ」のように。

　そんな潤の心情を知りながら責めることが、雅臣にできようか。

「僕にはイヨさんをどうこうする資格なんてないさ。それに会社を継ぐにあたって、結婚の準備も進められている。馬鹿だなぁ、潤。そんなこと気にせず、君も堂々とイヨさんと結婚すればよかったんだ」

「いや、しかしそれでは君は――」

「僕はどうでもいいじゃないか。おめでとうと言わせてもらうよ、潤」

「本当にそれでいいのかよ？」

　同じ質問が返ってきた。

　しかし、訊いたのは潤ではなかった。振り向くと、一番この手の話に縁の無さそうな人物がいた。

「双葉ちゃん――」

　彼女は腕を組んでこちらを睨にらんでいた。

「盗み聞きとは、はしたないよ」

「うるせぇ！　聞こえちまったんだよ！」

　なだめようとする潤を、子供とは思えぬ剣けん幕まくで一いつ喝かつ。西瓜の種を庭に吐き出し、雅臣に詰め寄る双葉。和己はいない。便所へ行ったのであろう。

　なぜ彼女がここまで怒るのか、雅臣には理解できなかった。

「おい雅臣兄ちゃん！　なんで好きだって言わねーんだよ！」

「……どういうことかな？」

「雅臣兄ちゃんだって、イヨ姉ちゃんのこと好きなんだろ？　なんでそう言わねーんだよ!?　潤兄ちゃんばかり……なんてーか、ずりーよ！」

「ずるい？」

「そうだよ！　潤兄ちゃんを見ろよ！　めちゃくちゃ震ふるえてるだろ！」

　震えているばかりでなく、潤の背中は色が変わって見えるほどに汗ばんでいた。

「潤兄ちゃんはちゃんと言ったのに、雅臣兄ちゃんは自分の意見も言わねーで、その場しのぎの返事ばっかで！　見ててイライラすんだよ！」

　子供らしからぬ説教をする双葉。女性の発言力が弱いこの時代、こんなに物事をはっきりと、悪く言えばあからさまに口にできる女の子を前にして、潤は何も言い返せない。心から感心すべき娘であった。

　しかし態度はともかく、言葉の内容は受け入れられぬ。

「……じゃあ何か、双葉ちゃん。君は、この場で僕が『イヨさんが好きだ、君には渡せない』とだだをこねて、まとまりかけた話をこじらせろって言いたいのかい？」

　雅臣は皮肉のつもりで返したのだが、

「その方が、百倍マシだ！」

「なんだって？」

「そん時はケンカになるけど、言わなかったらケンカもできないんだぞ！」

「な――」

　雅臣はもうすぐ実家へ帰らねばならぬ。そうなると、潤と会う機会は減る。戦争が激化すれば、更に会えぬだろう。そうなれば――お互い、きっと後悔しながら日々を送るに違いない。

　双葉はそこまで見越して言っているのであろうか。

　否いな。彼女は本当に純粋なのだ。だから物事の本質を捕らえることができるのだ。汚れた大人が捨ててしまった目で。

『そこまでだ双葉』

　いつの間にか、ガーゴイルが双葉の背後に座っていた。

『汝なんじの言うことにも一理あるが、それは雅臣殿と潤殿の問題だ。汝が口を挟むことではない』

「だけどさぁ！」

『双葉』

　重い声で制するガーゴイル。

　双葉は最初、気け圧おされるように押し黙っていた。雅臣と潤とを見比べる。きっと言いたいことがたくさんあるのだ。だが彼ら全員に憚はばかって言えないのである。

「むがーっ！」

　双葉は八つ当たりの如くガーゴイルを両足で蹴った。車輪のように縁側を転がり、庭へ落ちる音がする。

「ガーゴイル君！」

『気にするな。慣れている』

　庭に降りてガーゴイルを抱き起こす潤。

　どたどたと畳を踏む音が遠ざかっていく。双葉は何ど処こへ行くつもりなのだろうか。

「……や、嫌われてしまったな」

　雅臣は頭を掻く。あんな小さな子供にやりこめられてしまったというのに、悲壮感はない。むしろ嬉しくもある。なぜなら、彼女が言ったことは完全に正解だったからだ。

『迷惑をかける。双葉はああいう性格なのだ』

「ああ――」

　雅臣は立ち上がり、双葉が走り去った方を見た。

「心底、羨うらやましいと思うよ」
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　便所から出た和己が、双葉と鉢はち合あわせした。

「どけ兄貴！」

「うわ、双葉ちゃんどうしたの!?」

　ぶつかりそうになったのだが、双葉は無視して客間に飛びこむ。その後ろから和己も客間を見ると、畳が上がり、地下室への階段が見えていた。双葉は無言で階段を駆け下りる。何をそんなに急いでいるのだろうか。

「ちょっと待って双葉ちゃん、どうしたのってば」

　と、重い鉄の扉が開かれる音がした。

「イヨ姉ちゃん！」

　荒く肩を震わせる双葉の背中。その奥で、イヨは地下室の片づけをしていた。

「双葉ちゃん……どうしたんですか、血相変えて？」

　イヨが重そうな荷物をとりあえず脇わきへ置くと、その胸に双葉が飛びこんでいった。最初に出会った時の詰きつ問もんのようだったが、双葉の声はその時以上に必死だった。

　双葉がイヨの両腕を強く摑む。

「姉ちゃん！　潤兄ちゃんと雅臣兄ちゃん、どっちが好きなんだよ！」

　いきなり何を聞き出すのかと思えば。奇妙な質問に、飛び出すタイミングを失ってしまう和己。

「姉ちゃんがハッキリすれば、二人とも納得できるかもしれねーだろ！」

「ちょ、ちょっと双葉ちゃん……どうしたんですか？」

　唐とう突とつすぎる質問にイヨがたじろぐ。しかし双葉の必死の形ぎよう相そうに、摑まれた手を振りほどくこともできずに当惑している。

「双葉ちゃん、だめだよそんなに乱暴にしちゃ」

　飛び出すまでもなく、ゆっくりと地下室に入った和己が双葉の両腕を摑む。

「離せよ兄貴！」

「なんでそんなに怒ってるの？」

「イヨ姉ちゃんがハッキリしねえからだよ！」

「わたくし……が？」

「そうだよ！」

　和己の手が振りほどかれる。そう思った次の瞬間、目の前に双葉の両足が見えた。

　ドロップキックをまともに食らって倒れている間に、再度双葉がイヨに詰め寄る。

「答えろよ！　二人のうち、どっちが好きなんだよ！」

「わたくしは、その……」

　言葉を濁にごしていたイヨだったが、濁しているうちに双葉が何を言わんとしているのか理解したのだろう、咳せき払ばらいを一つすると、服を摑む双葉の手をそっと外した。

「わたくしに決める権利はございませんよ」

「なんで……！」

「わたくしには高原家へのご恩があります。分ぶん不ふ相そう応おうな話ですが――潤さんに嫁とつげと言われれば、喜んで嫁ぎます。ですが、もしも雅臣さんがわたくしを欲しいと仰おつしやるのであれば、きっと潤さんは笑顔でそれを許すでしょう。そういう人なんです」

　イヨは自分の胸に手をあて、まっすぐな瞳ひとみでそう答えた。

「でも、それじゃあイヨ姉ちゃんの気持ちは……」

「双葉ちゃん、もうやめなよ」

　和己が双葉の肩に手を置いた。

　反論しようと双葉が振り返るが、和己の目線は双葉に向いていなかった。その先の、泣き出しそうなイヨの横顔に向けられている。

「それ以上言うと、僕も本気で怒るよ」

　双葉の肩に置いた手が、自然と強まっていく。

　何があったかは知らないが、怒る双葉の気持ちは少しだけわかる。だけどイヨにもイヨの事情があるのだ。気持ちだけではどうにもならない時代でもあるのだ、ここは。

　双葉の肩から力が抜けるのを感じた。

「なんなんだよ……この時代のヤツらは、みんな……」

　両肩を震わせる双葉。

　泣き出しそうに見えたが、

「むがーっ！」

　和己の顔面にドロップキックを突き入れると、双葉は地下室を飛び出していく。

　怒りの矛ほこ先さきを探しに（おそらくガーゴイルだろう）高原家を駆け回る足音が、地下室にも聞こえてきた。

「か、和己さん、大丈夫ですか？」

「平気です、大丈夫です。慣れてますから」

　イヨに助け起こされた和己は、痛む鼻を押さえながら立ち上がる。イヨではなく自分にドロップキックを食らわせたことに対し、わずかに安心している和己だった。

「双葉ちゃん、急にどうしちゃったんだろ……」
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　和己の疑問は、雅臣の下宿でようやく氷ひよう解かいした。

「雅臣さん達にも、そんなこと言ったんですか……」

「や、未来の女の子は好戦的なんだねぇ」

　苦笑する雅臣をよそに、和己は双葉の行動の理由を考えた。

　おそらく、残された時間は少ないのに平静を保っている雅臣に業ごうを煮にやしたのだろう。イヨに気持ちを伝えないまま、実家へ帰ってしまう雅臣をもどかしく思ったのだ。

　手段はともかく、気持ちは理解できる。だけど、最終的にそれを決めるのは当事者だ。第三者は、あくまで事件の外側から見ることしかできない。

　そして双葉はこの恋の結末を、お姉さんの本名から知っている。

　優しい双葉は、それでもなんとかしてあげたいのだ。

　なんでも白黒つけたがる性格と、短気さえ直れば可か愛わいげもあるというのに。

「双葉ちゃん、良くも悪くもまっすぐなんです……すみません」

　妹に代わって頭を下げる和己。

　その双葉は、現在ここにはいない。雅臣の顔を見たくないからと、高原家に泊まっている。女同士、まだイヨの方が安心できるのだろう。

「君はいいのかい、和己君？」

「ええ……僕も、いろいろ気になるから」

　少しだけ広くなった雅臣の下宿。二枚の布団の上で、こちらは男同士、難しい顔をしていた。知らない宿舎で寝ね間ま着きのまま恋愛や結婚の話をするなんて、まるで修学旅行のようだ。

「……僕達の時代でも、親同士が決めた結婚に逆らえないって人はいます。でもそういうのは古い考えで、普通は好きな人同士が自由に結婚できるんです」

「この時代でも法律上はそうだけどね」

「でも、風習が違うんですよね」

　あるいは家や会社のつながりが大事な上流階級では残っているかもしれない。しかし平凡な一般家庭の吉よし永なが家けにとっては、結婚は当人達の問題だ。結果はどうあれ、少なくとも家柄や自分の立場を気にして恋をした経験は、和己にはない。

　何より家柄を大事にする時代。

　さらに東宮電機は大企業だ。華か族ぞくと結婚できるほどの。

　だが、そんなもので人の心は割り切れるものではないだろう。割り切ったところで、きっと心のどこかにしこりは残る。

　雅臣はそれでも覚悟したのだ。

「――僕からも訊かせてください、雅臣さん。本当にそれでいいんですか？　イヨさんのことが好きなんじゃないんですか？」

　布団の上に両手をついて尋ねる和己の目を見て、

「君達はよく似ているなぁ」

　雅臣は顎あごに手をあてて、面白そうにうなずいた。

　そして、腕を組んで考えこむような仕草をしながら語り出す。

「僕はね……潤もイヨさんも、君達や未来の人達も含めて、とにかくできるだけ大勢の人間を幸せにしたいんだ。錬金術を学んでいるのも、そのためだ。僕は東宮電機を継ぎ、社員を養っていかなければならない。人々の役に立つ製品を、沢山売らなければならない。そうすればもっと多くの人達が幸せになると信じて」

　雅臣は笑っていた。

　それは夢を語った昨晩とは、全く違う笑顔だった。

「でも、一番幸せにしたいのは、潤とイヨさんだ。あの二人が幸せになるのなら、僕はどんな犠ぎ牲せいも払う。会社を継ぐのも、彼らをより助けられるかも知れないという打算があるからだ」

「でも……それじゃあ、雅臣さんの幸せは？」

　一番肝心なことを、和己は尋ねる。

　しかし雅臣はおどけてこう言うのだった。

「や、これはすっかり忘れていた」

　――そんなわけないのに。

　それでも和己は何も言い返せなかった。




　客人が寝静まった深夜。雅臣は音を立てないように部屋を抜け出した。下宿の人間を起こさないように、そっと抜き足で外に出る。板張りの床がきしむ音が雅臣の心臓を強く跳ねさせるが、起きる者はいなかった。

　虫と犬の声しか届かない夜の町を、雅臣は無表情に歩く。下宿からまっすぐ進み、角を三つ曲がったところにある電灯の下に、男が立っていた。着流しの男、小こ林ばやしである。自慢の刀を持ったまま、じっと黙もく想そうしている。他に部下はいない。

「小林さん」

　雅臣が呼びかけると、小林はゆっくりと目を開けた。

「坊ちゃん……久しゅうございやす」

　小林は着流しを正し、雅臣に頭を下げた。久ひさ方かたぶりの対面だが、この不必要なまでに丁てい寧ねいな態度は変わっていない。郷きよう愁しゆうが雅臣の胸をよぎり、悲しくなった。

「申し訳ねぇ。坊ちゃんをこんな夜や分ぶんに呼び出してしまって」

「時間を指定したのは僕ですよ」

　雅臣が小さく笑うと、不意に腕を取られた。常人より僅わずかに色が白いが、太さも硬さも申し分ない。その腕を軽く握り、時にはさすって確かめる小林。

「……ずいぶんと太くなりやしたね。昔は本しか読まないヒョロヒョロの坊ぼう主ずだったのに」

「いつの話ですか」

　微笑する雅臣。小林は手を離し、僅わずかに顔をほころばせる。

「いや、正直、雅臣坊ちゃんがこんなに逞たくましく育っているなんて、あっしにゃ想像もつきませんでしたよ。これなら安心してお嬢さんを任せられます」

「……話というのは、琴こと子こさんのことですか」

「他にあると思いやすか？」

　小林が刀の鞘さやで地面を叩いた。しばらく沈黙が続く。潤と二人で話した時とは違う、重苦しい空気である。人通りもない蒸し暑い夏の夜。いつしか虫の声も止やみ、風に揺れる草の音ねだけが僅かに残るのみ。

「……お嬢さんが、泣いておられました」

　剛ごう胆たんな風ふう貌ぼうに似合わない小さな声だった。それを聞いて、雅臣は琴子よりも、小林に対して申し訳ない気持ちになる。幼かった琴子をどれだけ可愛がっていたか、それは雅臣が幼かった頃から目に焼きついているのである。

「小林さん……」

「ただね」

　軽く咳払いをして、小林は続ける。

「あっしは坊ちゃんとも長い付き合いだ。家に帰れない事情も良く分かっとりやす。坊ちゃんは昔からそうでした。興味のあることにゃ、メシも食わずに突っ走る。覚えてますかい？　初めて一ひとツ橋ばしの家に遊びに来た時、泳げもしないのに池の鯉こいに向かって飛びこんだの」

「覚えてますよ。鯉を見るのは初めてでしたから。小林さんが助けてくれたんですよね」

「そうです。あん時から坊ちゃんは変わってねぇ。錬金術とやらに没頭して東宮の家を蔑ないがしろにするってのも、あっしの目には自然に見えます。男にはそのくらいの気き概がいがあって然しかるべきだ」

　小林が微笑む。彼がこんな風に優しく笑うのを、雅臣は久しぶりに見た。

　そう思ったのも一瞬で、小林は仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ると鞘で地面を叩く。

「だがお嬢さんは別だ。今でも坊ちゃんのことを待っとりやす。坊ちゃんはそれでいいかもしれませんが、あっしはこれ以上お嬢さんが悲しむのを見ていられねぇんで」

　素人しろうとの雅臣にでもはっきりと分かる殺気がこもっていた。

「……正直な話、あっしにゃ会社なんかどうでもいいんです。手のつけられねぇヤクザだったあっしを拾ってくれた一ツ橋には死んでも返せない恩がありやすが、それ以上に娘のように見守ってきた琴子お嬢さんは、あっしの夢そのものなんですよ」

　琴子の親も何かと忙しく、構ってやれないため、必然的に小林が世話役を買って出たのである。小林にとって大切なものは二つあるが、刀と琴子を比べた時点で勝ち負けは明白だ。

　その琴子の心情を汲くみ、彼女を労いたわりたい気持ち。それが雅臣の心に存在せぬわけではない。しかし雅臣にも譲れないものがあった。

「……僕にとって、錬金術がその夢なんです。日本を救うために、戦争が激化する前に、作っておきたい物があるんです」

「それが完成すりゃあ、琴子お嬢さんを娶ると？」

「……はい」

　力無く答える雅臣。自分がどうしてこんなに心苦しいのか、雅臣はその答えを考えたくなかった。

　琴子とは子供の頃から一緒だった。ずっと仲良く付き合っていた。

　好きだった。そのつもりだった。

　――イヨに出会うまでは。

　鞘が地面を叩く音で、雅臣は我に返った。

「よござんす。それならばあっしも坊ちゃんのために最善を尽くしやしょう。坊ちゃんだって、あっしにゃ息子も同然だ。何かできることはありやすか？」

「……金が必要なんです。すぐにでも」

「わかりやした。一ツ橋の方に言って用意させましょう」

「すみません」

「勘違いしないでくだせえ。これもお嬢さんのためだ。二人が納得する結果になるために、努力を惜おしまねぇだけです」

　街灯に照らされた小林の顔は、苦く渋じゆうに満ちていた。煮え切らない雅臣に苛いら立だちを感じながらも、放っておけない優しさがあるのだ。

「ただし」

　小林の長ドスが地面を叩く。

「あっしが手伝うのは錬金術だけです。坊ちゃんのご友人――高原さんと仰おつしやいましたか、その家の女に目が眩くらんだとなっては」

　どくん、と雅臣の胸が跳ね上がった。

　高原家の――イヨが。小林にも知られていたのだ。

「その時には――」

　かちん、と金属音がした。小林が刀を抜いたのかと思ったが、先ほどから小林の手は鞘を握ったままであった。

　雅臣の足あし下もとに何かが落ちてくる。

　街灯に集まった数匹の蛾がが、一匹残らず両断されていた。小林の居い合あいの技であった。

　雅臣は蛾が飛んでいたことすら気づかなかった。

「――あっしは座ざ頭とう市いちよりも強くなるでしょう」













　金は夜の内に届けさせる、と念を押して、小林は静かに去っていく。

　雅臣は街灯の下でいつまでも立ち尽くしていた。

　小林も雅臣も、自分の夢のために必死なのだ。

　イヨと琴子の顔が、雅臣の頭の中でぐるぐると回っていた。
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　次の日。

　雅臣が「拾った」と言い張る金銀合計二百キロを使用して、再度賢者の石の複製に取りかかることとなった。今回は量が多いため、作業を三回に分けなければならなかった。ガーゴイルの苦労も三倍になったが、夕方までに賢者の石は完成した。潤が見るに、量も質も申し分ないそうだ。

「質って、どうやってわかるんですか？」

　和己が聞くと、

「色だね。本当の魔石は見る者を魅み了りようする力を持っているんだ」

　そう聞いた後に石を見てみたが、和己にはよくわからなかった。少なくとも魅了はされない。

　そうしてできあがった賢者の石の複製を、今度は加工する。

　普通の金属ならば、強い熱を加えて溶かすのだが、なにしろガーゴイルの身体になるほど強い石だ。普通の炎では溶けないはず。

「いや、実はこれで完成じゃないんだ」

　イヨがいないのでフンドシ姿になった潤が、賢者の石を金かな槌づちで叩くと、なんとあっさり崩くずれてしまった。

「このボロボロの石に、さらに金を加えることによって、賢者の石は完成するんだ。和己くん、ちょっとこれ持ってくれ」

　潤から手渡されたのは、水晶でできた容器。

　なんとこの容器、犬の形をしていた。

『このような物、どこで手に入れたのだ？』

「作ったんだよ」

　最近の制作だろう。背中の部分に、前の石像にはないトゲや翼がある。

　容器に崩れる石をありったけ詰め込み、さらにその中に溶かした金を流しこんだ。つまり金はほかの材料の二倍必要だったのだ。

　待つことさらに二時間。熱した金を入れたのに、水晶の容器は割れなかった。

「できたぁっ！」

　金槌で容器を割ると、中から出てきたのは黒い犬の石像。

　ついに、ガーゴイルと同じ石像が完成したのである。

「やったな潤！」

「ああ！」

　手を打ち鳴らして喜ぶ、潤と雅臣。

　完成した黒い石像は、ある一点を除けばガーゴイルと遜そん色しよくない出来だった。ガーゴイルが冷凍光線で冷やしているため、スモークがかかったように見える。

「どう、ガーくん？」

『むう、不思議な気分だ。我が生まれる瞬間は……』

　和己も自分自身の出産シーンを目まの当あたりにしたら、ちょっと引くかもしれない。特殊な生まれ方のガーゴイルにしてみれば、さぞ妙な気分だろう。

「お、できてる！」

　地下室に、双葉とイヨが入ってきた。

「やあ二人とも、ちょうどいいところに！　そっちはどうだい？　そして潤は早いところ服を着てくれ」

　雅臣の質問に、二人は首を横に振る。潤は首を縦に振り、服を着始める。

　イヨに連れられて町へ繰り出し、今までお姉さんを捜していた双葉。どうやら昨夜のうちに仲直りしたようだが、成果は顔を見ればわかる。やはり石像を完成させて、一いつ斉せい検索をかけるのが確実なようだ。

「おーおー、ちゃんとガーゴイルの形になってんじゃん」

　完成した石像をしげしげと見つめる双葉。イヨも感心した様子。

　外見上はガーゴイルと何一つ変わらない。それなのに、あとから入ってきた双葉たちにどうやって違いがわかるのか。

　まず最初にわかるのは、鈴の有う無むだった。ガーゴイルの大切なお守りだ。それとガーゴイルの胸にある白い装そう甲こうが石像にはない。首の紋もん様ようもなかった。

「イヨさん、ちょうどいい。これから行動意識を入力するんで、手伝ってくれ」

「あ、はい」

　着替え終わった潤の指示の下、冷やされた石像を中心にまた機械が並べられる。構図としては最初の時と変わらないが、中心の石像が黒くなっただけで存在感が変わってくる。

　石像に電極をつなぎ、それをシンプルな機械につないだ。

　台座に載った黒い球状の機械。なんだか地球儀を思わせる装置。球の表面には見たこともない文字がびっしりと書かれており、その文字はガーゴイルの首に描かれている模様に酷こく似じしていた。

「なんだこれ？」

　和己が聞きたかったことを、双葉が先に聞いてくれた。

「呪じゆ文もんを簡略化する装置だよ」

　さらりと潤が言った言葉に、和己も双葉も耳を疑った。

「ルーマニアの魔術学者から譲ゆずってもらったんだ。最新式だけど、魔術という不確定の要素を使う分、慎重にやらないとね」

　錬金術と魔術は同じような学問なのだろうか。でも、お姉さんが造った商品は魔術的な要素が強い。というか科学では説明できない。奇妙な道具を作るには、やはり奇妙な機械がいるのだろう。

　しかしそれでも、そんな怪あやしげな物を使って大丈夫なのか。

「いや大丈夫！　何度も実験したんだ、確実に成功するよ！」

　和己の視線に気づいたのか、フォローするように潤が取り出したのは、半球状のヘルメット。どこかで見たことがあると思ったら、記憶発掘寝台に接続する際に使ったあのヘルメットと同一のものだった。

「イヨさん、頼んだよ」

　石像の隣に座ったイヨに、ヘルメットをかぶせる潤。ヘルメットは石像と連結していた。

「なぁ、これから何するんだ？」

「石像に意識を移すんですよ。わたくしの思考の一番簡単な部分を入力して、自律行動を促うながすんです」

　尋ねる双葉の肩に、イヨが優しく手を置いた。

「えーとつまり、動くとか話すとか、そういう簡単な行動をさせるんですか？」

　和己が尋ねると、潤が黒い球体を叩いて説明する。

「その通り！　この魔術装置はもともと物体に魂たましいを込めるために作られたんだ！　でもその魔術を完かん璧ぺきに行うと術者は死んじゃうから、改良して意識を複製するだけにしたんだ！」

「死ぬって……大丈夫なんですか？」

　本やマンガだと、魔法使いの術は代償に使用者の命を求めるものが多い。少なくとも昔のファンタジーにはそういう魔法ばかりだ。そんな方法で命を落とした者は、大たい抵てい地獄行きだろうに……。

「だから改良したんだって！　平気だよ！」

　潤が念を押すのは、これからそれを使うイヨに配慮してのことだろう。

「でも、なんでイヨ姉ちゃんなんだよ？」

　尋ねたあと、双葉はほかの人間を見回すが、

「あ……まぁ、確かに一番常識的な考え方してそうだけどな」

　勝手に結論づける双葉。潤も雅臣も苦笑したまま、反論しない。そんな二人をフォローしようとするが、上手い言葉が出てこないイヨ。

「そ、それでは始めましょう。これが最後です」

　イヨが場をまとめ、というか流し、装置の調整に入った。

　潤が黒球体を操作する。ただ触っているようにしか見えないが、球体の文字がぼんやりと光り始めている。

「もうすぐ……もうすぐ、僕たちの夢が叶かなうんだ……！」

　これ以上は潤の手にゆだねるしかない。手伝うだけの和己は、両手を合わせて仏に祈るだけ。双葉も、助手の雅臣も同様だった。

　ガーゴイルはもっと複雑な気持ちだろう。兄弟でも子供でもない、自分の分身が誕生しようというのだ。

　突然、イヨの首が下がった。意識を失ったようだ。

「イヨ姉ちゃん!?」

「心配ない……よし……成功している…………このまま……」

　潤の指先が、黒球体の表面を精密機械を扱うようになでる。球体の文字は光を増しているが、イヨにも石像にも変化は見られない。

　やがて、黒球体から光が消えた。

「ううん……」

　覚かく醒せいしたイヨがヘルメットを取り、周囲を見回す。作業が終わったようだ。

「……どうだい？」

　潤の問いに答えるべく、雅臣が石像にふれた。

　だが、石像に変化は見られなかった。話す素そ振ぶりも、動く気配もない。

「だめだ……」

　雅臣の悲痛な声に、全員が溜息を漏もらす。

『むう。その魔術装置とやらは正常に作動していたのか？』

「ああ……賢者の石に意識は移っている。どうして動かないんだ……？」

　黒球体を叩く潤。

　門番型自動石像を作る上での作業は、これが最後のはず。石像が動き出すために必要な「身体」と「意識」は揃そろっているのに。

「ぼくの理論ならば、これで動くはずなんだ……」

　理論が間違っていたとすれば、最初から作り直しだ。彼らがあんなに張り切って流した汗が、全て無む駄だだったことになる。

「くそっ！」

　木箱を蹴り飛ばす音に、和己が震えた。蹴ったのは雅臣だった。

「どうするんだ潤！　また最初からやり直すのか!?」

　あの理性的な雅臣が、苛立ちを隠そうともせずに潤に詰め寄っている。

「どこが間違っていたんだ!?　素材か？　意識か？」

「待て雅臣、それをこれから調べるんだよ。少し落ち着け」

「落ち着けるか！　やっとここまで来たんだぞ！」

　胸むな倉ぐらを摑まれた潤は、それでも冷静に雅臣をなだめようとする。

「いいか雅臣、錬金術も魔術も、みんな突き詰めれば決められた体系が見えてくる。それを理解しなければ次に進めない。逆に焦あせってしまっては、見える真理も見えてこない。ここはゆっくり、石像が動かない原因を探るんだ。もしかしたら簡単な失敗だったかも――」

「僕にはゆっくり探している時間なんてないんだ！」

　潤を突き飛ばし、地下室を飛び出す雅臣。

「雅臣さん！」

　全員が雅臣を追いかけようとしたが、

「イヨさん、君が行ってくれ」

　潤はすでに石像の点検に入っていた。もう雅臣の方を見ていない。

「君がいい。頼む」

「は……はい」

　すぐにイヨが地下室を出る。

　残された和己、双葉、ガーゴイルに、潤が手招きをする。

「すまないが手伝ってくれ。雅臣が戻ったら、すぐに再開できるように。あいつの言う通り、時間が惜しい」

　潤は服を脱ぎ、フンドシ一丁になる。

「双葉ちゃんには悪いけど、外見に構っていられない。全力でいこう」

　文字通りフンドシを締め直す潤。

　和己も双葉も、強くうなずいた。
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　勢いよく飛び出したはいいものの、怒りの矛ほこ先さきが見つけられぬ雅臣は、高原商會の手前の道路で立ち尽くすしかなかった。ずっと地下室にこもりっきりだったので、夕焼け空が目に突き刺さる。

　真っ赤に染まる視界。大きく息を吸い込んで、肺の空気を入れ換える。ついでに気分も落ち着けようとする。しかし胸の中に溜まった澱おりはどうあがいても消えぬ。

「もう少しで……完成するのに……！」

　電柱にもたれかかり、赤い空を見上げた。

　近所の子供達が大量のメンコを持って通り過ぎてゆく。他にも自転車に乗った郵便屋、豆腐売り、風ふう鈴りん売り、買い物帰りの主婦、色々な人間が高原商會の前を通ってゆく。近所の人達から「変へん人じん窟くつ」と称されているこの店を訪ねてくる者は、滅多にいない。

　それでも潤は、自分らを笑う人々を助けるため、発明を続けている。

　そんな潤が好きだったから、雅臣はずっと援助を続けてきた。変人と呼ばれても構わなかった。だが時間が足りぬ。父は待ってくれるか。琴子はなんと言うか。

　引き延ばすにしろ、あと二、三日が限度だ。最初から作り直すことなど不可能だ。

　雅臣の苛立ちが限界を超えそうになった時。ふと、涼やかな風が吹いた。

　ぱしゃり――

　高原商會から出てきたイヨが、店の前に打ち水をしていた。

「イヨさん――」

「あ、すみません。まだ暑いですから、少しだけ……」

　ブリキのバケツを脇に置き、イヨはこちらに歩み寄ってくる。何か言わねばと思っていたが、出てくるのは形式的な謝罪の言葉だけであった。

「……すみませんイヨさん。僕としたことが、取り乱してしまって」

「謝るのでしたら、潤さんに仰ってくださいな」

「あ、ああ、そうですね」

　たった二言で、雅臣の心にも水が打たれたような清涼感が表れ始めた。冷静に戻った途端、今度は別の理由で顔が赤くなってしまう。

　潤への罪悪感と、イヨへの――

「雅臣さん。謝るのには勇気が必要です。落ち着いたら、地下へ戻ってきてください。みんな心配していますよ」

　雅臣は考える。自分がイヨにここまで心を奪うばわれるのは何な故ぜだろう。

　潤はまだいい。彼は単純だし、綺麗な女性には弱いから。勿論それだけではない。周囲から変人と指さされても、ずっと側にいてくれる女性を好かぬはずがないではないか。

　だが雅臣は別だった。子供の頃から綺麗な女性を沢山見てきたし、今日までそれなりに恋もした。言ってしまえば友人の家で働く一介の女性に、どうしてここまで。

「イヨさん」

　そんな彼女の名を、雅臣は呼んだ。イヨは笑顔のまま小首をかしげて、言葉を待っている。その笑顔を崩すことに多少の罪悪感を覚えながらも、雅臣は告げたのであった。

「僕は、もうすぐ実家に帰らなければなりません」

「えっ？」

「父が倒れたんです。父が亡くなる前に、僕は東宮電機の跡取りとして、会社を継がなくてはならない」

「それは……」

　イヨは口を結んで、うなだれてしまう。

「……お父上が倒れられたのでしたら、すぐにでも帰るべきではないでしょうか」

「帰れませんよ。僕にはまだやり残したことがある」

「雅臣さん……」

　愁うれいを含んだ目が雅臣を見上げた。その目は雅臣をどう見ているのだろう。友人としてだろうか。友人の友人としてだろうか。それとも、一人の男としてだろうか。

　雅臣は、迷った。双葉がけしかけてきた事を、実行するか否いなか。

「イヨさん、僕は……」

　汗ばむ手を握る。

「このままでは、僕には悔くいが残る。だから――」

「はい……」

　雅臣はイヨの顔の前で迷い続ける。

　――もしもこの場で、貴女あなたと結婚したい、と言ったならどうなるだろう。

　きっと彼女は困惑するに違いない。

　しかし今を逃のがして、機会があるのか。

　和己が言った未来の他に、選択肢があるのか。

　あるとするならば――

「イヨさん」

　震える手で、雅臣はイヨの肩を摑んだ。

「貴女は聡明な方だ。賢者の石の複製法を考えたのもあなただ」

「えっ？」

「惚とぼけなくていい。教えてください。あの石像を完成するのに、何が足りないんですか？」

　雅臣は、今、一番大切だと思うことをイヨに尋ねた。

　――これで、いい。

　雅臣の心が、少しだけ晴れた。

　自分を見つめる真剣な眼まな差ざしを、錬金術に対する情熱と受け取ったのだろう。数瞬だけ口ごもったが、イヨは静かに話し始めた。

「……肉体も意識も、完璧です。その二つを維い持じするための水銀も硫黄も、充分です」

　見えざる水銀と、触れざる硫黄。鎖さ国こくが廃止される頃に西洋で開発されたこの二つの概がい念ねんが、錬金術に革命を起こした。門番型自動石像における、神経のようなものだ。

「ですが、足りないものが、おそらく一つだけ――」

「それは!?」

「力を行使する肉体も、理性を御する意識も、あるものが無ければ意味を為なしません。人工も天然も関係なく、それは生物と無生物を分ける、たった一つの概念……」

　錬金術師の一つの夢に、人工生命体ホムンクルスの作成がある。

　かつて多くの錬金術師が敗れ去った、夢のまた夢だ。身体を作るのに失敗した者、完成した作品の手で殺された者、偶然によって数秒の命を手に入れた作品を蘇そ生せいさせるために私財をなげうった者。

　しかし現代の錬金術師はさまざまな方法を用いて、この世に数体の人工生命体を生むことに成功している。科学と魔術の進歩のおかげだ。

　彼らは進化した錬金術で、最後のひとかけらを手に入れたのだ。

　それは、全ての根元となる概念――

「――魂、だと思います」

　イヨはきっぱりと告げた。

　雅臣は――その全てを見通すような瞳に、一人の賢者を見た。

　自分がこの女性に傾倒する理由は、この深く透き通る知の瞳なのかもしれぬ。そう思いつつ、彼女の告げる言葉の意味を、雅臣は彼女が立ち去った後も考え続けていた。




　二人がいる道をまっすぐ進んだ地点にある十字路に、一台のシボレーが停とまっていた。

　その助手席から、高原商會を双眼鏡で覗のぞく男がいる。一ツ橋家の用心棒、小林だ。

　そして後部座席に座っているのは一ツ橋家の令嬢、琴子。

　彼女は両手で顔を覆っていた。
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　それでも雅臣が地下室に戻るには、若干の勇気を要した。

　頭を掻きながら渋々戻った彼を迎えたのは、罵ば声せいではなく情けない笑顔であった。どういう実験の結果そうなったのか、潤は全裸で真っ黒焦げだった。チャップリンの喜劇を思わせるその恰好で、潤は「やぁ」と弱々しく手を挙げたのだ。子供達は大爆笑していた。ガーゴイルは無言だった。イヨは顔を真っ赤にして、地下室に入ろうとしなかった。

　雅臣は最初苦笑して、次に子供達以上に笑った。

　そして再開した石像の検査では、実りのある結果は得られなかった。しかし雅臣は満足だった。大笑いしている間に、ふと、気づいたのだ。思い出したと言い換えてもいい。

　――作っている、その瞬間が一番楽しいのだ。

　完成品が最初から目の前に置かれていても、なんの感動も湧わかぬ。もしもそれを期待していたならば、ガーゴイルが目の前に現れた時点で、彼らの夢は終わりだ。潤も雅臣も、ガーゴイルの存在を以もつて、自分たちの石像の完成に役立てることに消極的だった。

　三人の時間が、早く終わってしまうのが惜しかったのかも知れない。




「……焦ることは無かったんだ。僕は欲しい物を殆ほとんど手に入れていたんだから」

『ふむ。自や棄けで言っているわけでもなさそうだな』

　雅臣は自分の下宿で、卓袱ちやぶ台だいの上に座っているガーゴイルに笑いかけた。

　周囲は噓うそのように静まりかえっている。窓から微かすかに入りこんでくる夜風が、蒸し暑い下宿部屋を仄ほのかに冷やしてくれる。実験を繰り返し、気がつけば日付が変わっていた。子供達がまず眠気を訴えたので、高原家に泊めさせた。雅臣はひとり帰宅したというわけである。

「これで石像が完成すれば最高なんだ。あと、もう少しなんだよ」

『起動せぬ原因は我にも分からぬ。錬金術の知識など持ち合わせていないからな』

　石像に必要な最後の要素。イヨはそれを魂だと言った。元来、観念上の存在であるそれを物質として注入するのは難しい。何しろ媒体も手段も分からないのである。魂なる至高の元素を以て物体に命を吹きこむのは、錬金術の究極なのだ。潤はいつの間にかその域にまで達していたのである。雅臣にできることは、もう無い。

「……やるべき事はやった。けれど、今すぐ実家に戻れと言われても、僕は帰れない。……僕の心に一生わだかまりが残ると思うからね」

『そうだな』

　大切な時間を過ごせたことには満足しているが、それでも最後に形を残したいと思うのは当然だ。

『汝のためにも、願いは成じよう就じゆさせておくべきだろう』

「や、でも、石像は必ず潤とイヨさんが完成させてくれるさ。万が一、僕が帰らざるを得なくなっても、おそらく大丈夫だよ」

『我が言いたいのはその事ではない』

「えっ？」

『そのまま帰って、汝は潤殿とイヨ殿を祝福できるのか？』

「そっちの方こそ、もういいんだ。石像が完成すれば、きっと潤がイヨさんを幸せにしてくれる。それでいい。それで満足だ。きっと後悔しない」

『本当か？』

　ガーゴイルの目を見て、雅臣は頷いた。高原商會の前で二人きりになった時、雅臣は選択したのだ。もう迷わない。それで全てが丸く収まるのなら……。

『汝は、自分を不幸だと思っていないな？』

「ああ」

『ならば良い。一つ教えておくが、汝の孫は強き者だ。方向性は少々ずれているが、強き情熱を持った者だ。我の好敵手としてふさわしき者だ。汝もそれに倣い、最後までやり遂げるがよい』

「……励まされていると思っていいんだね？」

　雅臣が苦笑する。その時だった。

　トントンと、軽い音。草木も眠る丑うし三みつ時どきには一時間ほど早いこの時刻に、戸を叩く者がいるのである。潤だろうか。いや、彼ならばもっと強く叩くはずだ。ではイヨだろうか。しかし彼女が尋ねてくる用事などあるものか。

　立ち上がった雅臣。意外に自分の身体が疲れていることを再確認した。誰かは知らねど、用件は手短に済ませてしまおうと決める。おざなりな返事をしながら、雅臣は戸を開け、そしてそこにいた人物を見て瞬時に眠気から解放されたのである。

「……琴子さん？」

「夜分遅く、申し訳ございません……」

　雅臣の許嫁いいなずけである一ツ橋琴子が、古びた下宿の廊下に立っていた。

「どうしたんですこんな時間に。それに、その恰好は」

　琴子は白い着物に身を包んでいた。打うち掛かけから帯、草ぞう履りまで白で統一されており、なんと懐剣まで刺していたのである。まるで花嫁の白しろ無む垢くだ。夢でも見ているのかと我を疑ったが、客人をいつまでも立たせておくわけにもいかず、雅臣は部屋の中を手で示した。

「と、とりあえず入ってください」

「はい。失礼いたします」

　室内へ招き入れると、思い詰めた表情だった琴子は仄ほのかに笑みを見せた。

　雅臣は急いで部屋の中を片づける。見られたら困る卑ひ猥わいな本は片づけ、ガーゴイルを卓袱台から引きずり下ろし、散乱している小物類を一カ所にまとめて放り投げる。屑くず類はきちんと捨てているので、見た目は綺麗になるだろう。

　そんな様子を、琴子は笑いながら眺めていた。

「……なんですか、琴子さん」

「考えたら私わたくし、雅臣さんのお宅にお邪魔するのは初めてですから」

「あ、そ、そうですね」

『その者は？』

　卓袱台から本棚の上に移動したガーゴイル。

「あ、こちらは一ツ橋琴子さん。僕の……許嫁、だよ」

　許嫁と紹介することに、雅臣は僅わずかなためらいを覚えた。琴子に対する罪悪感か――。口ではああ言っておきながら、いまだにその感情は拭い去れていないのだ。

『そうか。我はガーゴイル。吉永家の門番也なり』

　これでもガーゴイルなりに礼を尽くした自己紹介なのだろう。琴子は不思議そうに犬の石像を眺めていたが、すぐに畳に正座して、綺麗に指をついた。

「一ツ橋琴子と申します。お見知りおきのほどを」

　雅臣はその間に素早く茶を入れる支し度たくをする。茶葉を取り出し、急須に入れる。日本では一昨年に発売された魔ま法ほう瓶びんに入れていたお湯で、手早く茶を淹いれた。

「ど、どうぞ」

　失礼の無いように茶を差し出す雅臣。茶の嗜たしなみは琴子の領分だ。作法が間違っていないかと、緊張する雅臣。しかし高級な茶を普段から飲み慣れているはずの琴子は、安物の茶を喜んで受け取った。

「本当なら私が淹れるべきなんでしょうけど……すみません、勝手が分からなくて」

「や、そんな、これしきのことで畏かしこまらないでくださいよ琴子さん！」

　二人して頭を下げる光景は、我ながら滑こつ稽けいだと雅臣は思う。しかし他にどうすることもできないのだ。悲しいかな、それは平素から押し出しの弱い雅臣の性格でもあった。

「あの、それで……琴子さん、どういったご用件ですか？」

「はい……」

　茶を一口啜すすり、琴子はわずかに迷ったあと、こう告げた。

「雅臣さん。どうしてもご実家にお戻りにならないのでしょうか……」

　最初、琴子の言わんとすることが分からなかった。まさかこんな遅くにやってきて、同じ話を蒸し返されるとは思わなかったからだ。どうしても他意があると構えてしまう。

　少し戸惑いながら、雅臣は手を振って弁解する。

「や、ですから、僕は遠からず戻るつもりです。必ず会社は継ぎますから、ご心配には――」

「いいえ……私は、今すぐ戻って欲しいのです。身支度はこちらでやりますから、明日の始発列車で東京へお戻り下さい」

「……琴子さん？」

　妙な雰囲気を感じた次の瞬間、琴子は畳に三つ指をついて頭を下げた。

「お願い申し上げます、雅臣さん。どうかすぐにお戻りになって下さい」

「待ってください琴子さん。ですから僕はいずれ必ず戻ります。何がそんなにご不満なんですか？」

「私には分からないのです。まやかしの様な怪しげな学問で日本をお救いになるなどとは――無学だからでしょうか――私には信じられないのです」

　額をこすりつけんばかりの勢いで懇こん願がんする琴子に、雅臣は息を呑む。

　彼女は、雅臣の言葉が噓だと思っているのか。

　そう考える雅臣は、しかし自分が完全に潔けつ白ぱくなのだろうかと自らを疑い始める。自分は本当に戻るつもりなのだろうか。潤とイヨと錬金術を捨てて。未完成の石像を置いて。

「あなたは東宮電機を継ぐお方です。あのような……心を惑わすものを、続けて欲しくないのです」

　その言葉に、雅臣は心に刺すような痛みを感じた。

　未いまだ諦められずにいる、我が青春を否定された痛みだ。

「惑わすもの――ですか」

　はっ、と顔を上げる琴子。

　自分たちの目標がどれだけ荒こう唐とう無む稽けいなものか、雅臣には分かっているつもりだ。

　だがそれと情熱は関係ない。岩手に住む先生が頑張っているのは、詩が売れないからではない。たとえ売れても書き続けるに決まっている。

　――気づいてしまった。

　明日の始発列車に乗りこんだところで、自分の滾たぎる情熱はもう東京へ戻れないのだと。琴子の言葉を否定する心は、決して会社を継げないのだと。

　自分のもっとも深い部分にある錬金術への想いは、あの石像を作り上げるまで消えることがないのだ。たとえ身を引き裂かれても、口汚く罵ののしられても、大切なものを奪われても、その恋れん慕ぼにも似た気持ちは誰にも変えられない。

　もう、雅臣はどこにも行けない。

　琴子の疑いは、正しかったのだ。

「確かに僕は錬金術の虜とりこです。ですが琴子さん。それでも、僕達の夢なんです。それを叶えるまでは、帰れない。錬金術を世界に広めるのは、僕のためだけではないんです」

　日本の未来を救うため。そうだ。これはもう自分だけの問題ではない。満足したからやめられる夢ではない。

　後悔しないなんて、噓だ。石像が完成しなければ絶対に満足できない。

　しかし琴子は苦しそうに目を逸そらして、こう尋ねるのだった。

「あなたのためだけではないとしたら……あの、イヨと仰る方のためですか？」

「えっ？」

「今日も――お会いになっていましたね」

「どうして、琴子さん……まさか、見ていらしたんですか？」

　琴子は答えない。

　あの時、高原商會の前での会話。あの時は周りに誰もいなかったはずだが……どこかで見られていたのか。

「あの方が、お戻りにならない本当の理由ですか？」

「違いますよ、琴子さん。僕は」

「私は――！」

　絞り出すような琴子の声に、雅臣がたじろぐ。

「私は子供の頃から雅臣さんと一緒でした。あなたの家にもよく遊びに行った。あなたは海の向こうの話をたくさんしてくれて、とても楽しい人だった――本当の兄様みたいに」

　琴子の声が震えた。雅臣は耳を塞ふさぐことなどできぬ。自分の許嫁が恥を忍んで語る言葉を、どうして聞き流せようか。

「そんなあなたが私の夫になると知って、本当に嬉しかったのに……それなのに……」

　琴子の頰に、涙の筋が通る。

　彼女が感情を露あらわにするのを、雅臣は初めて見た。

　いつも笑顔で雅臣の後ろを歩いていた琴子が、今、目の前で。

「あなたは、いつも私を置いていってしまう……」

　嗚お咽えつが響いた。

　涙を拭わず、琴子はただ畳を摑む自分の小さな手を見つめている。

「……私は……あの方のような魅力はありません……何も持たない、ただの女です……」

　悲しげに眉まゆ根ねを寄せる琴子。人の魅力とは氏でも育ちでもなく、全く別の力であることを、琴子は知ってしまっているのだろう。

　敵わない相手がいる。それでも自分の望みを叶えたいと願う琴子。

　雅臣はそんな琴子に強い罪悪感を感じ、目を逸らす。

「こんなことなら……もっと早く……」

　その一瞬だった。

『――っ！』

　ガーゴイルの身体が揺れた。

　雅臣が咄とつ嗟さに腰を浮かせる。

「動かないでください！」

　琴子が――たった一瞬の間に、琴子は懐の短刀を抜き放ち、自らの首筋にあてたのだ。

　白い首筋に赤い線が走る。

「琴子さん！」

「お静かに、雅臣さん――ガーゴイル様も」

『むぅ……』

　ガーゴイルは本棚の上から、じっと様子をうかがうのみだった。刃が頸けい動どう脈みやくを傷つけるかもしれない。少しの刺激でも危険だということを、ガーゴイルは考えているのだろう。

「や、琴子さん、やめるんだ。馬鹿なことはよせ」

　立とうとして、立ち上がれぬ雅臣。なんとか琴子をなだめようとするが、動揺していて上手く喋ることすらできない。

「馬鹿なことでも構いません。雅臣さんに話を聞いていただけるのでしたら――お願い申し上げます、もう錬金術からもあの方からも手をお引きになって下さい」

「だから、石像が完成したら手を引くと――」

「もう……もう待てません……！」

　刃を首にあて、嗚お咽えつを漏らす琴子。しかしその目は異様なほどに冷めていた。本当に死を覚悟しているのだ。

　そして、最悪の時期に現れる人物。

「雅臣坊ちゃん！　お嬢さんがいなくなっちまったんでさぁ！　どこかに心当たりは――」

　戸を叩きもせずに入ってきたのは、用心棒の小林だった。

　琴子はそれでも眉一つ動かさず、雅臣を睨にらみ続けている。

「お……お嬢…………さん」

　主の様子を見て腰が抜けそうになる小林。手に持った刀を杖つえ代わりに、よろけそうになるのを寸前で堪こらえている。

「お嬢さん、何をやって――」

「……ごめんなさい、小林」

　琴子は雅臣から視線を離さずに答えた。

　小林の目には、この光景はどう映ったであろうか。目に入れても痛くないほど可愛がっていた琴子が、首に短刀を当てて雅臣の前で泣いている。

「……ごめんなさい……でも、もう限界なんです。もう、あのイヨという方とあなたが一緒にいるのを、見ているだけで辛つらいんです……」

　すすり泣く琴子。

　小林が握る刀が、カタカタと音を立て震える。

「う――」

　雅臣は見た。小林の目尻に涙が浮かんでいるのを。あれほど強い男が、自分の主の前で涙を流すとは。それほど眼前の光景は強い衝撃だったのであろう。

「うおおおおおおおっ！」

　ずだん！

　小林が床を強く踏みしめた。

　その一瞬の後、小林の身体が深く沈んでいた。何かを終えた動作だった。

「……坊ちゃん……あっしとの約束を破りやしたね！」

　雅臣の視界を何かがよぎった。それが自分の前髪だと気づいたのは、目の前の畳と、卓袱台が真っ二つに斬られるのを目の当たりにしてからだった。

　たった一瞬で、小林はその三つを斬り捨てたのだ。

「お嬢さん……アレがいけないんですかい？　錬金術がお嬢さんを泣かせているんですかい？　イヨという女がお嬢さんを悲しませているんですかい!?」

「待ってください小林さん！」

　雅臣が制止しようとするが、琴子の眼力に押されて動けぬ。下手に刺激すると、琴子が行動してしまう。

　琴子は何も答えなかった。小林はじっと雅臣を睨みつけている。

「ちょっと、なんだい今の音は!?」

　下の階から下宿のおかみさんが走り寄ってきた。

　顔を真っ赤にしている小林を見つけると、

「あんた！　また大きな音立てて――」

「じゃかあしい！」

　殺気のこめられた一いつ喝かつに、おかみさんが怯ひるむ。

　同時に刀の柄つかでおかみさんの鳩みぞ尾おちを強打する。どんな下宿人にも負けないおかみさんは、小林の一撃であっけなく気絶してしまった。

「錬金術が…………イヨが……お嬢さんを……！」

　そして小林は鼻を一つすすると、外に向けて飛び出していった。

　目的地など、聞かずとも分かる。

　高原商會だ。錬金術とイヨをこの世から亡くすつもりなのだ。

「小林さん！」

　走り出そうとする雅臣だったが、

「動かないでください！」

　雅臣は拳を握りしめて、声の主を睨みつける。

　琴子はさらに強く刃を押しつけていた。首の皮が僅かに切れている。

　彼女もまた、短刀の柄を震えるほど強く握っていた。

『……高原商會には我の家族もいる。手を出したら許さぬぞ』

　瞳を輝かせるガーゴイル。臨戦態勢だ。しかしガーゴイルは先ほどから動けなかった。それでも琴子の身を案じてくれているのであろう。ガーゴイルがいくら強い攻撃力を持っていたとしても、この状況では意味がない。

「ガーゴイル様にはお詫びの言葉もございません。私は、雅臣さんに少しでもお話を聞いてもらいたかっただけなのです。それだけで……それだけで良かったのです」

『汝は――愚か者だ』

「はい……ですから、このような方法しか思いつかなかったのです……」

　涙を流しながら、それでも微笑む琴子。

　立ち尽くしたまま、座ることもできない状態で、雅臣は気づいたのであった。

　――琴子の恰好は、死しに装しよう束ぞくのつもりなのだ。
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「……て…………起きて……和己くん……」

　身体を揺すられて、和己は目を覚ました。

　作業の疲れがまだ取れず、覚かく醒せいはしたものの立ち上がれなかった。自分を起こしている大柄な人影が潤なのかイヨなのか、判別もできないほどだ。

「……起きてください……和己さん……」

「あーダメダメ。兄貴はこんくらいやらねーと」

「うわ、双葉ちゃんそれはちょっとマズくないか!?」

　飛び起きた。

　そのまま転がるようにして布団から出て、部屋の隅っこまで逃げる和己。見ればさっきまで寝ていた布団に双葉が乗っかっていた。いったい何をされる所だったのだろうか。

「お、起きたね和己くん」

　フンドシ一丁の潤が呑のん気きに手を上げた。

「ど、どうしたんですか……？」

　見れば、イヨも双葉も深刻な顔をしている。石像に何か異変でもあったのだろうか。

「変なんです」

　イヨは窓の外を見ていた。

「誰かが……大勢で家の周りを囲んでいるようで……」

「ええ？」

　窓の外を見てみるが、暗くてよくわからない。侵入者ならガーゴイルが気づくはずなのだが。いや、ガーゴイルの感覚器はこの世界では役に立たない。侵入者が来てもわからないのだ。

「泥棒……かな？」

　和己が震えながら部屋の周囲を見回すが、人がいるかどうかなんてわからない。こういう事はガーゴイルが率先してやるからだ。確かガーゴイルは雅臣の家にいるはず。早く帰ってきて欲しい。

「泥棒にしては、なんだかおかしい。取り囲む必要なんてないんだからね」

　フンドシ姿の潤が眺めているのは、小さな機械。

　ちらりとそれを見ると、潤はそれを和己に向かって掲げてくれた。

「ん、これかい？　ぼくが作った防犯用索敵機だよ。超微量の見えざる水銀を周囲に散布して、見えないところの人を察知する機械なんだ。情報を限定しないと使えないのが難点だから、この機械は人間の位置だけを知るようにしてある」

「ガーくんも、その機械を使ってるんですか？」

「ああ。石像の処理能力ならば、どんな情報でも処理できるからね。そうでなくちゃ守れないから」

　ガーゴイルの感覚器の正体は、これだったのだ。

　新事実を知って感心する和己と双葉。

「それで、この家の周りに、泥棒はどれくらいいるんです？」

　和己も機械を見るが、たくさんの光点が明滅していることしかわからない。どう見ればよいのか。

「うーんと……これによると、四人の人間がすぐ近くまで来てるようだね」

「すぐ近くって、どれくらいだよ？」

　双葉の質問に答えたのは、潤ではなかった。

　トントン、と窓が叩かれる音。

　窓の外には人影が。

　嫌な予感がして、全員が立ち上がる。

　その時、寝室のふすまが開いた。

「……お嬢さん、綺麗な兄ちゃん。あと、お二人さん」

　先日、雅臣の下宿で会った着流しの男が立ちはだかっていた。

「憎んでくだせえ。悪く思ってくだせえ。あっしは琴子お嬢さんのために、この身を刃やいばに変えましょう。強盗だろうが、人殺しだろうが、琴子お嬢さんの涙に比べりゃ屁へみてぇなもんだ」

　着流しの男、小林の手には太い縄が握られていた。






























　琴こと子こと初めて出会ったのは、雅まさ臣おみが双ふた葉ばと同じくらいの年齢だった頃。まだ時は明治だった。高たか原はら家けが父親の計らいでイヨを引き取ったように、彼の実家――東とう宮ぐう電機は一ひとツ橋ばし家によって買われた。戦争によってこれから大きくなると踏んだからだ。

　その時はまだ、雅臣と琴子は父親を通じた仲でしかなかった。互いの関係がはっきりしたのは、二人が遊ばなくなってからだ。琴子は全寮制の女学校に入り、雅臣は大学で錬れん金きん術じゆつに魅み入いられた。

　琴子が許嫁いいなずけだ、そう父親から聞かされた時、雅臣は素直に喜よろこんだ。知らない女性と結婚させられるよりは良いと思ったのだ。しかしそれは消去法による考え方であり、けっして琴子を一番好いているわけではなかった。

　もしも彼女よりも魅力的な女性が現れれば、その時は――

　しかし琴子は違っていた。もう長いこと顔も見ていない雅臣のことを、心から愛していたのだ。家など関係なく、一人の人間として雅臣と添い遂げようと決めていたのである。その想いを知った時、雅臣は嬉うれしさよりも罪悪感に苛さいなまれた。

　子供の頃を考えると、きっと今の雅臣は別人にしか見えなかっただろう。錬金術と他の女に偏へん執しつし、自分のことは見向きもしない。話も聞いてくれない。伝えたいことが伝えられない。

　そんな雅臣がイヨと親しげに話しているのを見てしまった時、彼女は悟さとったに違いない。

　錬金術とあの女がこの世に存在する限り、雅臣は自分に振り向いてくれない、と。

　いつも後ろを歩いてきた琴子が自分と対等に話すためには、文字通り命を賭かけるよりないと、今の琴子は思うしかなかったのだ。

　雅臣の、譲らなかった身勝手のせいで。




「琴子さん……そんなことをして、誰だれが得をするっていうんだ？」

　腰を浮かせたまま、雅臣は制止するように手のひらを琴子に向けている。

『その通りだ。汝なんじが死ぬ必要は全まつたくない』

　本棚の上から琴子を見下ろしているガーゴイル。どんな凶悪犯でも光線で黙らせることができるはずのガーゴイルだが、琴子の意外な行動に戸惑っているようであった。最強の光線も、最強の硬度も、か弱い女性の覚悟にはかなわぬのか。

『汝が刃やいばを向けるべきは、汝ではない。雅臣殿だ』

「ガーゴイル君？」

『雅臣殿に伝えたいことがあるのであれば、汝の舌で伝えればよいではないか。言葉なら、愛でも刃でも自由に込められる。雅臣殿がどのように汝を傷つけたかは我われの知るところではないが、雅臣殿にも聞く余裕はあるだろう』

「そ、そうだ琴子さん。言いたいことがあるなら、普通に言えば――」

　しかし琴子は首を振る。刃がわずかに首筋に食いこみ、雅臣が言葉を呑のみこむ。

「あなたはそう言って……結局、何一つとして聞いてくれませんでした。昔はそうではなかったのに。私わたくしのつまらない話を、いつも楽しそうに聞いてくれたのに」

　雅臣は言葉に詰まった。たった今、琴子に指し摘てきされて初めてその事実に気づいたからだ。錬金術があまりにも楽しくて、琴子の存在を脇わきへ追いやってしまったのは、紛まぎれもない事実だった。

「……錬金術が、あなたの耳を塞ふさいでしまったのですか？　それとも、変わったのは私の方ですか？」

「そ、そうじゃありません！」

「では、どうしてお戻りにならないのですか？　どうして錬金術を続けるのですか？」

　琴子が唇くちびるを嚙かみしめ、短刀を両手で握り直す。

　今は、この冷たい武器の方が、彼女の言葉なのだ。

「どうして――あの方の話なら聞くのですか？」

「僕は……」

　彼女が震えているのは、罪の意識からなのか。――琴子は、幼少の頃から誰よりも心優しく、おとなしい少女であった。人を傷つける事など雅臣には想像もできなかった。

　なのに、そんな感情を彼女に抱いだかせてしまった――。

　琴子の気持ちは痛いほどに分かるが、考え方が違うのだ。雅臣は錬金術もイヨも会社も、そして琴子も同じ舞台に立たせている。しかし琴子は、それらを天てん秤びんに乗せて考えているのだ。

　全すべては大切な人のため。それは雅臣も琴子も同じだ。

　だから雅臣も譲れないのに。

「琴子さん……僕は、必ず戻ります。イヨさんは潤じゆんが幸せにしてくれる。僕の出る幕は無い。貴女が心配するようなことは何も無いのです。父は大嫌いだが、社員は別だ。会社経営も怠おこたりません」

　努めて優しい声で、雅臣は言った。

「ですから、もう少しだけ――もう少しだけ、時間を下さい」

「あなたの言葉を信じたいのです……ですが、私はどうすればいいのですか？　あなたがあの方と話すのを見ているだけで私は、どこか遠くへ行ってしまうのではないかと――」

　ぎっ……。

　小さな異音に、琴子が顔を上げる。

　雅臣の爪が、畳に食いこんでいた。

「琴子さん……！」

　畳を握る雅臣は、反対の手で苦しそうに自分の胸を摑つかんだ。

『雅臣殿、刺激してはならぬ』

　様子を察したガーゴイルの忠告を無視して、雅臣は続ける。怒ど鳴なりたくなる衝動を抑えながら、しかし心の底から湧わき上がってくる言葉を、努めて冷静に口に出そうとする。

「やめましょう、琴子さん……自分の幸せだけを考えるのは……！」

　彼女の事情も心情も全て分かっている。目の前の琴子から、それを学んだ。話し合うべきなのだ。しかし、それは今ではない。違う場所で、夢と命が危険に晒さらされている親友がいるのだ。

「貴女の気持ちは痛いほど分かります……ですが、無関係の人を傷つけてまで、僕は幸せになりたくない……」

「――そんなの、噓うそです。あなたはいつだって自分のことしか」

「違います！　僕は自分の幸せなんてどうでもいい！」

　咄とつ嗟さに声を荒らげ、琴子が身をすくませるが、雅臣は構わず続ける。

　譲れないもの――雅臣にとってのそれは、夢ではない。その先だ。

「……琴子さん。今、東北の農村はどれくらい貧しいかご存じですか？　戦争がどれほどの被害をもたらすかご存じですか？」

「そ、それは……」

　華か族ぞくの令嬢に分かるものか。ずっと安全な場所で暮らしていた者には。

　それは彼女の責任ではない。だが、雅臣は知っておいてもらいたかった。

「イヨさんは貧しい村で生まれました。そんな彼女を助けたいと思ったのも、事実です。ですが僕が助けたいのはイヨさんだけじゃない。潤も、貴女も、日本中の人を幸せにするために錬金術を志こころざしているんです」

　今もなお、農民を幸せにするために鍬くわを取っている詩人がいる。

　そんな男に感化された者が、錬金術で石像を作っている。

　雅臣はそんな親友の笑顔に、日本のあるべき未来を見たのだ。

「僕には石像を完成させるという目標がある。貴女にはまだ説明していませんでしたが、あれは錬金術の力で家を守るための物です。これから戦争が激しくなった時、あの石像が普及すれば、きっと助かる命もある」

「雅臣さん……」

「錬金術を知らない貴女から見れば、奇妙に見えるかも知れませんが、僕も潤も、そのためにずっと心血を注そそいでいるんです。貴女達の幸せが、僕にとっての幸せですから」

　そして雅臣は畳に両手をつき――琴子に対して土下座した。

　女性が軽視されがちなこの時代、男が女に頭を下げることは恥とされている。だが彼にとってはこんなもの恥でもなんでもない。琴子を一人の対等な人間と見ているからこそ、畳に頭をついたのだ。

　未来のため、琴子を幸せにするために。

「お願いします――僕達の夢を、叶かなえさせてください」

　夏なのに、雪が降り積もったような静せい寂じやくが訪れた。

　額を畳につけている雅臣には、琴子がどんな表情をしているか分からない。たとえ幻滅されても構わない。刃を持たぬ自分には、全てをさらけ出すしかないのだ。

　そして――

「……クスッ」

　小さな笑いをもらしたのは、琴子の唇であった。

　顔を上げる雅臣。

　刃を首に当てたまま無む邪じや気きに笑うその仕草は、先ほどの琴子からは感じられない朗ほがらかさが見てとれた。

「夢を語る時の雅臣さん――まるで、子供みたいでした」

　雅臣と琴子の目が合う。

　静かに笑う琴子もまた、子供のように優しい目をしていた。

　その笑顔を見て、たった一瞬だが、雅臣は彼女を抱きしめたい衝しよう動どうに駆かられた。

　それほどまでに、彼女は儚はかなく見えた。

「本当に…………あの頃みたいに……」

　琴子の瞳から、雫しずくが一滴。

「兄様……」

　短刀が、手から離れて畳に落ちた。

　次の瞬間、部屋が光った。

　琴子の身体がビクリと震え、そして彼女は気を失い倒れた。

　着物が焦こげる匂においが雅臣の鼻を突く。

『すまぬ。だが威力は限界まで絞った。この場合はこれが最善だと判断した』

　本棚の上で、ガーゴイルが瞳を輝かせていた。

　一瞬、雅臣は叱しかりそうになったが、

「いや――有り難う」

　頭を振って、雅臣は昏こん倒とうしている琴子の上半身を抱き上げた。彼女の目の端はしに溜たまった涙が、頰ほおを伝って畳に落ちた。

　雅臣は涙の筋を手でそっと拭ぬぐい、丁てい寧ねいに畳に横たわらせた。

「ガーゴイル君、先にイヨさんと潤を助けに行ってくれ。僕も後から行く」

『承知した』

　本棚に視線を戻すと、ガーゴイルはもう消失していた。

　雅臣は琴子に毛布を掛け、その側にひざまずく。

　琴子の乱れた髪を直し、雅臣は彼女の手を強く握った。その腕は折れそうなほどに細く、短刀を握りしめていたため、赤く熱を持っていた。こんな小さな手で、ずっと握りしめていたのである。

「……すまない」

　祈りを捧ささげるように目を閉じる。

　そして雅臣は廊下に倒れているおかみさんの処置を隣の住民に頼むと、返事も聞かずに下宿を飛び出した。
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　町からわずかに離れた場所に、その空き家はあった。

　使われていない家の隅すみにある、使われていない倉の中で和かず己みたちは拘こう束そくされていた。

　倉の中は裸電球一つで照らされており、薄暗かった。おそらく前の持ち主の趣味だろう、古びた刀や槍やりなどが隅の方に散らばっている。価値のある刀剣類は持ち出したと思われる。そのほかには材木や古本などが置かれていた。

　残りは空っぽだ。ある意味、人が集まって何かをするのに充分な広さを有している。

　倉の奥には小さな座敷があり、イヨと双ふた葉ばと和己はそこの柱に三人まとめて括くくりつけられていた。女子供として配慮されているのだろう、危害を加えられることはなかった。

　だから、殴なぐられるのは潤一人だけだ。それを見る苦痛から免まぬがれることはできない。

「潤さん！」

　イヨの悲痛な叫びが響く。今も小林に殴られ、派手に倒れこむ潤は着の身着のまま、つまりフンドシ一丁だった。目の前で土と血にまみれて喘あえいでいるのに、助けることもできないのだ。

「……何度でもお訊ききしやすぜ。錬金術とやらの実験場はどこですかい？」

　そんな潤の側そばに、小林が膝ひざをついた。

　血のついたこぶしをさすりながらも、彼は眉まゆ一つ動かさない。

「アンタがその場所を吐いて、あっしらがそれをブッ壊すまで倉から出られると思わねぇで下さい」

「壊させてたまるか！」

　切れた唇に顔をしかめつつ、潤は気き丈じように言い返す。

「錬金術はぼくと雅臣とイヨさんの夢なんだ！　誰が命令したのか知らないが、そう簡単に捨てられるものじゃない！」

「……まぁ、そう答えるでしょうな」

　小林は困ったような顔で頭を掻かく。次の瞬間、なんの予備動作もなく潤の腹を蹴けりつけた。大きな塊を呑みこんだような声を上げ、潤が転がる。倉の壁に叩きつけられた潤を見て、イヨが悲鳴をあげた。

「潤さん！」

「潤兄ちゃん！」

　双葉が縄を解こうと身体をよじらせるが、きつく結ばれているために和己が苦しくなってしまう。

　小林の部下とおぼしき男が潤を抱え起こし、倉の中央へ引っ張り出した。もう一人の部下が、倉の中に捨ててあった刀を持ってきた。錆さびているが、鈍どん器きとしての威力はあるだろう。

　部下は錆びた刀の鞘さやで、軽く潤を殴った。

　その間に小林はこちらに歩いてくる。最初に会った時とはまるで違う、鬼のような形ぎよう相そうだった。

「どうしてこのようなことをするのですか!?」

　気丈な声でイヨが叫ぶ。

　小林は柱の側に立てかけてあった長ドスを手に取ると、その鞘をイヨの顔に近づけた。

「全ては、あっしの我わが儘ままでございやす」

「あなたの……？」

「貴女とあの兄さんが雅臣坊ちゃんを誑たぶらかすから、琴子お嬢さんが悲しむんです。あっしはそれが我慢出来ねぇだけでさぁ。女だから命までは取りやせんが、錬金術は二度とできないようになっていただきやす」

「そんな……あなたは勘違いをなさっています！」

　その時、一ひと際きわ大きな叫びが倉にこだました。小林の部下が、潤の指の骨を折ったのだ。いつのまにか潤を囲む部下は五人ぐらいに膨ふくれあがっている。

　たまらず、和己は目を逸そらした。

「潤兄ちゃん！」

「指が不自由になっちまえば、錬金術とやらもできなくなっちまうでしょう？」

　小林が涼すずしい声で言う。

　悲鳴はさらに大きくなった。次々に指を折られているのだ。

「……誰が……言うかぁっ！」

　それでも潤は屈しなかった。手の指を全て折られても、自分たちの夢を壊されることを拒こばんだのだ。きっと、イヨと雅臣のために。

「……おまえ達に…………ぼく達の…………夢が……わかるか……！」

　勇気を出して、和己は潤を見た。

　虫の息でも、潤の目の輝きは消えていなかった。たとえ死んでも守り抜かなければならないものが、彼を奮ふるい立たたせているのだ。

　その強さに、和己は弱い自分が情けなくなった。こんな時に、何もできないなんて。

「ここまでされても吐かねぇとは……あっしはアンタを見くびっていたようだ」

　心から感心した様子の小林。

　そして長ドスを手にした彼が呟つぶやいた言葉。

「命タマまで取るつもりはなかったんですがね――」

　ゆっくりと、潤の元に歩く小林。

　和己の顔から血の気が引いた。

「おいやめろテメェ！」

「やめてください小林さん！」

　双葉と和己が叫ぶが、小林は振り返りもしない。

　縄で縛られている彼らがいくら騒いでも、無力だとわかっているから。

「ふざっ……けんな！」

　双葉が縄を解こうともがくが、きつく結ばれており全然動かない。

　このままでは潤が殺されてしまうというのに。

　その時、イヨが小さな声で言った。

「双葉ちゃん……和己さん……よく聞いてください」

　イヨはうつむいていた。口の動きと表情を悟さとられないためだ。

「わたくしの袖そでの中に……こんなこともあろうかと、持ってきていた道具があります」

「イヨ姉ちゃん？」

「あなた達は身体が小さいから、うまくすれば縄を切って逃げられます。助けを呼んできてください。警察でもガーゴイルさんでも構いませんから」

　そしてイヨは道具の説明をし始めた。

　非常事態だ、勉強の嫌いな双葉も熱心に聞いた。

　話を聞きながら、和己は一度だけ双葉と視線を通わせた。

　お互い、同じ目をしている。




　倉の隅で煙草たばこを吸っていた小林の部下の一人が、こちらに気づいた。ワイシャツ姿の、痩やせた男だ。

「おい、お前ら何やってるんだ？」

　咎とがめるというよりも、好奇心で尋ねるような声だった。

　和己は双葉に目配せした。双葉は楽しそうな表情で、男に答える。

「――世紀の大脱出ショーだよ！」

　打ち合わせ通りに、双葉が装置を作動させる。

　次の瞬間、三人を拘束していた縄から、灼しやく熱ねつの火炎が勢いよく吹き出した。

「え、お、おい！」

　和己が燃える縄を解いている間に、双葉が飛びだした。突然の出火にうろたえる男に向けて、低い姿勢からイヨから借りた「装置」を剣のように繰り出す双葉。

「うらぁっ！」

　トランシーバーのような装置の、アンテナにあたる部分が男の足に触れた。剣でも鈍器でもない、ただの棒なのに。

「なっ、え――おわっ！」

　鉛筆よりも細いアンテナに触られた男は、なんとその場に尻しり餅もちをついてしまった。本当に、イヨの言った通りの効果だった。

「兄貴、今だ！」

「うん！」

　和己は転んだ男の顔にそっと近づき、香水の瓶のような物から何かを吹きかけた。反射的に顔をしかめる男だったが、その顔が急に緩ゆるみ、手足がだらんと伸びる。すると男は大きな鼾いびきをかいて眠ってしまった。

「すごい……」

　手にした瓶を見ながら、和己はその威力に驚いていた。

　これならば――潤を助けることができる！

「なんだおい！　テメェら何しやがった！」

　こちらに気がついた小林の部下が殺到してくる。

「今です！　二人とも逃げてください！」

　イヨが叫ぶ。

　しかし、逃げられるわけがないではないか。

　吉よし永なが家けの人間は、こういう時に背を向けるような教育はされていない。

「オラァッ！」

　短刀を抜きながら走り寄ってくる男達に向けて、双葉が装置のアンテナを向ける。

「あ、あれっ？」

「おわああっ！」

　三人ほどの男が足をよろめかせ、その場に転倒してしまった。

　トランシーバーのような機械――「月面体感機」の力だ。任意の人間の感じる重力を六分の一にするのだ。何も知らない人間に作動させれば、まともに歩けなくなる。製品として売るならば、学術研究にしか使えないだろう。

「兄貴、早くしろ！」

　おっかなびっくり走る和己が、口と鼻を押さえながら男達に香水を振りまいた。

　睡眠薬ではない。「ナルコ水」とイヨが呼んでいた。人間が眠りたくなる「流れ」を感じさせる水だという。ガーゴイルの癒いやし光線のような水だ。効果は即効性で、男達はすぐに眠ってしまった。

「何やっとんじゃこのガキィ！」

　和己の後ろから倒れなかった男が襲いかかってくる。胸を摑まれて、息がつまった。これではナルコ水を使う前に殺されてしまう。

「兄貴！」

　双葉の左手から光線が照射された。和己を摑んでいた男の尻しりに火がつき、一瞬にしてズボン全体が燃え上がる。

「うわちゃあ！」

　慌あわてて和己を手放し、地面に転がる男。尻が鎮ちん火かする頃合を見計らって、和己はビクビク震えながらナルコ水を振りかけた。まだ尻から煙が上がっているのに、男は眠ってしまった。

「あ、ありがと双葉ちゃん」

「ったく、兄貴はホントにトロいなぁ」

　双葉の手にあるのは、小さなレンズのついた歯ブラシサイズの棒。任意の物体に光を凝ぎよう縮しゆくさせ、燃焼させる「太陽ナイフ」。レーザーメスのような物を目指したかったのだろうが、限界を感じて計画中止になった試作品だった。

　その双葉の背後から、一人の男が摑みかかった。

「っ！　危ない双葉ちゃん！」

　咄嗟に月面体感機を向ける双葉だったが、その前に男が双葉の頭を摑んだ。

「よっしゃ！　捕まえ――」

　形勢逆転を確信した男だったが、

「バーカ！」

　反射的に和己は目を背けた。

　蹴り上げた双葉の脚が、男の尊厳に関かかわるとてもとても大切な箇か所しよにヒットした。

　なんだかクチャッという音が聞こえた気がした。

「――ぉ」

　声にならない声を上げて悶もん絶ぜつする男に、慌てて和己がナルコ水を振りかける。男は安らかな顔で眠りの淵ふちへ落ちていった。武士の情けだ。

「てめぇら……よくもやってくれたな」

　気がつけば二人は十人くらいのゴロツキに包囲されていた。全員が刃物を抜き、タチの悪い者に限っては拳銃まで持っている。

「……げ、こんなにいたのか」

　ちょっと冷や汗が出る双葉。和己に至っては完全に震え上がっている。

　本気の大人相手に、高校生と小学生が太た刀ち打うちできるものなのだろうか。いくらこちらに武器があったとしても――

「何やってるんですか！　逃げてください！」

　包囲の外でイヨが叫ぶ。しかし、もう手遅れだ。完全に怒りの矛ほこ先さきがこちらに向けられている。潤とイヨを助けるという作戦通りだったのではあるが。

　じりじりと包囲がせばまる。あれだけやられて、普通の男だったらビビって逃げ出すところだが、彼らは職業的なケンカ屋だった。人海戦術というものを知っている。

　双葉も和己も背中を合わせて唾つばを呑む。

　こんな展開になって、和己は初めて想像した。

　――夢の中で死んだら、どうなるのか。

「兄貴！　ここが男の見せ所だぞ！」

「わ、わかってるよ！」

　道具を構え直す和己。だがこの人数は明らかに不利だ。

　死なないにしろ、怪け我がの一つや二つは間違いない。

「やめねぇかてめぇら！」

　そこへ、一際大きな声が飛んできた。

　男達の輪の外を見ると、小林が腕を組んだままこちらを睨にらんでいる。

「ガキ相手に大の大人がよってたかって、恥ずかしくねぇのか！」

「で、ですが小林のダンナ、こいつら――」

「口答えするんじゃねえ！」

　寄ってきた部下を殴り飛ばすと、小林は人ひと垣がきの中心に向かって歩き出す。それに合わせて人垣がモーゼの十じつ戒かいのごとく割れた。

　人の輪の中央――双葉と和己の側まで来ると、小林は持っていた刀を大事そうに撫なでた。

「おめぇらは下がっていろ。敵かなう相手と武器じゃねぇ」

「へ、へい！」

　部下達は一瞬で縮こまってしまった。余裕のある者が、倒れた仲間を引きずって介かい抱ほうし始める。残った部下達は包囲を崩さずに小林と子供達の戦いを見物し始める。

「……部下が失礼しやした。あっしがお相手つかまつりましょう」

　小林は刀を脇に構え、肩幅に足を開いた。

「ヘッ、大ボス登場ってか！」

　双葉が月面体感機のアンテナを向けた。

　これはチャンスかもしれないと、和己も思った。

　誰だろうが、この機械があればバランスを崩して転んでしまう。そのスキに和己が眠らせてしまえば、万事解決だ。今度こそ部下達も逃げ出すに違いない。

　しかし小林は倒れなかった。

「……あれ？」

　機械を確認する双葉。故障はしていないはずなのに。

　小林は目を閉じたまま、長ドスを握りしめている。

　――耐えているのだ。六分の一の重力を。

「マジか――！」

　双葉が太陽ナイフを小林に向け、即座に作動させる。

　内蔵された見えざる水銀の光源が、レンズによって凝縮され、小林に向かって文字通り高速で伸びる。どんな相手も光の速さにはついていけない。

　そのはずなのに、小林は太陽ナイフを避よけた。後ろにいた部下の一人が燃やされて悲鳴をあげて転げ回る。

「ふんっ！」

　小林が刀を鞘に収める。

　いつ抜いたのか全くわからなかった。

　歯ブラシサイズのその装置が、真っ二つに両断されていた。太陽ナイフは正常に作動したのだ。しかし作動する直前、双葉の手の動きを見て小林が身体の位置をずらしたのだ。もしかしたら銃弾すらも避けるかもしれない。

　それだけではない。反対の手に持っていた月面体感機も、和己が持っていたナルコ水の瓶も、全て真っ二つにされていた。

「……御ご免めんなすって」

　装置の破片が、からんと音を立てて落ちた。

　五秒も経っていない。

　あれだけ優勢だったのに、小林の居合いで全て覆くつがえされてしまった。

　悲鳴をあげる暇もなかった。

「さて……子供の尻を叩くのは大人の務め。少々痛い目に遭ってもらいやしょうか」

　小林がゆっくりと歩き出す。

　鬼のようなその形相を見て、和己の腰が抜けた。

　――殺される。

　本気で思った。

「やめろ！」

　声に、小林が振り返る。満まん身しん創そう痍いの潤が人垣をかき分けながら近づいてきた。緊きん縛ばくからは解かれていたが、立つこともままならない身体だ。

「子供達に……手を――」

「ふんっ！」

　最後まで言い終わらないうちに、刀の柄が潤の顔面を打った。倒れる潤の腕を踏みつける小林。苦しそうなうめき声を上げる潤を見下ろし、小林が薄く笑う。

「そういや、まずはアンタからでしたな」

　踏みつけた腕の先。錬金術を担になう、五本の指があった。

「折るだけじゃ不満なようですな――詰めちまった方が諦めもつきやすか？」

「やめてくださいっ！」

　刀に手をかける小林を見て、和己が飛び出した。彼が双葉より早く行動することは極めて稀まれだが、今回は迅じん速そくだった。褒ほめられるのはそれだけで、脇から小林の部下が和己の肩を摑み、その腹を殴った。

「うっ！」

　その場にうずくまる和己。

「兄貴！」

　双葉の身体も、気がつけば数人の部下に取り押さえられていた。ウィークポイントを蹴られた男が、息を荒くしながら双葉を睨みつけている。

「これから先は、子供の見るものじゃございやせん。目を閉じていてくだせぇ」

　無感動な声の小林。もう興味をなくしたようだった。

　それとも、潤の次は――

「くそ……あいつは何やってんだよ……！」

　身動きできない状態で、双葉が歯嚙みする。

　和己も思い出す。ピンチの時に必ずやってくる吉永家の門番を。

　――いつもなら、すぐに駆けつけてくれるのに。

　しかしいつもの姿はそこになく、小林の刀がゆっくりと引き抜かれるのを和己と双葉は黙って見るしかなかった。居合いを使わないのは、じっくりと斬るためだろうか。

「まずは、小指から――」

　小林の刀が、振り上げられる。
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　電話をして安あん否ぴを確かめるのも忘れ、雅臣はひた走った。

　暗がりで何度もつまずきながら、額の汗を拭いもせず、親友達の顔を思い浮かべながら足を前に出し続ける。途中で下げ駄たが邪魔だと気づき、脱ぎ捨てて裸足はだしで走った。石が足に刺さっても、心の痛みに比べれば何十倍も快適だった。驚いた番犬が吠ほえたける声も耳に届かず、酔いつぶれて道の脇で眠る学生も目に入らず、学生の頃から何度も何度も繰り返し歩いたあの道を、雅臣は汽車のように走る。

「潤……イヨさん………！」

　これはなんの因果なのかと雅臣は考えながら走る。琴子を責めることなどできようか。彼女と小林が暴挙に出たのは、ひとえに自分の甲か斐い性しようの無さが原因なのだから。こんな自分をここまで待ってくれた琴子には感謝しても足りない。だがそのせいで潤達にいわれのない暴力が襲いかかろうとしている。

　自分は彼らに、どう謝ればいいのか。君達が襲われたのは全て自分のせいなのだと、だから自分を警察につきだすようにと、そんな謝罪で彼らが納得するか。

　――違う。何を謝ることばかり考えているのだ。それ以前にすることがあるだろう。

　雅臣の足は速さを増していく。

「無事でいてくれ……！」

　あれが。

　あれさえ完成していれば、こんな事にはならなかったのに。




　高たか原はら商しよう會かいは暗いままであった。正面入口は鍵がかかっていたので、裏口から縁側を通って入ると、居間にガーゴイルが座っていた。

『雅臣殿か。今しがたこの者共を締め上げた』

　雅臣が電灯をつけると、ヤクザ風の男が二人、部屋の隅で倒れていた。小林の部下だった。拳銃か短刀などがあれば武器になると思い、雅臣は彼らの服を手早く調べるが、所持していなかった。下したっ端ぱの中の下っ端なのだろう。

「潤と……イヨさんは、どこに!?」

『この者達にも知らされていない。いざとなればこの家の電話を使って連絡を取るつもりだったようだ』

「くそっ……！」

　激しい怒りがこみ上げてくる。手遅れだったのだ。雅臣とイヨは、そして未来からの客人まで、小林の手にかかって――

『この屋敷に争った形跡がないことから、彼らはどこかへ連れ去られたものと考えられる。我はこのあたりを捜索する。汝はここに残って連絡を待て』

「冗談じゃない！　僕も探す！」

『我の方が圧倒的に早い。救いたければ我に任せるがよい』

　冷静な声に説得され、雅臣はガーゴイルから目を逸らした。そして視線を戻すと、ガーゴイルはもうその場にいなかった。確かに早い。

「僕は……僕には……」

　やるべき事を探した。しかし見つからない。押し入った侵入者共はガーゴイルの手によって縛り上げられている。手て酷ひどくやられたのだろう、服が黒いのは焦がされているからだと気づいた。

　雅臣は客間へ走る。もしも琴子の狙ねらいがここだとするならば、まず真っ先にここが襲撃されるはず。だが客間の畳は下がったままだった。地下室の所在は気づかれていなかったのだ。

　一も二もなく、地下室へ降りた。暗い部屋の電灯をつけると、中央の机には、あの石像が座っているだけであった。

　門番型自動石像。

　この石像が完成するのがあと一日早ければ。

　今頃は酒を飲んでの乱らん痴ち気き騒さわぎだったに決まっている。琴子も誘って、これが自分たちの夢だと胸を張って紹介することもできた。未来からの客人も自分達の世界に帰ることができたであろう。誰一人として傷つかなかったのに。

「おまえは――」

　何もない、ただの石像を見て、雅臣の足から力が抜けた。

　未来のガーゴイルはあんなに飛び回って潤を捜してくれるのに、この石像はただ座している。自分と潤が数年の歳月をかけた成果は、地下室の場所を取るだけの置物に過ぎないのか。

　琴子の言葉は、もしかしたら正解なのかも知れない。

　ただのまやかしだと。

　そう思ったら、涙が溢あふれてきた。

　なんと滑こつ稽けいな喜劇だろうか。無駄な物のために心血を注ぎ、そのために許嫁を傷つけ、親友を害される。全ては無駄な物のために。こんなただの物体のために、全てが回っていたのだ。

「おまえは――何をやって――――」

　自分の青春は、こんな理由で終わりを告げるのか。雅臣の身体から力が抜けていくのを感じた。同時に、その無力感に対する怒りが身体を熱くさせる。

　――少くとも、僕の場合は唯ただぼんやりした不安である。

　――何か僕の将来に対する唯ぼんやりした不安である。

　雅臣の頭にそんな言葉が浮かんだ。もしもこの石像に対する絶望がその「ぼんやりした不安」なのだとすれば、雅臣の人生はここで終わったも同然である。

　嫌だった。自分はともかく、潤とイヨの努力を無駄にはするまい。何を捨てても、彼らの汗だけは形に残したかった。

「おまえは――どうして動かない!?」

　雅臣の手が伸び、這はうようにして石像に縋すがりついた。返事のない石像の首を、絞めるようにして摑む。立ち上がり、石像を睨みつけた。しかし石像の視線は雅臣の胸元を注視するばかり。

「何をやってるんだ！　潤とイヨさんが危険なんだぞ！　どうして動かない！　動けよ！　ガーゴイル君のように助けに行けよ！　それがおまえの役割だろう!?　どうしてこんな所に座っているんだ！」

　半ば錯さく乱らんしたように雅臣は怒鳴り続ける。石像から返事が返ってくるまで。

　やれることは全てやったのだ。動かないはずはないのだ。全、銀、塩、そして見えざる水銀と触ふれざる硫い黄おうが、賢者の石で作られた身体に意識を巡めぐらせているのだ。動くはずなのだ。きっと動くはずなのだ。

「どうして……助けてくれないんだ…………」

　目から溢れる涙が頰を伝った。

　自分は無力なのだと悟った。潤のように優れた技術も、イヨのように聡明な頭脳も無い。ただ金を援助して、手伝っていただけに過ぎぬ。そんな自分が、雅臣には世界で一番矮わい小しような存在に感じた。

「助けてくれ…………僕はどうなってもいい」

　雅臣の力無い両手が石像を抱きしめた。

　たった一つの願いを込めて、雅臣は祈り続ける。学生時代に出会った風変わりな親友。そいつが熱く語った夢。はじめてイヨに出会った日。研究を続ける日々。日本の将来のため、三人でどこまでも頑張れると信じたあの日々。イヨに対する、自分の気持ちに気づいた瞬間。

「……潤とイヨさんを…………助けてくれ……！」




　頰を伝った雅臣の涙が、石像の頭に落ちた。




　その瞬間、石像の首が薄く光り始めた。ガーゴイルに浮き出たものと同様の紋もん様ようが石像の首を光らせ、雅臣の目を瞬またたかせる。

「うわっ！」

　謎なぞの強い力が雅臣の身体をはねとばした。地下室の扉に叩きつけられ、倒れこむ雅臣。

　倒れながらも、雅臣はその石像を見た。

　四本の足で座るその姿に風格が備わっていた。背中から伸びる翼は聖書に出てくる悪魔のように邪悪な強さを想起させ、瞳から発せられる白く強い光はどんな妖怪をも退治する神聖な輝きを持ち、首の紋様は異国の神々を想わせる不思議な魅力があった。

　そしてその黒い犬の石像は、厳おごそかな口く調ちようでこう言うのだった。

『汝の願い、吾われが聞き届けた』

　ガーゴイルと同じ声で。

　全てを理解した雅臣は小さく笑みを浮かべると、その場で気を失った。

　失神していた時間は一分に満たなかったが、雅臣が目を覚ました時、机の上から石像が消えていた。
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　まばゆい閃せん光こうが、和己の視界を奪った。

「ガーくん!?」

　激しい光を見て、ガーゴイルの光線だと思ったのだ。光は和己の予想通り倉の中を蹂じゆう躙りんし、輪の外で拳銃を持っていた頰に傷のある男に吸い込まれた。最初の犠牲者である。

　放電したような音が倉の中を蹂躙したかと思うと、男の全身は黒焦げになっていた。床に倒れて泡を吹く男を見て、双葉と和己はすぐに察した。

「ガーくんなの!?」

　和己は倉の中へ呼びかけるが、返事がない。

「なんだ、何が来やがった――！」

　小林の足が、潤から離れる。潤を傷つけるよりも先に戦わなければならない相手が来たと、勘で察知したのだろう。

　人の輪が散らばる。固まっていては電撃の餌え食じきになると気づいたのだろう。

　小林の部下が落ちていた刀を拾い上げた瞬間、電撃がその部下を襲った。どこから撃ったのかまるで分からなかった。雷に匹敵する威力の電気を浴び、卒倒した部下は泡を吹いて痙けい攣れんする。

『助けに来た』

　すんでの所で指を守った潤のそばに、ガーゴイルが座っていた。しかしよく見ると首に鈴が無い。石の色にもツヤがあった。胸も黒い。まるで新品同様だ。

「君は……」

『吾は門番型自動石像だ』

　石像は素そっ気けない口調で自己紹介した。機械のように感情のない声で、生みの親を見つめている。たった今電撃を放ったことなど無視するかのように。

「貴様ぁ！」

　走りこんできた小林が、床を強く踏みしめた。居合いの技だ。

　目にも止まらぬ速さで繰り出された刀は、しかし石像の硬い身体に阻はばまれ、瞬時に折れてしまった。

　はっ、と息を呑む小林に、石像が電撃を浴びせる。たった一撃で、小林も痙攣しながら倒れてしまった。

「……ガーくんじゃないの？」

　和己が石像に近づくが、よく見れば違う。外見はほとんど同じなのだが、雰囲気がまるで別だ。

『吾に個体名は存在しない。吾に魂が注入されたのは五分前だ』

「魂……いったいどうやって？」

　その単語にイヨが驚いた。魂の注入方法は、彼女ですら知らなかったのだから。目の前で石像が喋しやべっていても、まだ信じられない。

『塩を媒介していた。詳しいことは不明だ』

「塩……」

　イヨも潤も首を傾かしげている。彼らでも分からないようだ。しかし錬金術における「塩」の存在意義は、水銀や硫黄に匹敵すると、潤が以前語っていた。

「ふむ……誰かが石像を目覚めさせてくれたのだとしたら、その魂の塩の精製方法について聞き出せるかもしれないな」

　潤は嬉しくなって笑おうとするが、顔面が傷だらけなので笑うこともできなかった。

『塩の使用者の願いで、吾は汝らを探してここに来た』

「そ、そうか……有り難う」

　イヨに抱き起こされた潤が頭を下げるが、

『礼は不要だ。これが吾の使命。そして、まだ早い』

「早い？」

『吾の使命は終わっていない』

　石像の瞳から電撃が放たれた。

　全員が石像の視線を反射的に追う。一瞬だけ明るくなった倉の中、その壁際で電撃に撃たれている小林の部下が見えた。悲鳴があがり、倉がまた暗くなる。

「お、おい！　もう相手は戦意を喪そう失しつしているんだぞ！」

　よろけながら潤が諫いさめるが、

『相手は武器を所持している。完全に殺さねば安全は保たれない』

　石像は恐ろしいことを平然と言った。

「…………ぁっ……ぐぅ」

　くぐもった声が近くから聞こえてきた。先ほど電撃を撃たれた小林だ。口から潤以上の血を吐き、奇妙な痙攣を見せている。

『まだ息があるか』

　そして、倒れている小林にまた電撃を放つ。ショックからか、全身をバネのように収縮させて飛び上がる。服のあちこちが焦げ、肌に重度の火傷やけどを負っている。

「や、やりすぎだよっ！」

　その凄せい惨さんさに和己が口を覆った。

『もう一人』

「ひ、ひぃっ！」

　電撃は倉の隅にいた最後の男を掠かすめ、壁に命中した。土の壁が黒く焦げつく。小林の部下は腰を抜かしながら逃げようとする。

『逃がさぬ』

　再度、瞳に輝きを充じゆう塡てんさせる石像。

「やめろぉっ！」

　電撃を発射する直前、双葉が石像を蹴りつけた。倒れこむ石像が放った電撃は、逃げまどう男の頭上を通り、壁に当たった。

「てめぇ何考えてるんだよ！　死んじまうだろうが！」

　転がる石像を、双葉がさらに蹴った。

　これはもう「守る」どころか「弱い者いじめ」にすら当てはまらない。

　――そうか。ガーくんじゃないからだ。

　和己は気づいた。和己の知っているガーゴイルは、ミスはあれど常識や節度を守ろうと努力している。なぜなら、初めて吉永家に来た時から、双葉が徹底的に叩きこんだからだ。

　しかしこの石像は、たった今生まれたばかりなのだ。

　基本的な行動理念と、圧倒的な攻撃力しか持たずに。

『汝は吾の邪魔をするのか』

　双葉の背後に石像が出現した。

『吾の使命は高原潤ならびにイヨを守護すること。それを邪魔する者は誰であろうと容よう赦しやはせぬ』

　石像の輝く瞳が双葉に向けられる。

　――ガーくんが双葉ちゃんを撃つなんて。

「双葉ちゃん、逃げて！」

　和己が走り寄って双葉を助けようとするが、遅い。

「お、おまえ……」

『――覚悟せよ』

　和己が目を閉じた、その時だった。

　がこっ、と鈍にぶい音がして、石像が倒れる音がそれに続いた。

『――むぅ』

　その声に和己は目を開く。倒れたガーゴイルの後ろは、暗くてよく見えなかった。ただ、わずかな灯あかりで照らされる光は、青せい龍りゆう刀とうのものだった。誰かが青龍刀で石像を殴ったのか、和己がそう判断した時には、刀の持ち主は武器ごといなくなっていた。

　双葉は尻餅をついていた。気が抜けてしまっている。

　そして、倒れた石像の上に二本の光線が浴びせられる。

『むう！』

　光線は石像の表面で弾け、小さな爆発を生んだ。爆風は石像の側にいた双葉の着物を揺らしたが、それ以上の被害はなかった。双葉のことも考えて、威力を調整したに違いない。となると、光線を撃ったのは――

『遅れてすまぬ。先ほどの電撃でようやくここが判明した』

　閉じた倉の扉。そこで震えている小林の部下を庇かばうように座っているのは、黒い犬の石像。その瞳は光線の光をたたえたまま、倒れた石像を狙っている。

　首から下がった鈴が、ちりんと鳴った。

「ガーくん！」

　今度こそ、和己の良く知っている門番だった。

『状況はおおむね把は握あくした。そこの石像が暴走しているようだな』

　感情の乏しい声だったが、冷たいと言うよりは「のほほん」とした口調だった。わずかな差異だったが、和己と双葉はその声を聞いてとても安心したのだ。

「だぁぁぁぁっ！」

　突然、双葉がガーゴイルを蹴り飛ばした。

『何をする双葉』

「遅いんだよ！　おかげであたしは――！」

　言いかけて、また地面にへたりこんでしまう双葉。慣れ親しんだ家族の姿をした石像に撃たれそうになったのが、よほど堪こたえたらしい。そんな双葉に手をさしのべ、和己が引き起こす。

　ガーゴイルは別に悪いことをしたわけではないのに、申し訳なさそうに唸うなっていた。

『汝も吾の邪魔をするか』

　そんなガーゴイルの正面に座り、機械のような冷たい声で、石像がつぶやいた。

　倉の中にいる全ての人間を後ろに従えて、ガーゴイルはその目を睨み返す。

『イヨ殿。ここは我に任せて、汝は傷ついた潤殿と、そこの人相の悪い男を連れて逃げるのだ。倒れている者はまだ息がある。医者を呼べば助かる』

「は、はい」

　ガーゴイルの指示に従い、イヨが潤を担いで逃げ出そうとする。電撃から難を逃れた小林の部下も話は聞いていたようで、慌てて倉の扉を開けた。月明かりが倉の中に差しこんでくる。イヨは潤を抱えて外に出た。小林の部下も一目散に逃げ出す。

『双葉と和己は――まぁ勝手にするがよい』

「なんであたしたちだけ差が出るんだよ！」

　ガーゴイルの後ろ頭に抗議する双葉だったが、

『汝らは我の戦いを知っているからな。危険なことはしないと信頼している』

「ガーくん……」

　後ろ姿から声を受けて感動する和己だったが、その余よ韻いんも途切れぬうちに、名もなき石像が電撃を放ってきた。

　光の盾で電撃を防ぐガーゴイル。弾けて霧散する雷の向こうから冷徹な声が届く。

『ならば汝も吾の敵と見なす』

『ふん。血の気の多い石像だ』

　その時、すでにガーゴイルは倉の中にいなかった。




　庭から空き家を見上げるガーゴイル。

　すでに母屋は屋根が崩れており、何年も放置されていると見える。庭に生えた草も、ガーゴイルの首の高さまであった。近所では幽霊屋敷と呼ばれていそうだ。

　その草を全てなぎ払う炎がガーゴイルを襲った。

　一瞬にして燃え上がる庭。真夜中が夕方に変わったように見える。

『むう。これでは家も燃えてしまうではないか』

　その中央に座っているガーゴイルは、煉れん獄ごくをものともせずに光線を撃った。光線は倉の屋根に座っていた石像に命中し、倉から転がり落ちた石像に、ガーゴイルがまた光線を撃った。

　しかし二発目が当たる前に石像の姿が消失する。

　それに反応する前に、ガーゴイルの後頭部を光線が穿うがった。

『力を一点に集中することにより、威力を高めるのか。なるほど、吾も学習したぞ』

　炎の庭に倒れるガーゴイルの後ろから、無機質な声がかかる。

　そして、何か強い力がガーゴイルの身体を後ろからはじき飛ばした。炎の中を転がるガーゴイル。体勢を立て直そうとしたが、ガーゴイルの胸を何かが貫き、身動きが取れなくなった。

『――これは』

　刃物だった。

　ガーゴイルの身体が、光でできた刀によって地面に縫ぬいとめられていた。

『力を一点に集中するならば、吾はこの方法を取る。なぜならば――』

　胸に刺さった刀の上に、石像が出現した。その自重で刀がガーゴイルの身体にめりこむ。

『このように、攻撃をしながら動きを封じることができる』

『うむ。確かにその通りだ。生まれたてにしては頭脳が働くな。流石さすがは我だ』

　重なり合う二つの門番型自動石像。

　性能は完全に互角だ。

『だが我には及ばぬ。まだまだ未熟だ』

　ガーゴイルの光線が、名も無き石像をはじき飛ばした。地面に転がる石像が起きあがると、その真後ろにガーゴイルが出現する。胸に刀を差したままの状態で。

『動きを封じるならば――』

　ガーゴイルの眼から光線が発射された。

　光線は石像の身体をからめとり、縄のように巻きついた。

『このくらいやらねば、未来の敵には勝てぬぞ』

　光線でグルグル巻きにされた石像を、ガーゴイルの瞳が持ち上げ、地面に叩きつけ、空中で振り回す。

『吾の情報にはない攻撃方法を……！』

　回転する石像がでたらめに光線を撃つが、ガーゴイルには命中しない。やがて充分に遠心力が備わった石像を、ガーゴイルは倉の壁に叩きつけた。

　倉の壁にめり込む石像を、ガーゴイルはもう一度光線で摑む。

『双葉に手を出した罪――それを我と同じ姿で行ったこと、万ばん死しに値あたいする』

　光線にくるまれた石像の身体を放り上げた。

　月を背景に浮遊する石像。

　ガーゴイルの眼前に、光の刀が生まれた。それは人一人分くらいの大きさで、先ほど石像が出した刀とは比較にならない大きさだった。

『――覚悟せよ』

　光の刀は空中の石像に向けて音もなく飛んでいき――

　石像を縦に一刀両断した。




　空を飛んだ石像が真っ二つになったのを見計らって、双葉が飛び出していった。それを追って和己も飛び出す。

「ガーゴイル！　無事か!?」

『うむ。我は無事だ』

　光線で消火作業をしていたガーゴイルの元へ駆け寄り、安あん否ぴを確認する。

「よかったぁ……ガーくん無事だよ」

　遠目で戦況がわからなかったから、もしかしたらガーゴイルの方が両断されたのではないかと危き惧ぐしていたが、首に下がっている鈴を見て安堵した。

「同キャラ対戦でも、やっぱガーゴイルには勝てねぇか！」

　嬉しそうにガーゴイルの頭を叩く双葉。

　肝が冷えた分、勝利の感かん慨がいはひとしおなのだろう。

『うむ。我とあの石像の違いは明確だ』

「どこがだよ？」

『この鈴だ。奴にはこれがない』

　ガーゴイルの首で、鈴がちりんと揺れる。

　吉永家の隣のおばあちゃんからもらった鈴だ。

　それはガーゴイルにとって「経験」を意味していた。

　ただの経験ではない。隣のおばあちゃんを始め、御ご色しき町ちように住む色々な人達がくれた「想い出」と言い換えてもよい。苦しい人や逃げ場のない人達を、いつもガーゴイルは戦って守ってくれているのだ。

　戦いの経験よりも、もっと大切なものを報ほう酬しゆうとして。
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　息も絶たえ絶だえに雅臣が現場に駆けつけた時には、事態はあらかた収束していた。煙が上がっている家が見えたので、もしやと思ったのである。全力で走り続け、町外れの空き家の塀へいに倒れているフンドシ一丁の男を発見した時、雅臣の力も抜けた。周囲では消火作業や怪我人の運搬に駆り出された町の人が大勢いる。バケツが飛び交い、即席の担たん架かがいくつも運搬される。おそらく病院は急患騒ぎで大変だろう。

「じ、潤……」

　イヨとガーゴイルに介抱されている親友に手を振ろうとして、雅臣もその場に倒れた。もはや身体に一片の力も残されていなかった。

「雅臣兄ちゃん！　大丈夫か!?」

　双葉が駆け寄ってくる。摑まれた自分の服が、汗で張りついているのを感じる。いったいどれくらいの時間を走り続けたのか、雅臣にも分からなかった。

「雅臣、なんで君が倒れてるんだ？」

　同じ目線の高さで潤に問われるが、どう答えていいか分からぬ雅臣。答えようにも息が上がっていて、声が出せない。普段から運動をしていないからである。強引に呼吸を落ち着けて、なんとか座れるところまで回復すると、雅臣は質問には答えず、潤の具合を見た。

　被害者なのに一番軽傷であった。しかし顔と腹と指に包帯が巻かれている。指は折れているようだが、ガーゴイルの目から出る光線のおかげか、痛みはないようだ。そんな機能があったとは、雅臣も知らなかった。

　潤が無事だと知った途端、雅臣の胸に激しい罪悪感が生まれた。彼がこんな目にあったのは、自分のせいなのだ。

「すまない潤！　僕のせいで……！」

「君が謝る必要はないさ」

「え……？」

「事情はだいたい察してる。あのヤクザの親分みたいな男の人、君の知り合いだったよな？」

「あ、ああ……」

　潤は人の良い笑みで雅臣を見るだけであった。このお人ひと好よしは全てを知って、それでも雅臣を責める気にはなれぬのだ。雅臣自身の事情も分かっているから。

「そんなことより聞いてくれ雅臣！　あの石像がとうとう完成したんだ！　ぼく達の危機に駆けつけてくれたんだよ！」

　折れた指で潤が指したのは、道の脇に転がっている石の固まり。よく見れば門番型自動石像が真っ二つに切断されたものだ。石像を除外すれば、ガーゴイル以外にこんな芸当ができる者はいないだろう。

「残念ながら情緒面に問題があったから、再調整をしなければならないが……それでも動いたんだ！　やっぱりぼく達のやってきたことは間違いじゃなかったんだうわぁ痛っ！」

　調子に乗りすぎて、拳こぶしを握ってしまった潤。ミミズのように身体をのけぞらせて、悶もだえ苦しんでいる。

「ですから動いては駄だ目めだと申し上げたでしょう？」

　潤の傍かたわらに座るイヨが、ほどけた包帯を巻き直す。子供をあやす母のようであった。

　そのままイヨが雅臣に訊いた。

「あの石像……もしかして雅臣さんが？」

「や、その、僕にもよく分からんのです」

　雅臣は軽く笑い、そして壊れた石像を見た。情緒面に問題があると言うが、だとしたらそれは自分の責任なのだろうか。あの時は、ただ強く願っただけだった。

「僕はただ、みんなを助けたいと願っただけで……いったい、何がどういう事やら」

　さすがに泣きついたとは言えなかった。

　しかしその一連の動作に、石像を起動させるなんらかの鍵があったことには違いない。おそらく涙か、想いか――あるいはその両方か。確信がないので、雅臣は口には出さなかった。

『むう。今さら言うのもなんだが、両断してしまって申し訳ない』

「いやいや。あのままだったら双葉ちゃんも危なかったからね。問題点が浮き彫りになって、助かったよ」

　ガーゴイルの詫わびに、潤はやはり笑って手を振る。そのせいで折れた指がまた激痛の大合唱を始める。それに潤の悲鳴と狂態が混じり、笑ってはいけないのだが滑こつ稽けいな仕草になってしまった。

「ですから動かないでください……」

「…………はい……すまない、イヨさん……」

　もはや騒ぐ元気もない潤。

　イヨは仕方なく、倒れた潤の頭を自分の膝に乗せた。

　ここが空き家の裏手の路地でなければ、仲むつまじい夫婦にしか見えなかっただろう。

　そんな二人を見て、雅臣は確信する。

「やっぱり、潤にはイヨさんがいないとダメか……」

　頭を掻く雅臣の腹を、誰かが突いた。

　ニヤニヤ笑っている双葉だった。

「いい雰囲気じゃねえか、二人」

「ああ。これで君にも分かっただろう？　僕に出る幕などないって。これは良い意味で言ってるんだよ」

　潤達には聞こえぬように囁ささやくと、双葉は笑顔を崩し、顔を伏せた。

「……ごめんな、雅臣兄ちゃん」

「え？」

「なんか、結果的にあたし達が引っかき回したみたいで」

「そういうことになるのかな？　や、まあいいさ。おかげで僕も色々と知ることができた」

　今、自分が持っているものと、欲しかったものと、やらなければいけないこと。

　この三つが分かった今、雅臣に迷いはない。

「潤！」

　元気な声で、雅臣は親と友もを呼ぶ。

「次の作品は、君とイヨさんでやってくれ。僕は実家に戻る。どんな傷でも治る薬は、完成すれば医学界にも殴りこめるぞ！」

　それを聞いた潤は、驚いた顔で聞き返す。

「……どうしてぼくが薬を作ろうとしていたことを知っているんだ？」

「分からんわけがないだろう。僕を誰だと思っている？」

「ああ――そうだな」

　フンドシ一丁の錬金術師と、汗と土にまみれた次期社長は、声を上げて笑った。

　その姿につられて、イヨも双葉も和己も笑った。
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　――『どこへでも行ける装置』なんて物があれば、僕達も逢あえる機会が増えますかね。

　昔、雅臣がそんな事を楽しそうに話していたのを、ふと思い出した。




　雀すずめの声に目を覚ました一ツ橋琴子は、自分が見知らぬ布団ふとんに寝かされていることに気づいた。異様に疲れた身体を頑張って起こし、その部屋を見回す。

　そこが雅臣の部屋であることを思い出した瞬間、昨夜の悪夢が蘇よみがえった。

「私――！」

　うっすらと傷の残る喉のど元もとに手をあて、ゆっくりと回想する。

　あの時、雅臣は――

「や、もう目覚めたんですか!?　まだ早いですから、琴子さんは寝ていてください！」

　突然、部屋の戸が開き、雅臣がずかずかと上がりこんできた。本人の部屋なのだから当たり前なのだが、雅臣はなんだか急いでいるようにも見える。額の汗をしきりに拭っているのは、夏だからという理由だけではないだろう。

「いやぁすいません、昨夜から走りっぱなしで風呂にも入ってないんですよ。汗くさいでしょう？　匂においがこもるといけませんから窓を開けましょうね。あ、琴子さんは寝てていいですから。朝食はもうちょっと後でいいですよね？」

　琴子はせわしなく部屋の中を走り回る雅臣を呆ほうけたように見つめ続けて、気がつけば暗い回想をやめていた。

　雅臣が窓を開けると、朝の白い日差しが琴子の目を灼やいた。寝ていた布団と着ていた装束に光が照り返し、部屋を眩まぶしく染める。雅臣の顔がよく見えないほどであった。

「雅臣さん――」

　琴子は、そっと名を呼んだ。

　傷つけてしまった、愛いとしい男の名を。

「……琴子さん」

　雅臣が振り返る。

　謝罪の言葉と、涙。どちらも容易たやすく漏れ出そうだった。

　ところが琴子が行動を起こす前に、

「そうだ、聞いてください琴子さん！　昨夜、ついに僕達の夢が叶ったんですよ！　最強の攻撃力を持った門番型自動石像が完成したんです！　おかげで僕も潤もイヨさんも助かりました！　小林さんには悪いことをしたけど――でも、これで僕のやってきた事がまやかしじゃないって証明されたんですよ！」

　その場に膝をついて身を乗り出してくる雅臣。彼の積極的な態度に驚いて、琴子は言葉も涙も引っこんでしまった。興奮冷めやらぬ顔を近づけて、雅臣は琴子の手を握りしめた。

「あ、あの、雅――」

　頰を染める琴子には構わずに、雅臣は喋り続ける。

「惜しむらくは、石像が壊れてしまったことなんですが、や、でもこれは直せばまた動きますから！　やー残念だなぁ。琴子さんにも見せたかったなぁ……きっと琴子さんも喜んでくれると思うんですよ。僕もずっと紹介したかったんですけど、ほらあのガーゴイル君と――」

　心の底から嬉しそうに悔しがる雅臣の顔を見て、琴子の表情も綻ほころんでしまう。

　あの時と同じような、子供の顔だ。

　琴子は雅臣の手を握り返して、優しく尋ねる。

「……それで、その石像はどのような事がおできになるのですか？」

「よく聞いてくれました！　いいですか、まずあの石像は――」

　熱く語る雅臣に耳を傾けながら、琴子は思う。

　――やっぱり、あの頃と変わっていない。

　琴子は泣いた。

　悲しいからではなかった。
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　門番型自動石像が目覚め、壊れてから数日がたった。

　両断された門番型自動石像は機能を停止したが、それは石像にとっての死を意味するものではなかった。情報は全て賢者の石の中に入っているので、石が一つになれば再び動き出すと、潤は語った。

　そのための薬も開発中である。プッチーニの歌劇オペラになぞらえた名前の奇妙な薬を、潤なりに手を加えて強化したものだ。しかし完成がいつになるかわからない上、薬品の魔術的効果のためか、いつ治るかわからない代しろ物ものなのだ。

　だが石像の理論は正しかったので、これを応用して色々な発明をすると、潤は意気ごんでいた。さしあたっては怪我が完治してからの話なのだが。

　双葉と和己とガーゴイルは、石像が壊れたのでお姉さんを探すことができなくなってしまった。彼女を求めて東奔西走して数日がたつが、目だった効果はあげられない。潤が良い探知機を作ると言っているが、いつになるか。

　最悪、先にお姉さんが自力で目覚めてしまうこともありうるが、その時には迎えに来てもらえばいい。雅臣の孫、天あま祢ねもいるのだ。悲観することもないだろう。

　一度だけ、岩手に行った。ガーゴイルに先生を紹介したのだ。先生はガーゴイルを見て、童話のようだと喜んだ。ガーゴイルは顔を見ただけで、先生の本名を的中させてしまい、何も知らなかった双葉は心臓が飛び出るくらい驚いた。

　そして雅臣は――




「潤さん、雅臣さんの荷物貸してください」

「はいよ」

　潤が持っている分と、自分の分を合わせてその場に積んだ。和己の腕力ではトランク二つは無理だったので、潤に手伝ってもらったのだ。荷物を積み終わると、空いた手で額の汗をようやく拭えた。

　周りがどれだけうるさくても、蝉せみの声は消えない。

　真っ青な空を焦がす太陽が、下界の全てを白く染めているようだった。

　昼を過ぎた鉄道駅のホームでは、ほんの数人が汽車に乗りこもうとしているだけだった。未来では特急電車が停とまる大きな駅になるのだが、現在はたった一つのホームからたった一台の列車を送り出すだけの、ちっぽけな駅だった。

　その駅から、雅臣は東京へ帰るのだ。

「見送りなんかいらなかったのに。昨日あれだけ騒いだじゃないか」

　積んだ荷物の前に立ち、雅臣が照れる。ホームには雅臣のほか、潤とイヨ、そして吉永家の兄きよう妹だいがいた。

「これで全部か？」

　最後に双葉が雅臣に小さなトランクを渡す。

　スーツ姿の雅臣はうなずいてそれを受け取った。

「や、すまないね。もともと僕の部屋には荷物が少ないから、本を処分したらこれだけになってしまったよ。うまくすれば、着の身着のまま日本全国を旅できるんじゃないかな」

　苦笑する雅臣。彼はこれから旅どころか満足に休暇もとれない身になるのだ。

　和己には彼の笑顔がとても寂しく見えた。

「その……変なことを言うようだが」

　咳せき払ばらいをする潤。

「正直、君に帰って欲しくないんだ……しかし出世する君を見るのが嬉しい、というのもまた正直な気持ちなんだ。いっそのこと、君が二人いたらと思うよ」

「そういうことを言って、僕を二人にする発明とかするなよ」

「それは難しいなぁ。しかしやりがいはありそうだ」

　笑う男達。いつものような馬鹿な話だが、この先、もう一度笑いあえる日は訪れるのだろうか。その日が遠いことを知っているからこそ、今ここで笑いたいのだろう。

　潤は目を潤うるませて、雅臣の手を強く握った。

「いつでも帰ってくるんだぞ」

「――ああ」

　潤の顔が涙に染まる。泣くのが恥ずかしいのか、潤は踵きびすを返すと、そのまま走り去っていってしまった。残った者は苦笑しながら後ろ姿を見送る。

『雅臣殿。琴子殿の方は良いのか？』

　座っていたガーゴイルが唐突に尋ねた。

「彼女は、小林さんの見舞いに行ってるよ。さすがに責任を感じたんだろうね――帰ったら、ちゃんと話し合うよ。小林さんも交えて」

『うむ。小林殿の気持ちは我にも分かる。彼もまた、一ツ橋家の門番のようなものだからな』

「なるほど！　うまいことを言うなガーゴイル君！」

　腹に手をあてて笑う雅臣だが、周囲は冷たい目で睨んでいた。

「その小林のおっちゃんに、あたしたちまで誘ゆう拐かいされたんだぞ……！」

　一番強い視線で睨み上げる双葉。これでも誘拐は二度目である。しかも一度目は雅臣の孫にさらわれたのだ。

「一回目は双葉ちゃん、楽しんでたじゃない。僕なんか、こんなピンチ初めてだったんだから……」

　肩を落とす和己。ボコボコにされそうになっただけならまだしも、実はさらわれた時、小林の子分に一番遊ばれたのは和己だった。和己が男だと知ると、髪や顔にさわられて、まるで珍獣のような扱いを受けた。彼らは面白かっただろうが、和己は死ぬほど怖かったのだ。

「小林さんも……寝台の上で僕達に何度も謝っていたって、琴子さんが話していたよ。あの人は良くも悪くもまっすぐな人なんだ。怪我して倒れて、それで初めて自分の行動に気づくんだから、あの人も苦労しているんだろうなぁ」

　雅臣は苦笑して、それから笑っている場合ではないと気づいて頭を下げた。

「だけど、やっぱり原因は僕にある。君達には、本当に謝ることしかできない。お姉さんとやらを見つけることもできなかった上に、危険な目に遭あわせてしまった。許して欲しい」

「気にすんな、終わったことだし！　姉ちゃんもひょっこり出てくるって！」

　双葉に背中を叩かれて、雅臣は軽くよろめいた。

　確かに、もう済んだことである。和己も雅臣を責めるつもりはなかった。

「未来の女性はみんな双葉ちゃんみたいなのか？」

「いや、双葉ちゃんは例外中の例外ですから安心してください……」

　そして和己は双葉の肩を軽く叩く。

「双葉ちゃん、そろそろ」

「あ、そっか」

　双葉がニヤリと笑い、和己もそれに合わせて笑う。

「それじゃあ雅臣さん、お元気で！」

　和己と双葉は雅臣に手を振ると、すぐにその場を離れた。

　もう時間がない。

　少しでも二人の時間を作らねば。




　後に残されたのは、雅臣とイヨ。気を利かせたつもりなのだとしたら、かなり強引であった。しかし彼らなりの気遣いを、雅臣は有り難く頂ちよう戴だいするつもりだった。

　これが最後の契機なのだ。

「雅臣さん……」

　イヨに呼ばれて、雅臣は返事をした。

　その時、制限時間の終わりを告げるように、列車が到着した。細い車体から鉄を削る音が響き、やがてその車体から旅路を終えた人々を吐き出す。その小さな人の波が過ぎ去った後、一瞬だけ静まりかえった停車場にて、雅臣は呟つぶやいた。

「イヨさん」

　できるかぎり平静を努めたつもりだ。

　列車の音に掻き消されぬように、雅臣は声を張り上げた。風でスーツの裾すそがはためく。トランクを持つ手に力が入り、イヨが返事をするのを待つ。

　短くも長い間の後、イヨはハンカチーフで目元を拭い、小さく頷うなずいた。車輪がきしむ音が止やみ、駅にわずかな静寂が訪れる。話すなら今しかない。雅臣の全てをイヨに伝える、最後の機会であった。

「その……潤をよろしくお願いします。や、あいつはイヨさんがいないと何もできないから、ええと、面倒を見てやって欲しいのです」

　なんとも情けない。こんな時に出てくるのは、こんな単純な挨あい拶さつばかり。

「はい。雅臣さんも、お元気で」

　イヨからの返事も、涙混じりの簡単なもの。言葉が出ないのは双方とも同じ。

　今、自分が伝えなければならぬことを、雅臣は思い出す。

　二つほど、心に決めたことがあったはずだ。

「イヨさん。僕は会社を継いだら、個人的に錬金術を研究しようと思っています。あなたや潤とは別の捉とらえ方かたで、もっと大きな産業に役立ちそうなものを作ろうと思っています」

「まぁ」

「さしあたっては、『どこへでも行ける装置』なんて面白いかな、と」

「それがあれば、駅は必要なくなりますね」

「そうです。僕もいつでもこの町に帰れる。いつでも――」

　あなたに会える、そう言おうとして、雅臣は止めた。

　小さく咳払いをして、雅臣はイヨを見る。

　イヨも、純真な目で雅臣を見つめている。

「雅臣さん。もしもあなたが潤さんと違う錬金術を志こころざすのならば……あなたは……」

「そうです、僕はあなた達の敵になるつもりなんですよ」

　雅臣は口元だけで笑って見せた。

「潤とイヨさんが幸せに酔ってしまわないように、敵を作ってあげるのです。お互いが技を磨き合えば、もっと錬金術は発展しますよ」

「それは――優しい敵ですね」

「優しくはないですよ、敵ですから」

　イヨの微笑みにつられて、雅臣の顔も綻ほころぶ。

　その時、発車ベルが鳴った。

「それではイヨさん、ご健けん勝しようをお祈りしております」

「……はい」

　三つのトランクを車内に運び、最後に雅臣が列車に乗りこんだ。

「さよなら、イヨさん。またいつか」

「……はい」

　駅員が扉を閉め、イヨの顔が扉の向こうに仕切られる。

　――イヨは、泣きながら笑っていた。

　その顔を見た瞬間、雅臣は走り出した。トランクを捨て客室に飛びこむや、驚く乗客達を無視し、一番近い窓に駆け寄る。「失礼」と窓際の席に座っていた客を押しのけて、堅い窓を持ち上げた。顔を出すのがやっとの小さな隙すき間まに、雅臣は首をねじこんで力の限り叫んだ。

「イヨさん！」

　列車が動き出した。

　車輪がきしむ音で、かき消されてしまう声。それでも雅臣は強く叫ぶ。イヨにたった一つの言葉を告げるために、雅臣は列車の音に負けぬ声で叫ぶ。

　ゆっくりと、イヨの姿が流れ出す。

「雅臣さん――」

「イヨさん、僕は――」




　僕はあなたをお慕したいしていました、と――




　最後に言うべき一言を、雅臣は呑みこんだ。

　それがイヨに対する気持ちの答えだった。

　景色の彼方かなたに消えてゆくイヨに向かって、雅臣はただ手を振り続けたのだった。
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　蝉の声がやけに大きく聞こえた。

　雅臣を乗せた列車が東京へ走り出すと、双葉はホームに向かって走り出した。売店のベンチで泣き続けている潤は、和己が見ている。

「イヨ姉ちゃん！」

　双葉が大きく手を振ると、涙を拭ふいていたイヨは何気ない動作で髪を解いた。

　列車が生む風の余よ韻いんが、つやのある長い黒髪をなでる。

　そして懐から取り出した黒くろ縁ぶち眼鏡をかける。

　腰まで伸びる髪の毛をかき上げ、彼女は振り返った。

「そろそろ帰ろっか、元の時代へ」

　その人なつっこい笑顔は、兎と轉てん舎しやのお姉さんのものだった。




　そして世界が暗転した。






































　そこは「脳内世界」と呼ぶにふさわしい場所だった。真っ白な壁と天てん井じようのトンネル。ただし床は畳たたみだった。最初に来た時と、何も変わっていない。

「ここはねー、まぁ言ってみれば脳内世界と現実世界を結ぶ境界線みたいな場所なのよ。ほらどっかの机の引き出しにしまってあるタイムマシンが移動する時、もや～んとしたトンネル通るでしょ？　ここもそんな感じかな。ところでそろそろほどいてくれない？」

「黙れ！」

　太い縄なわでグルグル巻きにされたお姉さんを引きずって歩く双ふた葉ば。市中引き回しの刑ならぬ、通路内引き回しの刑である。

　そんな二人のやりとりを、和かず己みは苦笑しながら聞いていた。

　雅まさ臣おみが列車に乗っていったあと、お姉さんはごく自然に潤じゆんに別れを告げ、気がついたら双葉たちはこの空間にいた。まだ潤には別れも告げていないのに。しかし親友と別れた潤に追い打ちをかけるような気もする。

「潤さんのことなら心配しないでいいわよー。どうせわたしの記憶の出来事だし、当時のわたしが潤さんの側そばにいるんだから」

　和己が悩んでいるのを悟さとったのか、お姉さんがそんなことを言ってきた。

「雅臣さんもね、あんな別れ方しといて、すぐに戻ってくるんだから。わたしと潤さんの結ゆい納のうの時に、仕事ほっぽって飛んできたのよー」

　当時のことを回想しながら、お姉さんは本当に嬉うれしそうに語っている。

　そんなお姉さんに腹が立ったのか、双葉がトゲのある声で尋たずねた。

「つーかそもそも、いつから姉ちゃんだったんだよ？」

「えー、最初からよ」

「ええっ!?」

　和己もビックリした。まさかあの清せい楚そなイヨが最初からお姉さんの演技だったとは。ずっとどこかで入れ替わっていたものだと思っていた。

「じゃあアレか？　あたしがガーゴイルのプロトタイプにやられそうになった時に、青せい龍りゆう刀とうでブッ叩たたいたのも姉ちゃんか？」

「あれはさすがに危なかったからねー。バレるかもしれないってヒヤヒヤしたわよー」

　歯を見せて豪快に笑うお姉さん。いまだ着物を着ているだけに、イメージがぶち壊しである。しかし考えてみれば、槇村香のハンマーのように青龍刀を取り出せる人物など、世界広しといえどお姉さんくらいだ。

「でも、なんでそんなに長くこの時代にいたんですか？」

　双葉の怒りを静めるために話題を変えようと、ふと、和己は聞いてみた。

「んー」

　少し考えてから、お姉さんはこう言う。

「一番好きだった時代にいたくてね」

　目を閉じて語る彼女の顔には、イヨの面おも影かげがあった。やはりこの女性はイヨなのだと、和己は理解する。そう思ったのもつかの間、お姉さんは急にダラけきった顔に戻り、

「つーか、このあとの時代はマジで大変だったのよー。潤さんの錬れん金きん術じゆつを狙ねらって、いろんな所から狙われるようになるし、雅臣さんもヘンテコな発明ばかりして困らせるし、ああそうそう、一番大変だったのは戦争。アレには参ったわー」

　おばちゃんの愚ぐ痴ちのように湧わいて出てくる不平不満。

　ホントーにこの人は色々とぶち壊すなぁ、と和己は前を向こうとした。

『我われはどうなったのだ？　それから地下室で過ごし続けたのか？』

　突然、双葉たちの背後にガーゴイルが出現した。この世界でのガーゴイルの移動方法は、現実のそれよりも謎なぞである。

「ガーゴイルくんはねー、時間がかかっちゃったのよ。直ったのはつい最近なの。胸の白い装そう甲こうも、修理の名残なごりよ」

『何なに故ゆえ、時間がかかったのだ？』

「潤さんがね、戦争に行っちゃったの」

　何気なく出たその言葉に、思わず和己はうなずいてしまった。

　その後で言葉の意味に気づいて、急に振り返る。

　お姉さんは笑っていた。

「って、姉ちゃん!?」

　遅れて気づいた双葉も立ち止まった。

「帰ってこなかったわよ、結局。子供が一人いたんだけどねー、その子も太平洋戦争の時に徴ちよう兵へいされて、そのまま帰ってこないわ。ふたりとも戦死報告が来てないから、ひょっとしたらどこかで生き延びてるかも知れないけど。ま、そりゃないか」

　どうしてこんな話をしながら笑えるのだろうか。

　お姉さんは笑顔を崩さずにしゃべり続ける。

「潤さんがいないから、わたしが錬金術師として研究を続けたわ。雅臣さんも陰でいろいろ協力してくれたけど、それでも発明品のほとんどは戦争で壊されちゃった。おかげでガーゴイルくんを直すのにも時間がかかっちゃったの。ごめんねー」

『いや……その、我は』

　さしものガーゴイルもコメントがない。

　笑っているのはお姉さんだけ。

　話の内容もあいまって、いつも明るいその笑顔が逆に不気味に見えた。

　悲しい雰囲気の中、双葉が小さく呼びかける。

「……姉ちゃん、あのさ」

「あー、双葉ちゃんには難しい話だったかな？」

「そうじゃねえよ！　っていうかあたしでも理解できるわそんくらい！」

　はずみで握っていた縄を思いっきり引っ張る双葉。縄の先からカエルが潰つぶれたような声が聞こえてくる。

「わかってるわよ。双葉ちゃん、わたしのこと心配してくれてるんでしょ？」

　縄の先のカエルが笑った。

「だいじょーぶ。今のわたしも、ちゃんと幸せです。それなりに面白いからね。世の中、楽しんだモン勝ちよ。この時代に来たのは、別に逃避でもなんでもないんだから。あ、ほら、もうそろそろ」

　言われて振り返ると、通路の先から光が差しこんでいた。

　出口が近いのだ。

「話の続きは、兎と轉てん舎しやでしよっか」

　ニコニコと笑うお姉さんに、和己は閉口する。

　お姉さんがこんな性格になるまで、いったい何があったのだろうか。おそらくあまり良いことは無かったのだろう。プラス思考だけでは錬金術はできない。

　辛つらく、苦しい時代を乗り越えてきたからこその「年の功」なのだ。

　和己も双葉もガーゴイルも、これでまた、お姉さんに頭が上がらなくなりそうだった。

「そうそう、みんな、迎えに来てくれてありがとね」

　お姉さんの笑顔を見ずに、双葉は縄を引っ張った。




　その時、世界が純白に染まった。




　まばゆい光に包まれる瞬間、声を聞いた。

　後に確認したら、全員が同じ声を聞いたという。

　それは意識が切り替わる際に生じる、ノイズのようなものだったのかもしれない。

　――あのね。お父さんが戦争から帰ってくるのは、気の遠くなるような確率だと思うの。

　――そんなこと言わないでください、お母さん。

　――話は最後まで聞くの。でもね、もしかしたらひょっこり帰ってくるかもしれないでしょ？　すごい偶然だけれど、全まつたく無いわけじゃない。だからわたしはその可能性に賭かけてみたいの。兎うさぎが木の根っこで転ぶのを待つくらい、気の長い話だけれど……それでも、わたしは待つつもり。ずっと。

　――お母さん……。

　――だからね、これが新しいお店の名前。

　――これは、なんと読むのですか？

　――とてんしゃ。

　――ええと……なんというか、その、変な名前ですね。

　――えー、そうかな？
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　最初に、匂においに違和感があった。シーツと毛布に使われている洗剤の匂いだ。昭和二年と違っている。その後、着ている服が現代のものに変わっていることに気づく。

　そして寒い。まるで冬だ。しかしよく考えてみたら、現代の御ご色しき町ちようは冬だった。

「うー……」

　並んで寝ていた和己が身体を起こすと、そこは見慣れた兎轉舎の店内だった。

　和己の目覚めに合わせるかのように、双葉も跳ね起きる。

「ここは兎轉舎……でいいんだよな兄貴？」

「だよね……？　昭和二年じゃないよね……」

　少し意識がぼやけている。夢の中で暴れたせいか、最悪の寝覚めだった。二時間しか寝ていないのに目覚ましに起こされたような気持ちだ。寝足りない、というか寝ていないような気もする。とにかく眠かった。

「あれ、もう起きたのかい!?」

　兎轉舎の奥から雅臣がやってきた。

　いや違う。ここは現代だ。だとすると彼は雅臣の孫、東ひがし宮みや天あま祢ねだ。

　東宮は驚きながら腕時計を見る。

「まだ十五分しか経たってないぞ？」

「十五分!?」

　二人とも一瞬で目が覚めた。

　昭和二年の世界を一週間ほど体験したというのに。

『むう……感覚時間の差は恐ろしいものだな……』

　気がつけば目覚めていたガーゴイルが、カウンターの上で唸うなっていた。そもそも眠ることを知らないガーゴイルだ。今回の睡すい眠みんで色々考えることは多いに違いない。

「ひょっとして、『精神と時の部屋』みたいな使い方できるんじゃねーのか……？」

　記憶発掘寝台を見ながら双葉が考えこんでいると、

「ぅあ～～…………よく寝たぁ～…………」

　三個並んだ大筒の真ん中から、騒ぎの張本人が起き出してきた。関節をゴキゴキ鳴らして身体を伸ばす。すると服がビリッと大きな音を立てて破けた。

「ちょっと何よこれ!?　なんでわたしの服、こんなにボロボロなの!?　なんか焦こげ目めとかついてるし！」

　身体を抱かかえて叫ぶお姉さんに対し、その場にいた全員がそっぽを向いて口笛を吹き始めた。ガーゴイルもカウンターの下に隠れてしまっている。

　お姉さんと目が合いそうになったので、和己も口笛を吹いた。やっぱり怖いのだ。

「しかも鼻とかほっぺとか痛いし……」

　お姉さんは顔をさわりながら考えこむ。このまま黙っていれば原因は永久に闇やみの中だ。

　ぐぅ。

　ちょうどその時、お姉さんの腹がそれは大きな音を立てて鳴った。

「……おなか減った」

　それはそうだろう。なにしろ三日も眠っていたのだから、胃の中は空からっぽに違いない。喉のども渇かわいているはずだ。お姉さんは先ほどのジト目に戻り、何か食べ物があったか店内を見回す。まるで動物園の猛獣だ。

　店内に食べ物がないと知ると、お姉さんは寝台からのそのそと降りてきて、

「東宮、なんか作って」

「起きていきなりそれか」

　それだけ命令して、お姉さんは店の奥に着替えに行ってしまった。

「仕方ないなぁ。そういえば僕も昼食まだだったな」

　東宮は苦笑すると、上着を脱いでワイシャツをめくり始める。

　時刻はちょうど午後一時。まだお昼ご飯の時間だ。

「よーし、何かリクエストはあるかい？」

　強制されたわりには楽しそうな東宮。その姿は、昭和二年で料理を振る舞ってくれた雅臣にそっくりだった。

　和己は双葉と一瞬だけ視線を合わせると、兄きよう妹だいそろって叫んだ。

「カレー！」




　特に一人暮らしの男性に多いのだが、カレーに異様なこだわりを持つ人がいる。東宮天祢はまさにその典型的な人物で、リクエストを受けてからスパイスを買いに走っていき、キッチンでカレー粉を作り始めた。実際それは食欲をそそる魔法のようなカレーで、和己はあとでこっそりレシピを聞こうと心に決めていた。

「本当はじっくり煮込みたいんだけど……」

　と、渋っていた東宮だが、皆が急せかすのでしかたなく妥だ協きようした。

　和己と双葉で皿を並べ終わる頃には、着替え終わったお姉さんも食卓につき、みんなで仲良く手を合わせてカレーを食べた。記憶発掘寝台を片づけたのはいいが、なにも店内にテーブルを置かなくてもいいのに。

「あの、お姉さん。実際はどうだったんですか？」

　カレーをじっくり味わいながら、和己が尋ねた。その隣では双葉が二杯目のカレーを一心不乱にかきこんでいる。

「えー、何が？」

「あの石像の作り方って、僕たち――っていうかガーくんがあの世界にいたから、潤さんが閃ひらめいたんでしょ？　本当はいつ完成したんですか？」

「ああそういうこと。同じよ、昭和二年の七月二十六日」

「え、どうして？」

「歴史ってのはそうそう変わるものじゃないわよ。ガーゴイルくんがいなくても、あの日潤さんは閃いたし、琴こと子こさん達は暴走したわよ。違うのは……石像が真っ二つにならなかったことくらいかなー」

　普通、過去の事象に少しでも関かかわってしまったら、未来が変わるというのが通説だ。しかし過去と言えどもお姉さんの脳内の世界なので、彼女が送った時間に合わせて事実も修正されているのかも知れない。

「なんだか面白そうな体験をしたみたいだね。僕も行けばよかったな」

　自分で作ったカレーの味に考えこみながら、東宮がつぶやく。

　その時、三杯目のカレーを受け取ったお姉さんが、唐とう突とつに横を見た。

「ところで東宮、あんたなんでここに来たの？」

「うわ、今頃それを言うのか！」

　あきれ顔の東宮。

「ウソウソ冗談よ。ちゃんとわかってるわよー」

　お姉さんがテーブルの下から取り出したのは、小さな旅行カバン。

「ちゃんと行く準備はできてます。今年こそ行くって決めてたんだから」

「……そうか。ならいいんだ」

　安あん堵どしてカレーを食べ始める東宮。二人の間では会話が成立しているようだが、吉よし永なが家けの連中には何がなんだかさっぱりわからない。

「なぁ、今日何かあるのか？」

　双葉がお姉さんの袖を引いた。

「雅臣さんの命日なのよ。だからこれからお墓参りに行くの」

「え……」

「まぁ、あの装置を使ってたのもそういうワケ。あの頃の想い出をもう一度体験したくてね。復習みたいなものよ」

　だから東宮はスーツを着ていたのだ。

　そう言われてみると、お姉さんの服も余よ所そ行いきのワンピースだ。相変わらず黒いが。そんな恰かつ好こうでカレーを食べて汚れないのだろうか。

　お姉さんは空になったカレー皿をテーブルに置くと、満足したように腹をさすった。さすがに三杯も食べれば普通の人間は満腹だろう。

「みんなも来る？　つまんないかもしれないけど」

「行く行く！」

「行きますよ！」

　双葉も和己も喜んで賛成した。

　雅臣は他人ではないのだ。現実の彼はこちらのことを知らないだろうが、こちらにとっては恩人だ。線香の一つでもあげねばバチが当たるというものだ。

「おまえも来るんだぞ、ガーゴイル」

『うむ。我にとって、三人の親の一人だからな』

　ガーゴイルに身体を与えた男。

　ガーゴイルに意識を与えた女。

　そしてガーゴイルに魂を吹きこんだ男。

　彼らが夢見た未来は、徐々に現実のものになりつつある。錬金術こそ世界に浸しん透とうしていないが、彼らが作った石像は、御色町の人々を立派に守っている。

　彼らの目指した錬金術は、時を越えて暮らしの役に立っているのだ。

「さて、それじゃあ行こうか」

　食器を片づけ終わった東宮が、車のキーを手に席を立つ。

「道中、君たちが見てきたことを聞かせてもらうよ」

「オッケー！　じいちゃんの面白い話、いっぱいあるぜー！」

　東宮に連れられて、双葉が店を出る。

「ちょっと待って、僕も行きます」

　テーブルを拭ふき終わると、和己は店の外で寒がっている二人を追って走りだした。

　墓参りへ行くのに、ワクワクしている自分は不ふ謹きん慎しんなのだろうか。

　そんなことを考えながら、和己は兎轉舎を出た。




　――あなたの孫は幸せに暮らしていますよ、雅臣さん。

　店を出る東宮と子供達を見送りながら、お姉さんは微笑ほほえんだ。

　ガスの元もと栓せんを閉めるために店の奥に行こうとすると、カウンターの上のガーゴイルと目が合った。

「どしたのガーゴイルくん？」

　ガーゴイルは食事中からずっと無言だった。身体の具合が悪いわけではないだろうから、悩み事でもあるのだろう。

「何か気になるの？」

『むう』

　八十年以上前に作った、世界最高の自動石像。

　どんな敵にも負けず、家庭を戦火から守る番犬。

　潤と雅臣と、そして彼女の夢。

　福引の景品に出したのは、自分の子供をお金で売りたくなかったからだ。誰でもいいから、夢を託たくしたかったのだ。温あたたかい吉永家に引き取られたのは、幸運としか言いようがない。

　ガーゴイルと名づけられた門番型自動石像は、お姉さんに小さな声で尋ねた。

『……我はこれから汝の事を母と呼ばねばならぬのだろうか？』

　大おお真ま面じ目めな声だった。

　そんなことを食事中から考え続けていたのだ。

「バカねぇ」

　お姉さんはクスリと笑い、そっとガーゴイルの頭をなでた。





おわり























　あとがき







　ちょえぃーッス！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます。




　気がつけば俺が「えんため大賞」を受賞してから一年が過ぎてしまいまして。

　その受賞作もすでに四巻。ホントいつのまに。これからもその名に恥じぬようにがんばります！　がんばらなきゃ！　がんばってるんですよ……。




　で、最近引っ越しました。東京のはしっこです。区じゃないです。

　生活サイクルがガラリと変わって、安いスーパーなんぞを探す毎日です。

　前に住んでた所はすぐ近くに自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちがあるため、早朝から砲撃音に叩たたき起こされたりしました。日本国内で銃声に起こされる場所ってそうそうないと思います。

　だけど今度は郊外の集合住宅、そんなに騒音はないだろう……と思っていたら隣の家のワン子に昼夜問わず吠ほえたけられる日々だったりします。どっちがマシなんでしょうか。

　そんな生活ですが、引っ越し初日にゴキブリが発生したり、半月ほどネットにつながらなかったり、ゴミの日が来るまでダンボールに埋もれて眠ったりというアクシデントを乗り越え、なんとか慣れつつあります。




　話は変わって（ちょっとつながってるけど）この前、某学園にトークなんぞをしに行って参りました。コンセプトは「えんため大賞受賞者として、学生達にやる気と勇気と根性を」とのこと。

　なるほど、ここは経験者としてひとつビシッと言ってやらねば。

　幸さいわい俺は舞台経験があるせいか、人前でしゃべることを苦に感じません。ステージに上がればペラペラと熱い言葉が出せる自信だってあります。

　よーし、待ってろよ学生達――！

　と、意気ごみながら夏のクソ暑い日、やってきました某学園。

　先生方と軽い挨あい拶さつを交かわし、会場に向かう途中で日ひ向むかい悠ゆう二じさんにバッタリ。オヤ奇き遇ぐうですね――ってアンタそうまでして俺が人前でしゃべる姿が見たいのか？　ちくしょう嬉うれしそうに笑いやがって。

　まぁそんなわけで会場に着き、学生達の視線にさらされたわけで。

　よーし、いくぞー！

「えー、どうも、ただいまご紹介にあずかりましたタグチセンネンドウです……」

　だめだ。

　一言しゃべってわかった。もう言葉が出ない！

「え、えーとですね、みなさまこれから投稿をされるようデスが……」

　やばい。役者の血が完全に薄れている。最初に言おうと決めていたテーマにどうやって持っていったらいいかもわからない。学生の視線が非常に気になる。何度も唇くちびるをなめてしまう。ていうかそこの女生徒達はなんでニヤニヤしながら俺を見ているんだ？

　そんなに俺がしどろもどろになるのが楽しいのか？　それとも俺がイケメンだから見み惚とれているのか！

「ですから、えー、俺が賞を取ってからですね、その……」

　なに気の毒そうな顔してるんだよ日向悠二！　ああ自分でも気の毒だと思うよ！　二度とこんな依い頼らい受けねえよ！　ゴメンナサイ助けてください！

「ハイ、ありがとうございました。田口仙年堂さんでしたー！」

　編集Ｋ氏がタオル投げてくれて、なんとか終了。やめてくれ、拍手なんかしないでくれ。俺はそんな人間じゃないんだ。

　そしたらＫ氏、

「えー、時間がまだかなりありますね。それじゃあ田口さんと一緒に来ているイラストレーターの日向悠二さんに、同じくコメントをいただきましょうか――」

　よっしゃ一いち蓮れん托たく生しよう！　がんばれ日向さん！

　まあそれからどうなったかは訊きかないでください。俺も日向さんもグッタリしたまま帰き路ろについたとだけ言っておきます。でも、もしもこの先似たような依頼受けたら、今度は前日まで練習して臨のぞむつもりです。

　次は負けない！　……次があればね。




　毎度毎度のお礼コーナー！

　いつも「あとがきで編集を持ち上げるな」と口を酸すっぱくして言っておられるのでここはひとつサイコーに持ち上げてやるぜ編集Ｍ女史！　いつもありがとうございます！

　迷惑ばっかですいま――うわやめてくださいわかりました次の人行きますから！

　イラスト日向悠二さん！　もう、なんつーかね。あなたは藪やぶ蛇へびだったかもしれないけど、少なくとも俺は非常に助かりました。あの日のトークのことは共通のトラウマとして胸に刻んでおきましょう……って、激励にもなんにもなってないし。

　それから名前全部書いたらページなくなっちゃう、この本の制作に関かかわった全すべての皆さん！「君たちがいてボクがいる」、まさにその通り！　ありがとうございます！

　そしてこの本を手に取ってくれた全てのアミーゴ！

　みんなどうもありがとぉー！




　まだまだガーゴイルは続きますよー！

　今までちょっとしっとりした話が続いたから、次あたりでドカーンとバカな話でもやりましょうかね。そろそろ俺の中のバカ遺い伝でん子しがマジメ遺伝子に対して反乱を起こし始めてます。普段の生活に見られる奇行はこの辺が原因なのかも。そりゃリンスを先に手に取る確率が五割を越すわ。




　まぁ、これからガーゴイルがマジメになってもバカになってもお付き合い頂ければ幸いです。どんなに変わっても、ガーゴイルはガーゴイルであり続けますから。

　それでは、また次巻で！







　なお、今作を書くにあたって、以下の文献を参考資料に致しました。

　「昭和・平成家庭史年表　下川耿史著　河出書房新社」

　「画報　近代百年史　日本近代史研究会」
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